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1
1   はじめに
   

このソフトウェアマニュアルでは、メインストレージやバックアップストレージ、災害復旧用
に ReadyDATA 5200 上で動作する ReadyDATA OS 1.x を構成・管理する方法について説明し    
ています。

本製品はビジネス向けであるため、本マニュアルは RAID ネットワークの概念を熟知したネッ  
トワークおよびデータセンター管理者向けに作成されています。

この章には次の内容が含まれます。

• クイックスタートガイド

• 追加ドキュメント

• 対応オペレーティングシステム

• 対応ブラウザー

• ReadyDATA 5200 のネットワーク接続

• RAIDar を使用した ReadyDATA 5200 の検出

• ReadyDATA 5200 の登録

注意 : 本マニュアルでは、ボリューム とは RAID 構成の論理ボリュームを   

指し、ハードディスクドライブ   およびディスクとは物理ストレージ   

デバイスを指します。
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クイックスタートガイド

本マニュアルには、ReadyDATA 5200 のご利用に関する詳しい説明、およびシステムの構成  
や管理、データやシステム構成のバックアップに関する NETGEAR からの推奨事項が含ま  
れます。

ReadyDATA 5200 は次のアプリケーションを使用します。

• RAIDar : LAN 上で ReadyDATA 5200 を検出し、ダッシュボードを起動します。

• ダッシュボード : ブラウザーベースの管理画面で、ReadyDATA 5200 の構成と管理に使    
用します。

ReadyDATA 5200 をすぐに使い始めるために、以下のセクションを順番にお読みください。

1. 9 ページの ReadyDATA 5200 のネットワーク接続：ReadyDATA 5200 インストールガイ    
ド と ReadyDATA 5200 ハードウェアマニュアル の指示に従い、ReadyDATA 5200 を    
DHCP サーバーに接続します。

2. 10 ページの RAIDar を使用した ReadyDATA 5200 の検出：RAIDar を使用してネット    
ワーク上の ReadyDATA 5200 を検出します。

3. 第 2 章 初期設定：基本的なシステムコンポーネント、ネットワーク設定、グローバル   
ファイル共有プロトコルを構成します。

4. 49ページのボリュームの作成と RAID レベルの選択：ディスクをボリュームに割り当て、  
各ボリュームに RAID レベルを選択します。

5. 71 ページの共有の作成 および 93 ページの LUN の作成：SMB、NFS、AFP、 FTP での    
データ転送とストレージのための共有 (NAS データセット ) を作成します。iSCSI での    
データ転送とストレージのための LUN (SAN データセット ) を作成します。

6. 128 ページのユーザーアカウントの作成：ReadyDATA 5200 にアクセスする、または外  
部アクティブディレクトリに接続する人にユーザーアカウントを作成します。

7. 82 ページの共有に対するアクセス権限の設定 および 103 ページの LUN の LUN グルー    
プへの割り当てとアクセス権限の管理：共有および LUN に対してアクセス権限を設定し  
ます。

8. 149 ページの共有と LUN のスナップショットの管理：スナップショットを作成して共有  
および LUN に格納されたデータをバックアップします。
はじめに
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ReadyDATA OS 1.x 
追加ドキュメント

NETGEAR は、ReadyDATA 製品のサポート Web サイトを運営しています。レビュー、チュー   
トリアル、比較チャート、ソフトウェアアップデート、ドキュメント、およびユーザーフォー
ラム、その他のコンテンツは、www.netgear.com/readydata （英語）にてご利用いただけます。 
（一部コンテンツはご利用いただけない場合がございます。）

日本語版のマニュアルや製品 FAQ は、http://www.netgear.jp/supportInfo/ をご参照ください。

対応オペレーティングシステム

ReadyDATA 5200 は、次のオペレーティングシステムに対応しています。

• Microsoft Windows Server 2003 R2、全エディション、x86/x64

• Microsoft Windows Server 2008/2008 R2、全エディション、X84/x64

• VMware ESX / ESXi 3.5

• VMware vSphere ESX / ESXi Server 4/4.1

• VMware ESX 5.0

• Citrix XenServer 5/5.5

• RedHat Enterprise Linux AS 4.7/5.2

• SUSE Linux Server 10.1/10.2, x86/x64

• Fedora 8/9/10

• HP-UX 11

• Apple OS X Leopard 10.5.x

対応ブラウザー

ReadyDATA 5200 ダッシュボード（管理画面）は、次のブラウザーに対応しています。

• Internet Explorer 7.0 以降

• Opera 9.5 以降

• Safari 2.0 以降

• Mozilla Firefox 2.0 以降
はじめに
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ReadyDATA 5200 のネットワーク接続

ReadyDATA 5200 インストールガイドの説明に従い、ReadyDATA 5200 をインストールし    
ます。LED ステータス情報およびブートメニューは、ReadyDATA 5200 ハードウェアマニュ   
アルをご参照ください。

ReadyDATA 5200 をネットワークに接続し、DHCP サーバーが ReadyDATA 5200 に接続で    
きることを確認します。デフォルトでは、ReadyDATA 5200 は DHCP サーバーから IPv4 IP    
アドレスを受信するように構成されています。

注意 : ReadyDATA 5200 が DHCP サーバーを検出できない場合、自動プ    

ライベート IP アドレス指定 (APIPA) を通して自動 IP アドレスが割      

り当てられます。詳しくは 33 ページの DHCP サーバーがないとき 
の自動プライベート IP アドレス指定 を参照してください。

ReadyDATA 5200 を IPv6 アドレスで使用したい場合は、まず DHCP サーバーから割り当て    
られた IPv4 アドレスを通して ReadyDATA 5200 にアクセスし、その後 IPv6 設定を 24 ペー    
ジのネットワーク設定の構成の説明に従って構成します。

注意 : ReadyDATA の初期設定についての詳細は、付録 A 工場出荷時の初  
期設定を参照してください。

注意 : 予期せぬ状況や障害によって、初期セットアップ手順を完了した

後 ReadyDATA 5200 を起動できない場合、ReadyDATA 5200 ハー     
ドウェアマニュアルの LED ステータス情報を確認してください。
はじめに
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RAIDar を使用した ReadyDATA 5200 の検出

RAIDar は、ネットワーク上の ReadyDATA 5200 を検出するためのアプリケーションです。    
RAIDar の Windows、MAC、Linux OS 版が製品に付属の リソース CD に含まれています。    
RAIDar は http://www.readynas.com/ja/?cat=41 からもご利用いただけます。

RAIDar は検出された ReadyDATA 5200 を表示します。ボリューム、ディスク、UPS、ファ   
ン LED アイコンは使用できません。

図 1 

RAIDar では、次のボタンが使用できます。

• 設定 : 選択した ReadyDATA 5200 のダッシュボードを起動します。

• ブラウズ : 選択した ReadyDATA 5200 で利用可能な共有を表示します (LUN は表示され    
ません )。この機能は、Windows でのみ有効です。

• 再探索 : ネットワーク上の ReadyDATA 5200 の各ステータスを更新します。

• 確認 : ReadyDATA ではこのボタンは使用しません。

• RAIDar について : RAIDar のバージョン情報を表示します。

• ヘルプ : ヘルプ画面を表示します。

• 終了 : RAIDar を終了します。

ReadyDATA ステータス LED アイコン 使用不可
はじめに
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 ReadyDATA 5200 を検索し、ダッシュボードを起動する :

1. ReadyDATA 5200 と同じ LAN に接続されているコンピューターに、適切なバージョン    
の RAIDar をインストールします。

注意 : SP2 以前の Windows XP を使用している場合は、インターネット接続     
ファイアウォールを無効にしてください。

2. RAIDar を起動します。

RAIDar はネットワーク上にあるシステムの各ステータスをリストで表示します。

デフォルトでは、ReadyDATA 5200 の仮想 NIC (VNIC) は IPv4 向けに DHCP が有効に    
されており、RAIDar ユーティリティは ReadyDATA 5200 を検出できます。

注意 : ReadyDATA 5200 は初期検出に DHCP サーバーを必要とします。

ReadyDATA 5200 が検出されない場合、以下を確認して [ 再探索 ] をクリックし、再試    
行してください。

• ReadyDATA 5200 の電源がオンになっており、ネットワークに接続されていること  
を確認します。

• RAIDar を実行しているクライアントコンピューターが ReadyDATA 5200 と同じサ    
ブネット上にあることを確認します。

• SP2 以前の Windows XP で RAIDar を実行している場合は、インターネット接続ファ    
イアウォールを無効にしてください。
はじめに
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3. ReadyDATA 5200 を選択し、[ 設定 ] ボタンをクリックします。

ブラウザーが開き、ReadyDATA 5200 にログインするためのダイアログが表示されます。

4. デフォルトのログイン認証を使って ReadyDATA 5200 にログインします。

• デフォルトのユーザー名 admin を入力します ( 大文字小文字を区別します )。

• デフォルトのパスワード password を入力します ( 大文字小文字を区別します )。

ダッシュボード（管理画面）のホーム画面が表示されます。

システム構成バー

ナビゲーションバー

セクション見出し
はじめに
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ダッシュボードには 2 つのメインバーがあります。

• ナビゲーションバー : 画面上部に表示されるナビゲーションバーは、ダッシュボードの
案内役となります。ダッシュボードの言語や管理者パスワードを設定したり、ヘルプを
表示することもできます。ダッシュボードのホーム画面に戻るには、[ システム ] を選択 
するか、システム画面を表示している場合は [ 概要 ] を選択します。

• システム構成バー : ナビゲーションバーの下に表示されるシステム構成バーは、[ システ
ム ] メニューからアクセスする 4 つの構成画面の表示に使用します。ダッシュボードの   
ホーム画面に戻るには、[ 概要 ] を選択します。

一部の画面にはセクション見出しが左側に表示されます。セクション見出しを選択すると、
内容が表示されます。

本マニュアルでは、ナビゲーションバーからの選択、および該当する場合、システム構成
バーと画面に表示されたセクション見出しからの選択手順を示しています。例えば、グロー
バルファイル共有プロトコルの構成は、 [ システム ] > [ 設定 ] > [ サービス ] を選択します。[    
システム ] はナビゲーションバーからの選択で、[ 設定 ] はシステム構成バーからの選択、そ  
して [ サービス ] は [ 設定 ] 画面上のセクション見出しです。

ReadyDATA 5200 の登録

NETGEAR 製品の無償保証を受けるためには、製品ご購入から 30 日以内にユーザー登録を
行ってください。下記の URL よりネットギアジャパンのホームページへお進みいただき、画
面に従って登録を行ってください。

 http://www.netgear.jp/supportInfo/ 
はじめに
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2
2   初期設定
この章では、ReadyDATA 5200 の基本設定と初期セットアップの方法について説明しています。  
次の内容が含まれます。

• 初期スタートアップ

• 基本システムコンポーネントのカスタマイズ

• ネットワーク設定の構成

• グローバルファイル共有プロトコルの設定
14
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初期スタートアップ

ReadyDATA 5200 の最初の起動は、ディスクのインストールの有無に関わらずできます。

注意 : ReadyDATA 5200 は、NETGEAR 以外のディスクを認識しません。   

NETGEAR 以外のディスクを挿入すると、ダッシュボードに「ディス 

クは NETGEAR によって署名されていません。」というエラーメッセー  

ジが表示されます。ReadyDATA 5200 は、NETGEAR または NETGEAR    
の代理店を通して購入されたディスクのみを認識します。

ディスクをインストールして起動すると、ダッシュボードにディスクが表示されます。こ
れはグラフィカルエンクロージャと呼ばれ、それぞれのディスクの状態により表示が変わ
ります。

図 2 

• データを含まないディスク : 
これらのディスクは未割り当てのディスクとして利用可能になります。

• ReadyDATA 5200 に認識されたデータを含まないディスク : 
これらのディスクは未割り当てのディスクとして利用可能になります。これらのディス
クを別のボリュームに使用しようとしても、データ損失の可能性について警告を受けま
せん。
初期設定
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• ReadyDATA 5200 ボリュームの一部を含むディスク : 
これらのディスクは運用不可のボリュームの一部として表示されます。これらのディ
スクを別のボリュームに使用しようとすると、データ損失の可能性について警告を受
けます。

• 別の ReadyDATA 5200 の完全なボリュームを含むディスク :

- ディスクが正常にインポートされている場合、ダッシュボードの仮想ディスク LED 
が表示されるようになります。

- ボリュームが ReadyDATA 5200 にマウントされます。

- そのボリューム上のすべての共有と LUN はダッシュボードから構成することができ  
ます。

- クライアントは構成されたファイル共有プロトコルを通して共有にアクセスできま
すが、LUN 設定を再構成する必要があります (106 ページの LUN グループのアクセ   
ス権限の管理を参照 )。

ディスクとボリュームに関する詳細は、第 3 章 ディスクとボリュームの管理  を参照して    
ください。

基本システムコンポーネントのカスタマイズ

ReadyDATA 5200 をご使用になる前に次のシステムコンポーネントを設定することを推奨  
します。

• 時計の設定

• 言語の選択

• 管理者パスワードの設定

• システム警告の設定

• ホスト名の設定

• テーマの設定
初期設定
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時計の設定

ReadyDATA 5200 でファイルに正しいタイムスタンプを記録するには、時刻と日付を正確に  
設定する必要があります。

 システム時刻と日付の設定 :

1. [ システム ] > [ 概要 ] > [ ハードウェア ] を選択します。

ダッシュボードのホーム画面にシステム情報が表示されます。

2. 日付と時刻が表示された [ 時刻 ] 欄の右側にある時計のアイコンをクリックします。

[ 日付・時刻の設定 ] 画面が表示されます。

3. [タイムゾーン ] のドロップダウンリストから、現在の場所のタイムゾーンを選択します。

ファイルが正しいタイムスタンプを記録するよう、ReadyDATA 5200 が現在置かれてい  
る場所のタイムゾーンを選択することを推奨します。

4. 次のいずれかの方法で、正しい日付と時刻を選択してください。

• [ インターネット上のサーバーに時計を同期します ] というチェックボックスを選択 
します。このチェックボックスにチェックを入れると、カレンダーと時刻のドロップ
ダウンリストが無効になり、システムの日付と時刻は NETGEAR NTP サーバーに同   
期されます。
初期設定
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• [ インターネット上のサーバーに時計を同期します ] のチェックボックスを選択しな 
い場合、カレンダーと時刻のドロップダウンリストを使い、手動で日付と時刻を設定
します。

5. [ 適用 ] をクリックします。

タイムゾーンを変更した場合、次のように ReadyDATA 5200 を再起動する必要があり   
ます。

a. ナビゲーションバーの右上隅にある電源アイコンをクリックします。

b. ドロップダウンリストから、[ 再起動 ] を選択します。

c. 選択を確定します。

ReadyDATA 5200 が正常にシャットダウンし、再起動します。

警告メールを有効にしている場合、ReadyDATA 5200 の再起動後にメッセージが送  
信されます。

言語の選択

ReadyDATA 5200 がファイル名を正しく表示できるようにするために、システムが適切な文  
字セットを使用するよう設定します。例えば、「日本語」を選択すると、ReadyDATA 5200 
が Windows エクスプローラで日本語のファイル名に対応できるようになります。

 言語設定を構成する :

1. ナビゲーションバーで、右側の [ プロファイル ] をクリックします。

[ プロファイル ] メニューが開きます。
初期設定
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2. [ 言語 ] のセクションでチェックボックスを選択して言語を指定するか、[Auto] チェック  
ボックスを選択してブラウザーで使用されている言語に自動的に設定します。

言語を変更すると、ダッシュボードが再起動します。

注意 : NETGEAR は、ReadyDATA 5200 を使用する地域に合わせた言語を   

選択することを推奨します。

管理者パスワードの設定

管理者は、ReadyDATA 5200 上のすべてのメニューおよびファイルにアクセスすることがで  
きます。このため、管理者パスワードを保護し、定期的に変更してデータを守る必要があり
ます。

管理者パスワードはデフォルトとは違うものに変更し、安全な場所に保管するようにしてく
ださい。管理者パスワードを取得すると誰でも ReadyDATA 5200 上の設定を変更したり、   
データを消去したりすることが可能になります。

 管理者パスワードを変更する :

1. ナビゲーションバーで、右側の [ プロファイル ] を選択します。

[ プロファイル ] メニューが表示されます ( ステップ 2 の図を参照してください )。

2. [ 管理者パスワードを変更する ] を選択します。

[ 管理者パスワードを変更する ] ポップアップ画面が開きます。
初期設定
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3. 次の表に従って設定します。

4. [ 適用 ] をクリックします。

システム警告の設定

警告を通知するメールアドレスを設定すると、ディスク不具合やネットワーク接続の変更、
電源障害、ファン故障、CPU および内部温度異常などのシステムイベントによって警告メー 
ルメッセージが生成されます。ReadyDATA 5200 はシステムイベントを必須とオプションの  
2 種類に分けています。必須イベントの場合、必ず警告メールが生成されます。オプション 
イベントの場合は、警告メールを生成するかどうかを選ぶことができます。

警告の送信先メールアドレス

システムに何か異常が発生した、注意が必要な場合に警告メッセージを受信したい場合は、
警告の送信先メールアドレスを指定する必要があります。不在にしている時に
ReadyDATA 5200 を監視できるよう、スマートフォンからアクセス可能なメールアドレスを  
使うこともできます。

アイテム 説明

パスワード 新しい管理者パスワードを入力してください。

パスワードを確認 新しいパスワードをもう一度入力します。

パスワード復元の 
質問

他の人が答えられない質問を選んでください。例え
ば、初めて飼った犬の名前は？または幼稚園の時の親
友は？などをパスワード復元の質問に設定してくだ
さい。

これらの欄を完了すると管理
者パスワードを失くした、ま
たは忘れたときに NETGEAR 
のパスワード復元ツールでパ
スワードを復元することがで
きます (139 ページの
NETGEAR のパスワード復元
ツールを使用した管理者パス
ワードの復元を参照 )。

パスワード復元の 
回答

[パスワード復元の質問 ] に対する回答を入力します。

復元したパスワード
の送信先メール

復元したパスワードを送信する宛先のメールアドレ
スを入力してください。
初期設定
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 警告送信先メールアドレスを設定する :

1. [ システム ] > [ 設定 ] > [ 警告 ] を選択します。

[ 設定 ] 画面に警告設定が表示されます。

2. 次の表に従って設定します。

ストレージシステムはこれらの認証情報を使って送信メールサーバーと通信し、警告
メールを送信します。

3. ( オプション ) [ テストメッセージを送信 ] ボタンをクリックし、宛先情報が正しく設定  
されているかどうか確認します。

アイテム 説明

警告の送信先メー
ルアドレス

メールアドレスを入力します。また、既存の警告送信先メールアドレスを変更したり、
入力欄からアドレスを消去することもできます。

ユーザー メールアドレスに対応するユーザー名を入力します。

パスワード メールアドレスに対応するパスワードを入力します。

SMTP サーバー 送信 SMTP サーバーのアドレスを入力します。

SMTP ポート 送信 SMTP サーバーのポート番号を入力します。

送信元 警告メールの送信者となる名前を入力します。

TLS を使用する TLS でメール暗号化を使用するときはこのチェックボックスを選択します。
初期設定
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警告イベントの設定

ReadyDATA 5200 は、システムイベントが発生すると警告メールを生成するようあらかじめ  
設定されています。どのオプションシステムイベントで警告メールを生成するかを設定する
ことができます。NETGEAR は、すべての警告項目を有効にしておくことを推奨します。た 
だし、問題を認識している場合、一時的に警告を無効にすることもできます。

 警告イベントを設定する :

1. [ システム ] > [ 設定 ] > [ 警告 ] を選択します。

[ 設定 ] 画面に警告設定が表示されます。

2. [ 警告イベント ] セクションで、イベントのチェックボックスにチェックを入れるか、ま 
たは外してください。

グレーで表示されていないイベント ( ディスク空き容量、ファン、ディスク温度 ) をクリ  
アすることができます。

グレーで表示されているイベント ( ディスク不具合、ボリューム、電源、UPS) は常に警  
告メールを送信します。

3. [ 適用 ] をクリックします。
初期設定
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ホスト名の設定

ReadyDATA 5200 は、ネットワーク上ではホスト名で表示されます。RAIDar、コンピュー  
ター、その他のインターフェイスでネットワークを見るとき、ホスト名で ReadyDATA 5200 
を見つけることができます。

デフォルトのホスト名は、RES- の後にプライマリ MAC アドレスの下位 6 バイトをつなげ    
たものです。ホスト名は自分が覚えやすく、認識しやすい名前に変更することができます。

 ホスト名を変更する :

1. [ システム ] > [ 概要 ] > [ ハードウェア ] を選択します。

システム情報が表示されます。

2. [ 名前 ] 欄の右側にある歯車のアイコンをクリックします。

[ 新しいホスト名 ] ポップアップ画面が表示されます。

3. [ 名前 ] の欄に新しいホスト名を入力します。

ホスト名は、半角で最大 14 文字となっています。漢字やひらがなをご利用の場合、使 
用可能な文字数は少なくなります。

4. [ 適用 ] をクリックします。
初期設定

23



ReadyDATA OS 1.x 

   

     

    
テーマの設定

ダッシュボードのテーマを変更できます。

 ダッシュボードのテーマを変更する :

1. ナビゲーションバーで、右側の [ プロファイル ] を選択します。

2. [ テーマ ] のセクションで、[ ブラック ] のチェックボックス ( デフォルト ) または [ シル   
バー ] のチェックボックスを選択します。

ダッシュボードの表示色が選択によって変更されます。

ネットワーク設定の構成

• 物理イーサネットインターフェイスの構成

• 仮想 NIC の構成

• DHCP サーバーがないときの自動プライベート IP アドレス指定

• チーミングの構成

ReadyDATA 5200 は 2 つの物理 1-Gb イーサネットインターフェイスと 2 つの物理 10-Gb    
イーサネットインターフェイスを提供します。イーサネットインターフェイスは、それぞれ
個別のインターフェイスとして、または組み合わせて LACP および Hash タイプ 2 ～ 4 を使    
用したチーミング構成で使用することができます。チーミングは冗長性またはスループット
の向上を実現します。

仮想 NIC (VNIC) を作成し、個別のインターフェイス、およびチーミングされたインターフェ   
イスにアタッチすることができます。仮想ネットワークの主なメリットは、ReadyDATA 5200 
が多くの個別のネットワークに対応し、各ストレージ関連タスクにどのくらいの帯域幅を使
用するかを制御できることにあります。
初期設定
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各 VNIC について次の設定を構成できます。

• VLAN のメンバー

• 帯域幅制限

• IPv4 または IPv6 設定

• DNS サーバー

次の図に ReadyDATA 5200 ネットワーク構成における VNIC の使用を示します。( スロット    
ルは帯域幅制限を指します。)

 

図 3 

以下はネットワークのデフォルトの値です。

表 1. ネットワークの初期設定 

アイテム 初期設定

物理イーサネットインターフェイス (eth1 および eth2)

MTU 1500

スピード (Mbps) 1000

デュプレックス 全

チーミング なし

VNIC 各インターフェイスに 1 つ ( 例えば、eth0 に vnic0、eth1 に vnic1)

仮想 NIC (vnic0 および vnic1)

MTU 1500

VLAN ID 0

帯域 なし
初期設定
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物理イーサネットインターフェイスの構成

 イーサネットインターフェイスを構成する :

1. [ ネットワーク ] を選択します。

[ ネットワーク ] 画面が表示されます。

2. イーサネットインターフェイスの右側にある歯車のアイコンをクリックします。

ポップアップメニューが表示されます ( ステップ 3 の左図を参照してください )。

3. [ プロパティ ] を選択します。

選択されたインターフェイスのイーサネットプロパティ画面が表示されます。

TCP/IP DHCP 有効 IPv4、IPv6 無効

DNS サーバーなし

表 1. ネットワークの初期設定 ( 続き )

アイテム 初期設定
初期設定

26



 ReadyDATA OS 1.x

  
4. 次の表に従って設定します。

5. [ 適用 ] をクリックします。

仮想 NIC の構成

デフォルトでは、各物理イーサネットインターフェイスには 1 つの仮想 NIC (VNIC) があり、   
次のように構成されています。

• 汎用ラベル ( デフォルトの名前 ) は関連付けられたイーサネットインターフェイスの番  
号に基づいています。例えば、vnic0 は eth0 に関連付けられています。

• IPv4 の DHCP 有効

• VLAN メンバーなし

デフォルトの VNIC はそれが関連付けられているイーサネットインターフェイスと同じ番  
号が付けられています (eth0 は vnic0、eth1 は vnic1)。

各物理イーサネットインターフェイスとチャネルインターフェイスに複数の VNIC を追加  
することができます。

 VNIC を作成して構成する :

1. [ ネットワーク ] を選択します。

[ ネットワーク ] 画面が表示されます。

アイテム 説明

MTU MTU をバイト単位で入力します。デフォルトは 1500 バイトです。

スピード (Mbps) インターフェイス速度を指定します。この設定はリンク速度を決定しないため、1 Mbps 
からインターフェイスがサポートする最大速度 (1,000 Mbps または 10,000 Mbps のい     
ずれか ) を指定できます。

デュプレックス ドロップダウンリストからデュプレックス方式を選択します。

• 自動 : ReadyDATA 5200 がデュプレックス接続のタイプを自動検出します。

• 全 : 全二重です。デフォルトではこれが選択されています。

• 半 : 半二重です。
初期設定
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2. イーサネットインターフェイスの右側にある歯車のアイコンをクリックします。

ポップアップメニューが表示されます ( ステップ 3 の図を参照してください )。

3. [VNIC の作成 ] を選択します。

新しい VNIC がイーサネットインターフェイスの横に表示されます。新しい VNIC は、そ    
れがアタッチされているインターフェイスに関係なく、順次昇順で番号が付与されます。
例えば、2 つのイーサネットインターフェイス eth0 ( デフォルトの vnic0 を有する ) と      
eth1 ( デフォルトの vnic1 を有する ) を備えたシステムでは、新しい VNIC が eth0 また        
は eth1 のどちらにアタッチされているかに関係なく、新しい VNIC には vnic2 という名      
前が付けられます。

4. 作成した VNIC の右側にある歯車のアイコンをクリックします。

ポップアップメニューが表示されます。
初期設定
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5. [ プロパティ ] を選択します。

[VNIC 設定 ] ポップアップ画面が開き、[ 一般 ] タブのページが表示されます。([ 一般 ]、   
[TCP/IP]、[DNS] タブをクリックして表示を切り換えることができます。)

6. 次の表に従って [ 一般 ] 設定をします。

7. [TCP/IP] タブをクリックします。

IP 設定が表示されます。IPv4 と IPv6 の設定は相互排他的です。

8. IPv4 または IPv6 のどちらを使用するか選択します。

[IPv4 の設定 ] ドロップダウンリストから構成方法を選択すると、[IPv6 の設定 ] がオフ    
になり、[IPv6 の設定 ] ドロップダウンリストから構成方法を選択すると、[IPv4 の設定 ]   
がオフになります。

アイテム 説明

Name（名前） デフォルトの名前を使用するか、カスタムの名前を入力します。デフォルトの名
前は [vnicX] で、「X」は VNIC がアタッチされているインターフェイスに関わらず    
順次昇順で付与される番号です。

システムの 2 つのインターフェイスにはデフォルトで vnic0 と vnic1 があります。

MTU MTU をバイト単位で入力します。デフォルトは 1500 バイトです。

VLAN ID VLAN ID を入力します。デフォルトの ID は 0 です。

注意 :  VLAN ID を使用する場合、ReadyDATA 5200 の接続先のスイッチが タグ 
VLAN をサポートしている必要があります。

帯域 (Mbps) 帯域幅制限を Mbps 単位で入力します。ReadyDATA 5200 にインストールされて    
いるイーサネットインターフェイスによって、最大は 1,000 Mbps または   
10,000 Mbps のいずれかになります。
初期設定
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次の図に IPv4 の設定を、その次の図に IPv6 の設定をそれぞれ示します。
初期設定
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9. 次の表に従って IP 設定をします。

注意 : NETGEAR は、DHCP サーバーが常に同じ IP アドレスを     
ReadyDATA 5200 のインターフェイスに割り当てるようにするため、DHCP  
予約アドレスを使用することを推奨します。物理インターフェイスの MAC ア  
ドレスと VNIC が [ ネットワーク ] 画面に表示されます。

10. [DNS] タブをクリックします。

DNS 設定が表示されます。

アイテム 説明

IPv4 の設定

IPv4 の設定 ドロップダウンリストから、どのように IPv4 を構成するかを選択します。

• DHCP を使用 : ReadyDATA 5200 は DHCP クライアントとして機能し、IPv4 の設
定はネットワーク上の DHCP サーバーにより自動的に構成されます。

• 手動 : ReadyDATA 5200 と、ReadyDATA 5200 がネットワーク接続時に経由する
ルーターの IPv4 アドレスとサブネットマスクを入力する必要があります。

IPv4 アドレス ReadyDATA 5200 の IPv4 アドレスを入力します。

手動構成のみ
サブネットマスク ReadyDATA 5200 のサブネットマスクを入力します。

ルーター ReadyDATA 5200 がネットワーク接続時に経由するルーターの IPv4   
アドレスを入力します。デフォルトの値は 192.168.1.1 です。

IPv6 の設定

IPv6 の設定 ドロップダウンリストから、どのように IPv6 を構成するかを選択します。

• 自動 : ReadyDATA 5200 は、ネットワーク上に DHCPv6 サーバーを必要とせずに
ステートレス自動構成を通して IPv6 アドレスが構成されます。ステートレス自動
構成のために ReadyDATA 5200 がインターネットに接続されている必要はありま
せん。

• DHCP を使用 : ReadyDATA 5200 は DHCPv6 クライアントとして機能し、IPv6 の
設定はネットワーク上の DHCPv6 サーバーにより自動的に構成されます。

• 手動 : ReadyDATA 5200 と、ReadyDATA 5200 がネットワーク接続時に経由する
ルーターの IPv6 アドレスとプレフィックス長を入力する必要があります。

ルーター ReadyDATA 5200 の IPv6 アドレスを入力します。

手動構成のみ
IPv6 アドレス ReadyDATA 5200 のプレフィックス長を入力します。デフォルトの  

アドレスは  ::1 ( つまり、0::1) です。

プレフィックス長 ReadyDATA 5200 がネットワーク接続時に経由するルーターの IPv6   
アドレスを入力します。デフォルトのプレフィックス長は 24 です。
初期設定
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11. DNS サーバーを追加するには、[+] ボタンをクリックします。

12. IP アドレスを入力します。

13. [ 追加 ] をクリックします。

14. ( オプション ) さらに DNS サーバーを追加するときは、ステップ 11 からステップ 13 ま    
でを繰り返します。

複数の DNS サーバーを構成することができます。

15. ( オプション ) DNS サーバーを削除するときは、サーバーを選択し、[-] ボタンをクリッ   
クします。

16. [ 適用 ] をクリックして VNIC 設定ダイアログの 3 つすべてのタブの設定を保存します。

注意 : ReadyDATA 5200 の IP アドレスを変更した場合、ブラウザーから    

ダッシュボードへの接続が失われます。ReadyDATA 5200 に再接続  

するには、RAIDar ユーティリティを起動し、[ 再探索 ] ボタンをク  

リックしてデバイスを検出し、[ 設定 ] ボタンを押して再接続する必 

要があります。
初期設定
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  VNIC を削除する :

1. [ ネットワーク ] を選択します。

[ ネットワーク ] 画面が表示されます。

2. 削除したい VNIC の右側にある歯車のアイコンをクリックします。

ポップアップメニューが表示されます。

3. [ 削除 ] を選択します。

4. 削除を確定します。

DHCP サーバーがないときの自動プライベート IP アドレス指定

ReadyDATA 5200 は、デフォルトで DHCP クライアントとして構成される VNIC の初期構    
成に IPv4 DHCP サーバーを必要とします。

ReadyDATA 5200 が DHCP サーバーを検出できない場合、自動プライベート IP アドレス指    
定 (APIPA) を通して自動 IP アドレスが割り当てられます。IP アドレスは 169.254.x.x/16 サ    
ブネットにあります。このアドレスの最後の 2 オクテットは物理インターフェイスの MAC   
アドレスに基づいており、これは物理インターフェイス横のラベルにプリントされていま
す。16 進法の MAC アドレスを 10 進法数値に変換し、IP アドレスの最後の 2 オクテットを    
決定する必要があります。まれにサブネット上に同じ IP アドレスを持つ別のデバイスが存  
在する場合は、ReadyDATA 5200 は一つ後の IP アドレス (169.254.x.x+1) を使用します。
初期設定
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例 : 
MAC アドレスが 00:25:90:63:91:be の場合、IP アドレスは 169.254.145.190/16 です。 
MAC アドレスの 5 番目のオクテットは 91 で、これは 10 進法表記では 145 になります。 
MAC アドレスの 6 番目のオクテットは be で、これは 10 進法表記では 190 になります。

チーミングの構成

チーミングはオプションです。

チーミングは 2 つのイーサネットインターフェイスを組み合わせて 1 つの論理リンクまた   
はリンクアグリゲーショングループ (LAG) にします。ネットワークデバイスはアグリゲー  
ションを単一のリンクであるかのように扱い、耐障害性を強化し、負荷を分散します。

ReadyDATA 5200 は別のデバイスとのチャネルリンク自動構成にアクティブまたはパッシ  
ブ LACP の静的 LAG と動的 LAG をサポートします。ReadyDATA 5200 とチャネルリンク    
が確立されるデバイスの両方が同一のモード ( 静的 LAG または動的 LAG) をサポートする    
必要があります。

ReadyDATA 5200 で、LAG は 3 つの Hash タイプで実行されます。

• レイヤー 2: 送信元と宛先の MAC アドレスに基づいています。ReadyDATA 5200 と特定    
のデバイス間のすべてのトラフィックは同一の物理リンク上で転送されます。

• レイヤー 3: 送信元と宛先の IP アドレスに基づいています。ここでも、ReadyDATA 5200    
と特定のデバイス間のすべてのトラフィックは同一の物理リンク上で転送されます。

• レイヤー 4: 送信元と宛先のポート番号に基づいています。ReadyDATA 5200 と特定のデ   
バイス間のすべてのトラフィックは複数のリンク上に分散することができます。

Hash タイプの組み合わせ使用を選択できます。その場合、hash タイプは同時に使用され、  
接続の安全性は高まりますが、若干速度が遅くなることがあります。

アグリゲーションリンクの作成後、さらに別のインターフェイス (3 つのイーサネットイン  
ターフェイス ) と、または別のアグリゲーションリンク (4 つのイーサネットインターフェイ   
ス ) とリンクを拡張することができます。また、4 つのイーサネットインターフェイスで、2  
つのアグリゲーションリンクを作成してから、これら 2 つのリンクを集約して 4 つすべての    
イーサネットインターフェイスから構成される 1 つのダブルアグリゲーションリンクとす  
ることができます。
初期設定
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 チーミングを構成する :

1. [ ネットワーク ] を選択します。

[ ネットワーク ] 画面が表示されます。

2. イーサネットインターフェイスの右側にある歯車のアイコンをクリックします。

ポップアップメニューが表示されます ( ステップ 3 の図を参照してください )。

3. [ チーミング ] を選択します。

2 つ目のポップアップ画面にイーサネットインターフェイスと、すでに構成済みの場合、 
集約されたインターフェイス ( チーミングされたチャネル ) が表示されます。

4. チーミングのメンバーとしたいインターフェイス名を選択します。

[ 新しくチーミングされたアダプター ] ポップアップ画面が開きます。
初期設定
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5. 次の表に従って設定します。

6. [ 作成 ] を選択します。

新しいチーミングがアグリゲーションインターフェイス (aggrX、そのうち「X 」は順次  
昇順で付与される番号 ) として [ ネットワーク ] 画面に表示されます。

7. さらに新しいアグリゲーションインターフェイスを構成するには、そのアグリゲーショ
ンインターフェイスの右側にある歯車のアイコンをクリックします。

ポップアップメニューが表示されます。

アイテム 説明

LACP モード ドロップダウンリストから LACP モードを選択します。

• オフ : アグリゲーションインターフェイスは、ほかの LACP デバイスに 
LACPDU を転送せず、またほかの LACP デバイスからの LACPDU に応答し
ません。静的 LAG にはこのモードを選択します。デフォルトではこれが選択
されています。

• アクティブ : アグリゲーションインターフェイスは、ほかの LACP デバイスに 
LACPDU をアクティブに転送し、リンクチャネルをセットアップします。ア
クティブ LACP の動的 LAG にはこのモードを選択します。

• パッシブ : アグリゲーションインターフェイスは、ほかの LACP デバイスから
の LACPDU にのみ応答します。パッシブ LACP の動的 LAG にはこのモード
を選択します。

注意 :  ReadyDATA 5200 とチャネルリンクが確立されるデバイスの両方が同一
のモードをサポートする必要があります。

LACP タイマー [LACP モード ] が [ アクティブ ] に設定されている場合、[LACP タイマー ] の値      
をドロップダウンリストから選択します。

• ショート : LACPDU は頻繁に送信されます。つまり、LACPDU 転送間隔が短
くなります。デフォルトではこれが選択されています。

• ロング : LACPDU は頻繁に送信されません。つまり、LACPDU 転送間隔が長
くなります。

Hash タイプ 1 つ以上のチェックボックスを選択して、使用する Hash タイプを指定します。

• レイヤー 2: 確立されるチャネルリンクは、送信元と宛先の MAC アドレスに
基づいています。

• レイヤー 3: 確立されるチャネルリンクは、送信元と宛先の IP アドレスに基づ
いています。

• レイヤー 4: 確立されるチャネルリンクは、送信元と宛先のポート番号に基づ
いています。
初期設定
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8. [ プロパティ ] を選択します。

アグリゲーション設定のポップアップ画面が表示されます。

9. 次の表に従って設定します。

10. [ 適用 ] をクリックします。

11. ReadyDATA 5200 が接続されたスイッチまたはルーターにチーミングの構成を行い  
ます。

 アグリゲーションリンクを削除して個別のイーサネットインターフェイスを再確立する :

1. 削除したいアグリゲーションインターフェイスの右側にある歯車のアイコンをクリック
します。

ポップアップメニューが表示されます。

2. [ 削除 ] を選択します。

アイテム 説明

名前 デフォルトの名前を使用するか、任意の名前を入力します。デフォルト
の名前は [aggrX] で、「X」は順次昇順で付与される番号です。

MTU MTU をバイト単位で入力します。デフォルトは 1500 バイトです。

LACP モード アグリゲーションインターフェイスのセットアップ時にこれらの値は設
定済みです。これらの設定についての詳細は、ステップ 5 の表を参照し  
てください。( アグリゲーション設定のポップアップ画面で変更を行うこ
とができます。)

LACP タイマー

Hash タイプ
初期設定
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3. 削除を確定します。

4. ReadyDATA 5200 が接続されたスイッチまたはルーターに単一インターフェイスの構成  
を行います。

グローバルファイル共有プロトコルの設定

ReadyDATA 5200 に格納されたデータへのネットワークアクセスは、アクセスのタイプや  
データ転送を処理するファイル共有プロトコルによって管理されます。また、 Bonjour およ  
び SNMP によってネットワーク内の ReadyDATA 5200 の検出や管理が行われます。共有に  
対しては、いくつかのプロトコルを選択できます。LUN のプロトコルは常に iSCSI です。   
(iSCSI はデフォルトで有効になっています。)

グローバルファイル共有プロトコルの設定は、共有へのアクセスを許可するファイル共有プ
ロトコルに影響を与えます。あるプロトコルがグローバルで無効にされている場合、共有に
対してそれを設定することはできますが、そのプロトコルをグローバルに有効にしない限
り、設定は有効になりません。ファイル共有プロトコルの設定方法と共有に対して有効にす
る方法についての詳細は、70 ページの共有にアクセスするためのファイル共有プロトコルを
参照してください。)

対応ファイル共有プロトコル

ReadyDATA 5200 は次のファイル共有プロトコルをサポートしています。

• SMB (Server Message Block): 主にマイクロソフトの Windows コンピューター、およ    
び一部のアップルの Mac OS X コンピューターで共有アクセスに使われます。SMB は    
TCP/IP を使用します。SMB はデフォルトで有効になっています。

• AFP (Apple Filing Protocol): AFP はアップルの Mac OS X コンピューターで共有アク    
セスに使われます。AFP はデフォルトで有効になっています。

• NFS (Network File System):Linux および Unix で共有アクセスに使われます。Mac OS    
X のユーザーは、コンソールシェルアクセスを用いて NFS 共有にアクセスすることがで   
きます。ReadyDATA 5200 は NFS (UDP および TCP) をサポートしています。NFS はデ    
フォルトで無効になっています。

• FTP ( ファイル転送プロトコル ): ReadyDATA 5200 は、匿名またはコントロールされた    
ユーザーによる FTP クライアントアクセスをサポートします。インターネット経由で  
ファイルにアクセスする際のセキュリティを向上するため、標準以外のポートへのポー
ト転送設定を選択できます。FTP はデフォルトで無効になっています。

• SNMP: ネットワーク管理システム上で ReadyDATA 5200 をモニタリングすることはで   
きますが、管理することはできません。SNMP はデフォルトで無効になっています。

• SSH:SSH 接続上で ReadyDATA 5200 をリモート管理することができます。SSH はデ    
フォルトで無効になっています。

デフォルトでは、SMB と AFP が有効になっており、FTP、NFS、SSH、SNMP は無効に    
なっています。
初期設定
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ファイル共有プロトコルの設定

 ファイル共有プロトコルの表示とグローバル設定 :

1. [ システム ] > [ 設定 ] > [ サービス ] を選択します。

[ 設定 ] 画面の [ サービス ] セクションが表示されます ( 次の図は画面の上部のみを示し    
ています )。

緑色の LED が表示されたプロトコルボタンはグローバルで有効になっています。黒い  
LED が表示されたものはグローバルで無効になっています。プロトコルボタンをクリッ 
クして、プロトコル設定画面を表示します。

2. 次の表で説明するように、1 つずつプロトコルを設定します。

注意 : [Replicate] ボタン ( ステップ 1 の図を参照 ) についての詳細は、第     
7 章 バックアップ、複製、リカバリを参照してください。

SMB、AFP、NFS、または SSH の設定

次の手順でこれらのプロトコルをグローバルに有効または無効にすることができます。

1. プロトコルボタン (SMB、AFP、NFS、または SSH) をクリックします。

2. そのプロトコルを有効または無効にする確認メッセージが表示されるので、メッセージ
に従って設定を行います。

警告 :

SSH は NETGEAR の技術サポートを受ける際に使用します。お客様の

判断で SSH root アクセスを有効にし、Web UI 以外の手段で   

ReadyDATA の設定変更を行った場合はサポートをお断りすることが

あります。SSH root アクセスを有効にする場合、SSH root パスワー    

ドは設定済みの管理者パスワードと同じです。
初期設定
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FTP の設定

1. [FTP] ボタンをクリックします。

[FTP 設定 ] 画面が表示されます。

2. 次の表に従って設定します。

3. [ 適用 ] をクリックします。

アイテム 説明

FTP を有効にする FTP をグローバルで有効にするには、このチェックボックスを選択します。FTP を  
グローバルで無効にするには、このチェックボックスをクリアします。

ポート ReadyDATA 5200 で FTP 制御トラフィックに使用するポートの番号を入力しま    
す。デフォルトのポート番号は 21 です。

認証モード ドロップダウンリストから認証モードを選択します。

• 匿名 : ユーザーは匿名で接続できます。デフォルトではこれが選択されています。

• ユーザー : ユーザーはローカルデータベースを通して認証されます。

アップロード再開を
許可

ドロップダウンリストから選択して、ユーザーが一時停止された、または停止した
アップロードを再開することができるかどうかを選択します。

• 無効 : アップロードの再開が無効になります。デフォルトではこれが選択されて
います。

• 有効 : アップロードの再開が有効になります。

パッシブポート パッシブポート範囲の開始ポートと終了ポートを入力します。これは、
ReadyDATA 5200 に接続を開始するクライアントが利用可能な ReadyDATA 5200    
上のポートの範囲です。デフォルトの範囲は 32768 ～ 65535 です。

マスカレードアドレ
スを使用する

ドロップダウンリストから選択して、ReadyDATA 5200 が本当の IP アドレスを表    
示するか、別の IP アドレスまたは DNS 名で隠すかを選択します。

• 無効 : 本当の IP アドレスが表示されます。

• 有効 : 本当の IP アドレスが隠されます。[ マスカレード ] の欄を使用して IP ア
ドレスまたは DNS 名を指定します。

マスカレード パブリック IP アドレスまたは DNS 名を入力します。
初期設定
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SNMP の設定

1. [SNMP] ボタンをクリックします。

[SNMP 設定 ] 画面が表示されます。

2. 次の表に従って設定します。

3. [ 適用 ] をクリックします。

注意 : NETGEAR SNMP MIB についての詳細は、147 ページの SNMP モ    
ニタリングを参照してください。

アイテム 説明

SNMP を有効にする SNMP をグローバルで有効にするには、このチェックボックスを選択します。 
SNMP をグローバルで無効にするには、このチェックボックスをクリアします。

コミュニティ コミュニティを入力します。通常、リードオンリーのコミュニティには public と  
入力し、リード / ライトのコミュニティには private と入力します。[ コミュニティ ]   
の欄は public ( デフォルト ) のままに設定しておくか、より専門性の高いモニタ   
リング設定がある場合、プライベート名を指定することもできます。

トラップ宛先 ReadyDATA 5200 が生成したトラップの送信先 IP アドレスを入力します。送信    
される可能性のあるメッセージのタイプについての詳細は、145 ページのシステ
ムログ   を参照してください。

ホスト許可アクセス ReadyDATA 5200 にアクセスが許可されているホストを指定するネットワーク  
アドレスを入力します。
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3
3   ディスクとボリュームの管理
この章では、ReadyDATA 5200 でディスクおよびボリュームを構成する方法について説明して  
います。次の内容が含まれます。

• 対応ディスク

• RAID レベル、ボリューム、ディスクの表示方法について

• ボリュームの管理
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対応ディスク

ReadyDATA 5200 は最大 12 台のディスクをサポートします。オプションの拡張ディスクア    
レイは 12 台または 24 台のディスクをそれぞれ搭載できるため、合計で最大  60 台までディ    
スク数を増加できます。

注意 : ReadyDATA 5200 は、NETGEAR 以外のディスクを認識しません。   

NETGEAR 以外のディスクを挿入すると、ダッシュボードに「ディ 

スクは NETGEAR によって署名されていません。」というエラー  

メッセージが表示されます。ReadyDATA 5200 は、NETGEAR ま   

たは NETGEAR 代理店を通して購入されたディスクのみを認識し  

ます。

ReadyDATA 5200 でのディスク挿入および取り外しについては、ReadyDATA 5200 ハード    
ウェアマニュアルを参照してください。

RAID レベル、ボリューム、ディスクの表示方法について

• RAID レベル

• ボリューム

• オプションの拡張ディスクアレイおよびボリューム

• ダッシュボード画面上のディスク表示

• RAID およびボリュームの導入

RAID レベル

RAID は、ストレージシステムのデータをどのように分散するかによって、データ保護、シ 
ステムパフォーマンス、保存容量のバランスをとるストレージ技術です。データ配分の方法
は、各 RAID レベルで決まっています。各 RAID レベルによってデータ保護、システムパ   
フォーマンス、保存容量のどれを重視するかが異なります。例えば、ある RAID レベルは  
データ保護に長けていますが、保存容量は減少するかもしれません。ある RAID は保存容量  
を確保できるものの、システムパフォーマンスが劣っているかもしれません。

様々な RAID の組み合わせにより、データロス、容量、速度などに対して異なるレベルの保  
護が提供されます。ReadyDATA 5200 は次の RAID レベルをサポートしています。

• RAID 0 (ストライピング ) は読み書きの処理を複数のディスクに対して並行して実行   
するため、RAID 形式でないディスクよりも優れたパフォーマンスを提供することが
できますが、どれか 1 つのディスクが故障するとディスク上のすべてのデータが失  
われます。冗長性はありませんが、RAID0 と呼ばれています。
ディスクとボリュームの管理
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• RAID 1 ( ミラーリング ) は、2 つのディスクに同一のデータを書き込むため、完全な    
冗長性を提供します。2 つのディスクに全く同じデータが同時に保存されます。この 
ため、1 つのディスクが無事であれば、データが失われることはありません。スト 
レージ容量は、ストレージ内の最少ディスクの容量と同じです。

• RAID 5 ( ストライピング、シングルパリティ、ZFS システムでは RAIDz1 とも呼ば    
れる ) は、3 つ以上のディスクを組み合わせ、いずれか 1 つが故障した場合でもデー    
タが保護される仕組みになっています。ストレージ容量は 1 つのディスク分少なくな  
ります。

• RAID 6 ( ストライピング、デュアルパリティ、ZFS システムでは RAIDz2 とも呼ば    
れる ) は、2 つのディスクが故障した場合でもデータが保護される仕組みになってい  
ます。

• RAID 10 ( または 1+0) ストライピングとミラーリングの両方を利用します。“01” また    
は “0+1” は、“10” または “1+0” と区別されます。ミラーサブセットのストライプセット    
と、ストライプサブセットのミラーセットはいずれも有効ですが、構成は異なります。

冗長性のある RAID は、 1 つ ( 選択された RAID レベルによっては複数 ) のディスクが故障し    
ても、稼働し続けることができます。ただし、続けて故障が起きるとデータが失われます。
故障したディスクを新しいディスクと交換すると、アレイは再構築されますが、ReadyDATA
5200 は引き続き正常に稼動し続けます。ReadyDATA 5200 はホットスワップに対応してお   
り、電源を落とさずにディスクを交換することができるため、高い可用性をサポートします。

ディスクの数とボリュームに対して使用したい保護レベルに基づいて、RAID レベルを選択 
します。

注意 : RAID は他のディスクからのデータのバックアップに使用できます 

が、データバックアップに代わるものではありません。データは、

それが保存されているディスクが損なわれなくても破損したり、破

壊されたりする可能性があります。例えば、システムの不具合によ

りデータの一部が上書きされたり、ユーザーのエラーによりファイ

ルが破損または削除されてしまい、何日も何週間も気づかなかった

り、さらにはアレイ全体が物理的ダメージを受けたりすることがあ

ります。

表 2. RAID レベルおよび必要なディスク数 

RAID レベル 必要なディスク数 冗長性

RAID 0 1 つ以上 なし

RAID 1 2 つのみ (それ以上ディスクは RAID1 では未    
対応 )

対応

RAID 5 3 つ以上 1 ディスク

RAID 6 4 つ以上 2 ディスク

RAID 10 4 つ以上、ただし偶数 すべてのディスク
ディスクとボリュームの管理
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ボリューム

一般的に、ボリュームはデータを保存するデバイスです。ボリュームには、物理ボリューム
と論理ボリュームがあります。本書では、ボリュームとは RAID セットを持つ論理ボリュー  
ムを指し、ハードディスクドライブ、ディスク、および物理ボリュームは、物理ストレージ
デバイスを指します。

ReadyDATA 5200 はディスクとボリュームを次のように扱います。

• 論理ボリュームは 1 つ以上のディスクから構成することができます。

• 1 つのディスクを 2 つ以上のボリュームに分けることはできません。

• ReadyDATA 5200 内に異なる種類のディスクをインストールすることができますが、1 つ   
のボリュームのメンバーには同じ物理的パフォーマンス特性のディスクのみを選択でき
ます。例えば、ニアライン SATA 7,200 rpm ディスクと次のディスクを 1 つのボリュー    
ム内で混合させることはできません。

- SAS 7,200 rpm ディスク

- SAS 10,000 rpm ディスク

- SAS 15,000 rpm ディスク

- SSD 

ボリュームの作成後 (49 ページのボリュームの作成と RAID レベルの選択を参照 )、そのボ   
リュームに次の変更を行うことができます。

• ディスクを追加してボリュームを拡張する (56 ページのボリュームの拡張を参照 )

• ライトキャッシュおよびリードキャッシュ SSD ディスクを取り付けて、SATA 7,200   
rpm やニアライン SAS 7,200 rpm などの低速のディスクを含むボリュームのパフォーマ    
ンスを向上する (58 ページの性能向上のための Write Boost および Read Boost ディスク    
の構 成  を参照 )

• ボリュームをエクスポートする (60 ページのボリュームのエクスポートとインポートを 
参照 )

• ボリュームを削除する (62 ページのボリュームの削除を参照 )

ボリュームに割り当てられていない任意のディスクを障害発生時のあらゆるボリューム用
のホットスペアに設定することができます (65ページのグローバルスペアディスクの構成を 
参照 )。ホットスペアは一時的な解決策を提供するだけであるため、どの物理的パフォーマ
ンス特性にも対応できます。つまり、ボリューム内のディスクの物理的パフォーマンス特性
に合致している必要はありません。
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オプションの拡張ディスクアレイおよびボリューム

1 つ以上のオプションの拡張ディスクアレイ (EDA2000 および EDA4000) を使用して、複数   
の筐体にまたがったボリュームを作成することができます。

1 台の ReadyDATA 5200 内で作成可能なボリューム数は、ReadyDATA 5200 および拡張ディ    
スクアレイ内のディスクの合計数によってのみ制限されます。複数の拡張ディスクアレイを
組み合わせ、ReadyDATA 5200 は最大 60 のディスクとボリュームをサポートします。

注意 : 1 つのボリュームを複数の筐体にまたがって作成したとき、そのボ 

リュームはすべての筐体が使用可能かどうかに依存します。1 つ筐体 

に障害が発生すると、ボリューム全体がオフラインになります。

ダッシュボード画面上のディスク表示

ReadyDATA 5200 およびオプションの拡張ユニットにインストールされた物理ディスクは、  
ダッシュボード画面のグラフィカルエンクロージャ内に表示されます。

図 4 
ディスクとボリュームの管理
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グラフィカルエンクロージャ内のディスクは色分けされています。色の表す意味を次の表で
説明します。

ディスク右側のステータス LED アイコンはオフ、緑、または赤となります。

• オフ : ディスクのステータスが不明であることを示します。

• 緑 : ディスクがオンラインであることを示します。

• 赤 : ディスクに不具合がある、または故障していることを示します。

ディスクのステータスとディスクの動作状況に関する情報は、144 ページのディスクステー
タスと動作状況 およびハードウェアマニュアルを参照してください。

RAID およびボリュームの導入

ReadyDATA 5200 は、柔軟性が高く、非常に管理しやすい、新しい独自の RAID アーキテク    
チャをサポートします。この新しいアーキテクチャは Zettabyte File System (ZFS) をベース    
としており、同一プラットフォーム上の異なるボリュームにさまざまな RAID レベルを構成  
することが可能です。

ボリュームと RAID レベルは ReadyDATA 5200 上で結び付けられています。

• ボリュームを作成するときのみ、そのボリュームの RAID レベルを選択できます。ボ  
リュームの作成後、RAID レベルを変更することはできません。

• ボリュームの作成時、その RAID セットに加えるディスクを選択します。RAID 0、RAID   
1、RAID 5、RAID 6、RAID 10 の RAID レベルから選択できます。ディスクをボリュー    
ムに追加することはできますが、それを行うプロセスで RAID レベルを変更することは  
できません。唯一の例外として、RAID 1 ボリュームを拡張するときに、RAID レベルが   
自動的に RAID 10 にアップグレードされます。

RAID レベルは画面上で次のように表示されます。

• 新しい RAID セット : 新しい RAID セットは、RAID 0+、RAID 1+、RAID 5+、RAID 6+    
というように＋マークで表示されます。RAID 10 は例外で、＋マークとゼロで RAID 1+0    
と表示されます。

表 3. ディスクの色分け 

 サンプル 色 説明

黒 ボリュームに割り当てられていません。選択可能です。

灰 ボリュームに割り当てられています。選択できません。

青 表示されたボリュームのメンバーです。

黄 表示されたボリュームの Write boost ディスクです。

オレンジ 表示されたボリュームの Read boost ディスクです。

緑 グローバルスペアディスクとして割り当てられています。
ディスクとボリュームの管理
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• 拡張 RAID セット :

- 拡張 RAID 0 セットは新しい RAID セットと同じように RAID 0+ と表示されます。

- 拡張 RAID1 は＋マークとゼロで表示され、RAID 10: RAID 1+0 となります。

- 拡張 RAID 5 と RAID 6 セットは＋とゼロ、および追加された RAID グループの数を    
示す拡張シーケンス番号で表示されます。

• RAID 5+0, nx

• RAID 6+0, nx

例えば、2 つの RAID グループを追加することで 2 回拡張された RAID 6 セットは、    
RAID 6+ から RAID 6+0, 2x、そして RAID 6+0, 3x となります。

- 拡張 RAID 10 セットは新しい RAID 10 セットと同じように RAID 1+0 と表示され    
ます。

次の表に RAID の命名法を示します。シーケンシャル拡張番号は n で表され、x は回数 ( 例    
えば、2x は 2 回 ) を表します。

ボリュームの管理

• ボリュームの作成と RAID レベルの選択

• ボリュームのプロパティの表示

• ボリュームの検索

• ボリュームの拡張

• 性能向上のための Write Boost および Read Boost ディスクの構 成

• ボリュームのエクスポートとインポート

• ボリュームの削除

• ボリュームのスクラブ

• グローバルスペアディスクの構成

注意 : [ ストレージ ] 画面で変更を行った後、表示が更新されない場合は更 

新ボタン ( ) をクリックしてください。

表 4. ReadyDATA 5200  での RAID 命名法

RAID レベル 新しい RAID 拡張 RAID

RAID 0 RAID 0+ RAID 0+

RAID 1 RAID 1+ RAID 1+0, nx

RAID 5 RAID 5+ RAID 5+0, nx

RAID 6 RAID 6+ RAID 6+0, nx

RAID 10 RAID 1+0 RAID 1+0
ディスクとボリュームの管理
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ボリュームの作成と RAID レベルの選択

 ボリュームを作成して RAID レベルを選択する :

1. [ システム ] > [ ストレージ ] を選択します。

[ ストレージ ] 画面が表示されます。

次の図はオプションの拡張ユニット 1 つとボリューム 1 つを示します。
ディスクとボリュームの管理
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2. エンクロージャ内で、ボリュームのメンバーとして選択したいディスクをクリックし
ます。

黒で色分けされたディスクのみ選択可能です。拡張ユニットがある場合、ReadyDATA
5200 と拡張ユニットの両方からディスクを選択できます。

選択されたディスクはハイライトされ、エンクロージャ下の [ 新しいボリューム ] ボタン  
を含め、すべてのボリュームボタンが利用可能になります。

3. エンクロージャ下の [ 新しいボリューム ] をクリックします。

[ 新しいボリューム ] ポップアップ画面が表示されます。

表示される RAID レベルは選択されたディスクの数によって異なります。
ディスクとボリュームの管理
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4. 次の設定を構成します。

• 名前 : ボリュームの名前を入力します。ボリューム名は文字で開始し、英数字、アン
ダースコア (_)、ハイフン (-)、ピリオド (.)、コロン (:) のみを使用できます。ボリュー    
ム名 mirror、logs、spare、および c[0–9] のパターンで開始されるすべての名前はシ   
ステムにより予約されており、使用できません。ただし、C[a–z0–9] または c[a–z] の   
パターンで開始する名前は使用できます。

• 保護レベル : ドロップダウンリストから、RAID レベルを選択します。選択可能な 
RAID レベルは、ステップ 2 で選択されたディスクの数によって異なります。詳しく   
は 44 ページの表 2 RAID レベルおよび必要なディスク数 を参照してください。

5. [ 作成 ] をクリックします。

ボリュームが作成されます。

6. エンクロージャの左側に新しく作成されたボリュームのアイコンが表示されるので、ク
リックして次を確認します。

• エンクロージャ内の新しく作成されたディスクの色が青になっている (1)。

• 新しいボリュームの名前がエンクロージャの上に表示されている (2)。

• 新しいボリュームに選択した RAID レベルがエンクロージャの下に表示されている (3)。

• 新しいボリュームに関する情報がエンクロージャの左側に表示されている (4)。

• 仮想 LED がボリュームの動作状況を表示している (5)。

1
2

3

4
5

ボリュームアイコン
ディスクとボリュームの管理
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ボリュームに関する情報は画面左側に表示されます。この情報については次の表で説明
します。色分けとはボリュームアイコンの円グラフの中の色を指しています。 

アイテム 説明 色分け

ボリュームアイコン右側の情報

データ ボリュームのデータによって消費されているストレージ領域です。
MB、GB、または TB で表示されます。

紫

スナップショット 作成されたスナップショットの数です。 緑

予約済み ボリュームの予約済みのストレージ領域です。MB、GB、または TB 
で表示されます。

オレンジ

フリー ボリュームの利用可能なストレージ領域です。MB、GB、または TB 
で表示されます。

黒または灰色

タイプ 構成された RAID レベルです。 N/A

重複除外 デフォルトでは重複除外は 1.00 となっており、重複除外が有効で初期  
重複除外率が設定されていることを示します。1.00 より大きい数字は 
データの重複除外が行われ、重複除外率が増加したことを示します。
重複除外率はボリュームのデータ容量を使用可能なストレージ容量で
割った値です。

注意 :  ボリュームの重複除外を無効にすることはできませんが、ボ
リューム上にある共有または LUN に対して行うことはできます。

N/A

圧縮 デフォルトで圧縮は 0.00 となっており、圧縮が有効ですが、まだデー  
タが圧縮されていないことを示します。0.00 より大きい数字はデータ 
が圧縮された乗数を示します。例えば、 5.00 はデータが 5 倍圧縮され    
たことを示します。

N/A

ボリュームアイコン左側の仮想動作状況 LED

緑 ボリュームが正常に動作しています。

黄 ボリュームの動作が低下しています。

注意 :  動作状況 LED が赤ではなく黄色であっても、( ボリュームアイコン右側の ) [
フリー ] の欄に記載された数字が異常または負の値を示し、かつ ( ボリュームアイコ
ン右側の ) [ データ ]、[ スナップショット ]、[ 予約済み ] の欄の値がゼロの場合、ボ
リュームは実際に不具合または故障が発生している場合があります。

赤 ボリュームに不具合がある、または故障しています。
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ボリュームのプロパティの表示

 ボリュームのプロパティを表示する :

1. [ システム ] > [ ストレージ ] を選択します。

[ ストレージ ] 画面が表示されます。

2. グラフィカルエンクロージャの左側にある、表示したいボリュームをクリックします。

3. 歯車のアイコンをクリックします。

ポップアップメニューが表示されます ( ステップ 4 の図を参照してください )。

4. [ プロパティ ] を選択します。

画面右側に [ サマリー ] セクションが表示され、ボリュームのプロパティが参照できます  
( ステップ 7 の図を参照 )。

5. ( オプション ) [I/O ステータス ] をクリックします。

I/O の統計が表示されます。

6. ( オプション ) [ ディスク ] をクリックします。
ディスクとボリュームの管理
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7. そのボリュームのメンバーであるディスクに関するステータスと動作状況が表示され
ます。

注意 : ショートカットを使用してボリュームのプロパティを表示すること

もできます。画面右上隅にある展開ボタン ( ) をクリックすると、  

プロパティが表示されます (ステップ７の図の赤い円を参照してくだ 

さい )。プロパティを閉じるときは、同じボタン ( 逆向きの矢印 )  
をクリックします。

次の表にプロパティの説明を示します。

アイテム 説明

サマリー

RAID 設定された RAID レベルです。

データ データによって消費されているストレージ領域です。MB、GB、または TB で表示  
されます。

スナップショット 作成されたスナップショットの数です。

予約済み 予約済みのストレージ領域です。MB、GB、または TB で表示されます。

フリー 利用可能なストレージ領域です。MB、GB、または TB およびパーセントで表示さ  
れます。

動作環境 ボリュームの動作状況です。オプションは以下の通り :

• オンライン : ボリュームが正常に動作しています。

• Degraded: ボリュームの動作が低下しています。
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ボリュームの検索

1. [ システム ] > [ ストレージ ] を選択します。

[ ストレージ ] 画面が表示されます。

2. ナビゲーションバーの下で、次のいずれかの方法で検索条件を選択します。

• [ すべてのボリューム ] ドロップダウンリストからボリュームを選択します。

• [ 名前でフィルター ] の欄にボリューム名を入力します ( 名前の最初の文字を入力す  
ることができます )。必要な場合、欄の右側にある虫眼鏡をクリックしてボリューム
を検索します。

GUID ボリュームのグローバル一意識別子 (GUID) です。GUID により、ボリューム GUID    
パス、例えば、“\\?\Volume{17303906860048588325}\” などを使用することができ 
ます。

I/O ステータス

操作 ボリューム上でのリード / ライト操作の数です。

帯域 ボリューム帯域幅スループット ( バイト単位 ) です。

ディスク

ボリュームのメンバーである各ディスクについて表示された動作状況と統計情報に関する詳細情報は、144
ページのディスクステータスと動作状況 を参照してください。

アイテム 説明
ディスクとボリュームの管理
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ボリュームの拡張

次の 2 つの方法で既存のボリュームの拡張ができます。

• 水平な拡張 : ボリュームにディスクを追加することでボリュームを拡張します。

• 垂直な拡張 : ボリューム内のすべてのディスクを容量の大きいものに入れ替えることで  
ボリュームを拡張します。

ボリューム上に格納されたデータの量に関わらず、拡張は即時に行われ、ユーザーに影響し
ません。拡張中に RAID レベルを変更することはできません。唯一の例外は、RAID 1 が RAID   
10 になるボリュームの水平な拡張です。

水平な拡張

水平な拡張には、選択された RAID レベルに対して適正な数のディスクを追加すること、そ  
してそれらディスクが同じ物理的パフォーマンスレベル ( ディスクのタイプ、速度、サイズ )  
であることが必要です。例えば、RAID 6 セットで 4 つのディスクから構成される既存のボ   
リュームにさらに 4 つのディスクを追加して拡張することができます。

次の表にボリュームの水平拡張に必要なディスクの最少数を示します。

表 5. ボリュームの水平拡張に必要なディスクの数 

RAID レベル 拡張に必要なディスク数

RAID 0 任意

RAID 1 偶数。RAID レベルが自動的に RAID 10 にアップグレードさ    
れます。

RAID 5 3 または 3 の倍数

RAID 6 4 または 4 の倍数

RAID 10 4 つ以上、ただし偶数
ディスクとボリュームの管理
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 既存のボリュームを水平に拡張する :

1. [ システム ] > [ ストレージ ] を選択します。

[ ストレージ ] 画面が表示されます。

2. グラフィカルエンクロージャの左側にある、拡張したいボリュームをクリックします。

3. エンクロージャ内で、ボリュームに追加したいディスク ( 複数可 ) をクリックします。

黒で色分けされたディスクのみ選択可能です。選択されたディスクはハイライトされ、
エンクロージャの左側に [ 拡張 ] ボタンが表示されます。

注意 : [ 拡張 ] ボタンは、そのボリュームに設定されている RAID レベルに充    
分な数のディスクが選択された場合のみ使用可能になります。

4. [ 拡張 ] をクリックします。

拡張の確定を促すポップアップ画面が表示されます。

5. [ はい ] をクリックします。

ボリュームが拡張され、そのボリュームに関する更新された情報がエンクロージャの左
側に表示されます。
ディスクとボリュームの管理
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垂直な拡張

ボリューム内のすべてのディスクを同じ物理的パフォーマンスレベル ( ディスクのタイプお 
よび速度 ) のより容量の大きいディスクに入れ替えます。RAID 1、RAID 5、RAID 6、RAID    
10 でボリュームの垂直拡張ができます。

例えば、4 つの 500 GB SATA 7,200 rpm ディスクから構成される RAID 6 のボリュームにお    
いて、4 つすべてのディスクを 750 GB SATA 7,200 rpm ディスクに入れ替えることで、既存    
のボリュームを拡張できます。

性能向上のための Write Boost および Read Boost ディスクの
構 成

既存のボリュームのパフォーマンス向上のために、SSD などの高性能ディスクを追加して、 
リード（キャッシュ）/ ライト（ログ）、またはその両方の負荷を軽減することができます。
リードおよびライトディスクは簡単にボリュームから除外することができます。リード / ライ
トの動作には、非常に大きなストレージ容量を持つディスクを選択する必要はありません。

リード / ライトディスクの両方をボリュームに追加することができます。

• Write boost: 1 つ以上の個別のライトディスクを割り当て、アレイのライト性能を向上   
させます。NETGEAR はライト用に最適化された SSD の使用を推奨します。

• Read boost: 1 つ以上の個別のキャッシュディスクを割り当て、アレイのリード動作を   
高速化します。 NETGEAR はリード用に最適化された SSD の使用を推奨します。

注意 : 性能に関する詳細情報は、ReadyDATA 5200 ウェブサイト  
(www.netgear.com/readydata) からご利用いただけるホワイトペー 

パー Performance Considerations for Configuring the ReadyDATA      
( 英語 ) を参照してください。

 write boost または read boost ディスクを既存のボリュームに追加する :

1. [ システム ] > [ ストレージ ] を選択します。

[ ストレージ ] 画面が表示されます ( ステップ 3 の図を参照してください )。

2. グラフィカルエンクロージャの左側にある、拡張したいボリュームをクリックします。

3. エンクロージャ内で、ボリュームの書き込みまたは読み取り用のディスクとして構成し
たいディスク ( 複数可 ) をクリックします。

黒で色分けされたディスクのみ選択可能です。選択されたディスクはハイライトされ、画
面左側に [Write boost] と [Read boost] ボタンが表示されます。
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注意 : 上の図では SAS ディスクが write boost および read boost ディスクと         
して使用されていますが、通常は SSD が使用されます。

4. 次のいずれかの操作を行います。

• [Write boost] をクリックします。選択されたディスク ( 複数可 ) がライト用としてボ    
リュームに割り当てられます。エンクロージャ内の選択されたディスクの色が黄色に
なります。

( 通常は SSD を write boost ディスクとして使用します。)

• [Read boost] をクリックします。選択されたディスク ( 複数可 ) がリード用としてボ    
リュームに割り当てられます。エンクロージャ内の選択されたキャッシュディスクの
色がオレンジになります。

( 通常は SSD を read boost ディスクとして使用します。)

ボリュームに関する更新情報がエンクロージャの左側に表示されます。

 write boost または read boost ディスクをボリュームから除外 ( デタッチ ) する :

1. [ システム ] > [ ストレージ ] を選択します。

[ ストレージ ] 画面が表示されます ( ステップ 3 の図を参照してください )。

2. グラフィカルエンクロージャの左側で、リードまたはライト用のディスクを除外したい
ボリュームをクリックします。

3. エンクロージャ内で、次のいずれかまたは両方の操作を行います。

• ボリュームから除外したい write boost ディスク ( 複数可 ) をクリックします。黄色    
で色分けされたディスクのみ選択可能です。
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• ボリュームから除外したい read boost ディスク ( 複数可 ) をクリックします。オレン    
ジで色分けされたディスクのみ選択可能です。

選択されたディスクはハイライトされ、エンクロージャの左側に [ デタッチ ] ボタンが表  
示されます。

注意 : 上の図では SAS ディスクが write boost および read boost ディスクと         
して使用されていますが、通常は SSD が使用されます。

4. [ デタッチ ] をクリックします。

ボリュームに関する更新情報がエンクロージャの左側に表示されます。除外されたリー
ドまたはライト用ディスクが再び他の目的に利用可能になります ( ディスクの色が黒に 
なります )。

ボリュームのエクスポートとインポート

ReadyDATA 5200 では、ディスクをエクスポートすることで、そのディスクがある現在のボ  
リュームをエクスポートすることができます。同じ筐体の別のスロット、またはオプション
の拡張ユニット、または同じファームウェアバージョンの別の ReadyDATA 5200 に物理的に 
ディスクを挿入することができます。

共有名およびすべての共有データ、LUN 名およびすべての LUN データ、そして共有および   
LUN 上のすべてのスナップショットが新しい場所に移行されますが、次の設定を再定義する 
必要があります。

• 共有に対して : アクティブディレクトリが組み込まれていない場合、ユーザー権限。

• LUN に対して : iSCSI ターゲットおよびイニシエーター権限。
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エクスポートとインポートプロセス中の最小限のダウンタイムを除き、これらの設定を再定
義すれば、ユーザーは影響を受けません。

 ボリュームをエクスポートする :

1. [ システム ] > [ ストレージ ] を選択します。

[ ストレージ ] 画面が表示されます。

2. グラフィカルエンクロージャの左側にある、エクスポートしたいボリュームをクリック
します。

3. エクスポートボタン ( ) をクリックします。

注意 : ReadyDATA 5200 にボリュームが 1 つしかない場合、エクスポートボ     
タンは表示されません。少なくとも 2 つのボリュームがある必要があります。

4. 確認メッセージが表示されるので、[ はい ] を選択して操作を確定します。

グラフィカルエンクロージャ内で、エクスポートされるディスクにクエスチョンマーク
のアイコンが表示されます。

5. 実際の筐体からディスクを取り外します。

 ボリュームをインポートする :

1. そのボリュームのすべてのディスクを ReadyDATA 5200 またはオプションの拡張ユ   
ニットのスロットに挿入します。

次のようになります。

• ディスクが正常にインポートされると、エンクロージャ内のインポートされたディス
クの色が青になります。
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• ボリュームが ReadyDATA 5200 にマウントされます。

2. アクティブディレクトリが組み込まれていない場合、共有のユーザー権限を再構成しま
す。

85 ページのネットワークアクセス設定の構成を参照してください。

3. LUN の iSCSI ターゲットおよびイニシエーター権限を再構成します。

103ページの LUN の LUN グループへの割り当てと 106ページの LUN グループのアクセ    
ス権限の管理を参照してください。

ボリュームの削除

ボリュームを削除する前に、データ ( 共有および LUN) を別のボリュームまたは別のスト   
レージデバイスに移行させます (79ページの別のボリュームへの共有の移行と 100ページの  
別のボリュームへの LUN の移行を参照 )。

 ボリュームを削除する :

1. [ システム ] > [ ストレージ ] を選択します。

[ ストレージ ] 画面が表示されます。

2. グラフィカルエンクロージャの左側にある、削除したいボリュームをクリックします。
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3. 歯車のアイコンをクリックします。

ポップアップメニューが表示されます。

4. [ 破棄 ] を選択します。

ポップアップ画面が表示されます。

注意 : ReadyDATA 5200 にボリュームが 1 つしかない場合、[ 破棄 ] のオプ      
ションは利用できません。少なくとも 2 つのボリュームがあるとき、[ 破棄 ]  
のオプションを利用できます。

5. 画面上の欄に DESTROY ( すべて大文字 ) と入力して、削除を確定します。

6. [ はい ] をクリックします。

ボリュームが削除されます。

そのボリュームの一部を構成していたディスクは再び他の目的に利用可能になります ( 
ディスクの色が黒になります )。

ボリュームのスクラブ

スクラブは、ボリュームをきれいにしてすべてのデータを検証し、エラーをチェックします。
データは一切削除されず、ボリューム上の共有、LUN、スナップショットもそのまま保持さ
れます。

注意 : スクラブは消去機能ではありません。
ディスクとボリュームの管理
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 ボリュームのスクラブを実行する :

1. [ システム ] > [ ストレージ ] を選択します。

[ ストレージ ] 画面が表示されます。

2. グラフィカルエンクロージャの左側にある、スクラブを行いたいボリュームをクリック
します。

3. スクラブボタン ( ) をクリックします。

スクラブが開始し、進捗バーに進捗が表示されます。進行中にスクラブを停止したい場
合は、進捗バー右側にある X をクリックします。
ディスクとボリュームの管理
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グローバルスペアディスクの構成

グローバルスペアディスクは、任意のボリューム内の故障したディスクを自動的に置き換え
ることができる冗長ディスクです。故障したディスクと置き換えるスペアディスクは、置換
が一時的なものであるため、同じ物理的パフォーマンス特性を持っている必要はありませ
ん。タイヤがパンクしたときに修理が必要なタイヤの代わりにスペアタイヤを使用するよう
なものです。

重要 :

障害発生後にスペアディスクで置き換えることは一時的な解決策です。

できるだけ早く故障したディスクを交換する必要があります。

 グローバルスペアディスクを作成する :

1. [ システム ] > [ ストレージ ] を選択します。

[ ストレージ ] 画面が表示されます ( ステップ 2 の図を参照してください )。

2. グラフィカルエンクロージャ内で、グローバルスペアディスクとして割り当てたいディ
スク ( 複数可 ) をクリックします。

黒で色分けされたディスクのみ選択可能です。選択されたディスクはハイライトされ、
エンクロージャ下の [ グローバルスペア ] ボタンを含め、すべてのボリュームボタンが利  
用可能になります。

3. [ グローバルスペア ] をクリックします。

エンクロージャ内の選択されたディスクの色が緑になります。

これでそのディスクがグローバルスペアディスクとして利用可能になります。
ディスクとボリュームの管理
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 グローバルスペアディスクを削除する :

1. [ システム ] > [ ストレージ ] を選択します。

[ ストレージ ] 画面が表示されます ( ステップ 2 の図を参照してください )。

2. グラフィカルエンクロージャ内で、削除したいグローバルスペアディスク ( 複数可 ) を  
クリックします。

緑で色分けされたディスクのみ選択可能です。選択されたディスクはハイライトされ、エ
ンクロージャ下の [ スペアを削除する ] ボタンを含め、すべてのボリュームボタンが利用
可能になります。

3. [ スペアを削除する ] をクリックします。 

削除されたスペアディスクは再び他の目的に利用可能になります ( ディスクの色が黒に 
なります )。
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4
4   共有と LUN の管理
この章では、ReadyDATA 5200 の共有と LUN の作成、管理、およびアクセス方法について説明    
しています。この章には次の内容が含まれます。

• 共有と LUN

• 共有の管理

• 共有に対するアクセス権限の設定

• LUN の管理

• LUN の LUN グループへの割り当てとアクセス権限の管理

• ネットワーク接続デバイスから共有へのアクセス

• iSCSI イニシエーターを使用した iSCSI 接続デバイスのアクセス設定
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共有と LUN

ご利用の ReadyDATA 5200 上のボリュームは、共有や論理ユニット番号 (LUN) に分割する    
ことができます。これらはいずれも 1 台以上のディスク上の論理エンティティです。

• 共有 : 共有は、SMB、NFS、AFP、FTP でデータ転送と保存が可能な NAS データセット   
です。( これらプロトコルについての一般情報は、38 ページのグローバルファイル共有
プロトコルの設定  を参照してください。) ダッシュボードでは共有が次のように表示さ   
れます。

図 5  

• LUN:LUN は iSCSI およびファイバーチャネルデバイスでデータ転送とストレージが可   
能な SAN データセットです。ReadyDATA 5200 は iSCSI デバイスのみをサポートして    
います。ダッシュボードでは LUN が次のように表示されます。

図 6  

共有と LUN を使い、タイプやグループ、ユーザー、部署などによってボリューム内のデー  
タを整理することができます。1 つのボリューム内で、複数の共有と LUN を作成し、それぞ   
れ異なる設定とすることができます。

この章では、共有と LUN の設定および使用について詳細に説明します。

共有の管理

• 共有について

• 共有の作成

• 共有のプロパティの表示と変更

• ユーザーおよびグループに対する共有クォータの設定

• 別のボリュームへの共有の移行

• 共有の削除
共有と LUN の管理
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共有について

各共有の構成は同一のボリュームの他の共有から独立しています。共有の構成には、logbias、
圧縮、重複除外、保護、ファイル共有プロトコル、アクセス権限などの設定が含まれます。
これらの設定については以下のセクションで説明します。

共有の設定は、その共有が配置されたボリューム ( プール内 ) に格納されます。このため、   
ディスクがあるアレイから別のアレイに移動されたとき、共有が移動可能になります。共有
にスナップショットを作成したり、スナップショットの作成頻度を指定することができます。

共有のサイズは次のように指定できます。

• 定義しない : ボリューム上の予約済みでないストレージ領域全体が共有に利用可能とな
ります。ストレージ領域は前もってではなく、要求に応じて割り当てられます。この方
法は、共有にデータが書き込まれたときのみストレージ領域が割り当てられるため、共
有の利用率を大幅に向上します。ボリューム上の予約済みでないストレージ領域全体が
共有のサイズとしてレポートされます。共有にデータが書き込まれると、ボリュームの
アイコン上に使用済み領域が紫色で表示されます。

• クォータ : 共有に対してクォータを設定します。共有作成時に指定したストレージ領域
すべてが前もって割り当てられます。共有のサイズがクォータを超えることはありませ
んが、クォータを増加することはできます。共有のサイズは指定されたクォータのとお
りにレポートされます。共有にデータが書き込まれると、ボリュームのアイコン上に使
用済み領域が紫色で表示されます。

個別の共有のクォータはボリュームのサイズを超過できませんが、ボリュームはオー
バーサブスクリプションが可能です。ボリューム上の共有のクォータ合計がボリューム
のサイズを超過することができます。予約済みのストレージ領域を考慮して、ストレー
ジ領域が要求に応じて割り当てられます。

さらに、クォータの設定の有無に関わらず、共有のストレージ領域を予約してそのストレー
ジ領域がボリューム上で利用可能であることを保証することができます。ボリューム上のス
ナップショット、ほかの共有、LUN は、予約済みのストレージ領域を消費することができま 
せん。予約済みのストレージ領域はボリュームのアイコン上にオレンジ色で表示されます。

次の表に共有の初期設定を示します。共有の作成または変更時にこれらの設定を変更すること
ができます。

表 6. 共有の初期設定 

アイテム 初期状態

Logbias※

※ 共有のプロパティを変更するときのみ logbias を変更することができます。

レイテンシ

圧縮 無効

重複除外 無効

保護 Continuous

間隔 毎日

サイズ 無制限

アクセス 権限が設定されるまで拒否
共有と LUN の管理
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共有にアクセスするためのファイル共有プロトコル

共有に利用可能なファイル共有プロトコルは、グローバルファイル共有プロトコル設定に
よって異なります。あるプロトコルがグローバルで無効にされている場合、共有に対してそ
れを設定することはできますが、そのプロトコルをグローバルで有効にしない限り、設定は
有効になりません。グローバルファイル共有プロトコルについての情報は、 38 ページのグ 
ローバルファイル共有プロトコルの設定を参照してください。

共有には LAN または WAN ネットワーク接続経由でアクセスします。ReadyDATA 5200 に    
格納されたデータへのネットワークアクセスやデータ転送は、ファイル共有プロトコルに
よって管理されます。個々の共有に複数のプロトコルを有効にすることができます。これに
よりユーザーはさまざまな方法で共有にアクセスできるようになります。ReadyDATA 5200 
は共有へのアクセスに対して次のファイル共有プロトコルをサポートしています。

• SMB (Server Message Block): 主にマイクロソフトの Windows コンピューター、およ    
び一部のアップルの Mac OS X コンピューターで使われます。SMB は TCP/IP を使用し    
ます。

• AFP (Apple Filing Protocol): Mac OS X コンピューターで使われます。

• NFS (Network File System):Linux および Unix クライアントで使われます。Mac OS X    
のユーザーは、コンソールシェルを用いて NFS 共有にアクセスすることができます。  
ReadyDATA 5200 は NFS (UDP および TCP) をサポートしています。

• FTP: ReadyDATA 5200 は、匿名またはユーザーによる FTP クライアントアクセスをサ    
ポートします。 パッシブ FTP に標準以外のポートへのポート転送設定を選択すると、ク   
ライアントが ReadyDATA 5200 への接続を開始できるようになります。
共有と LUN の管理
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共有の作成

ボリュームの作成後 (49 ページのボリュームの作成と RAID レベルの選択を参照 )、そのボ   
リューム上に共有を作成することができます。

 共有を作成する :

1. [ 共有と LUN] を選択します。

2. データセットボタン (4 つのキューブのボタン ) をクリックします。

[ 共有と LUN] の画面が表示され、左側に構成済みのボリュームが表示されます。

3. 共有を追加したいボリュームの右側にある [+] ボタン ( ) をクリックします。

[ 新しい共有 ] ポップアップ画面が開きます。
共有と LUN の管理
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4. 次の表に従って設定します。

アイテム 説明

名前 共有を識別する一意の名前です。名前にスペースを含むことはできません。

説明 共有を識別するための追加の説明を記載できます。

圧縮 データ圧縮を有効にするときは [ 圧縮 ] のチェックボックスを選択します。圧縮によりスト  
レージ領域を節約し、データ転送速度を向上できますが、圧縮と解凍のプロセスには追加
リソースが必要となります。デフォルトでは [ 圧縮 ] のチェックボックスは選択されていま  
せん。

重複除外 重複除外を有効にして共有における重複データの保存を防止するときは、[重複除外 ] チェッ 
クボックスを選択します。データは共有で一度だけ保存され、同一データのインスタンスは
削除されて、同一データへのポインタで置換されます。この保存方法はストレージ領域を節
約し、データ転送速度を向上できます。デフォルトでは [ 重複除外 ] のチェックボックスは  
選択されていません。

保護 スナップショットを利用したデータ保護を有効にし、スナップショットが作成される頻度を
設定するときは、[Continuous] チェックボックスを選択します。デフォルトで [Continuous]  
のチェックボックスは選択されていません。スナップショットについての詳細は、149 ペー
ジの共有と LUN のスナップショットの管理  を参照してください。

間隔 間隔ではスナップショットを作成する頻度を指定します。ドロップダウンリス
トから選択してください。

• 毎時 : スナップショットが毎正時に作成されます。

• 毎日 : スナップショットが毎日午前零時に作成されます。デフォルトでは
これが選択されています。

• 毎週 : スナップショットが毎週金曜日の午前零時に作成されます。

共有 (NAS) [ 共有 (NAS)] ボタン（デフォルト）を選択すると、共有（NAS）が作成されます。([LUN  
(SAN)] ボタンをクリックすると LUN が作成されます。93 ページの LUN の作成を参照して    
ください。)

プロトコル 共有で有効にしたいファイル共有プロトコルのチェックボックスを選択しま
す。

• SMB 

• NFS 

• AFP 

• FTP 

これらプロトコルについての詳細は、70 ページの共有にアクセスするための
ファイル共有プロトコルを参照してください。

注意 :  [新しい共有 ] ポップアップ画面でプロトコルに対して感嘆符が付いた   
赤い三角形が表示される場合 ( 例えば、 )、そのプロトコルはグローバ 
ルで無効にされています。プロトコルをグローバルで有効にする方法につい
ての詳細は、38 ページのグローバルファイル共有プロトコルの設定を参照し
てください。
共有と LUN の管理
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5. [ 作成 ] をクリックします。

「データセットが作成されました」というメッセージが表示され、新しい共有が [ 共有と 
LUN] 画面に追加されます。共有の右側に基本情報が表示されます。

共有のプロパティの表示と変更

 共有のプロパティを表示・変更する :

1. [ 共有と LUN] を選択します。

2. データセットボタン (4 つのキューブのボタン ) をクリックします。

[ 共有と LUN] 画面が表示されます ( ステップ 4 の図を参照してください )。

3. 表示したい共有をクリックして選択します。

選択した共有の色が紫色になります。

4. 選択した共有を右クリックします。

ポップアップメニューが表示されます。

サイズ サイズを設定しない場合、その共有はボリューム上のストレージ領域に対して無制限のアク
セスが可能であり、共有にデータが書き込まれる際にのみストレージ領域が割り当てられる
ため、共有の利用率が ( サイズの事前定義に比べ ) 大幅に向上されます。デフォルトでは、  
共有を作成するときクォータと予約は設定されていません。

クォータ [ クォータ ] チェックボックスを選択 
し、共有が利用可能なストレージ領域
のサイズを入力します。

ドロップダウンリストから単位を選択
します。

• MB  

• GB （デフォルト）

• TB  
予約 ボリューム上で共有向けのストレー

ジ領域を確保しておくときは、[ 予約 ] 
チェックボックスを選択します。

アイテム 説明
共有と LUN の管理
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5. [ プロパティ ] を選択します。

選択された共有の [ プロパティ] が画面右側に表示されます ( 下の図を参照 )。[ アクセス ]    
のセクションに表示されるプロパティは、選択されているファイル共有プロトコルに
よって異なります。

注意 : ショートカットを使用して共有の [ プロパティ ] を表示することも  

できます。画面右上隅にある展開ボタン ( ) をクリックすると、[ プ   

ロパティ ] が表示されます ( ステップ 4 の右上隅の赤い円を参照し   

てください )。[ プロパティ ] を閉じるときは、同じボタン ( 逆向き  

の矢印 ) を再度クリックします。
共有と LUN の管理
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6. 次の表で説明するように設定を変更します。項目の右側にフラグボタン ( ) がある場合  

はクリックして変更を保存します。

アイテム 説明

サマリー

サイズ サイズは情報提供のためのみに表示されています。サイズを変更するには、共有の [ プロ
パティ ] の [ プロパティ ] セクションにある [ サイズ ] の欄を参照してください。

パス パスは情報提供のためのみに表示されています。

プロパティ

名前 共有を識別する一意の名前です。名前にスペースを含むことはできません。

説明 共有を識別するための追加の説明を記載できます。

Logbias logbias の設定は [Logbias] ドロップダウンリストから選択して変更します。

• レイテンシ : データ要求は最小限の遅延で最高優先度で処理されますが、データスルー
プットが最適でないことがあります。これは共有を作成すると自動的に割り当てられ
るデフォルトの設定です。

• スループット : データ要求は高データスループットで処理されますが、要求に対する応
答に遅延があることがあります。

圧縮 データ圧縮を有効にするときは [ 圧縮 ] のチェックボックスを選択します。圧縮によりス  
トレージ領域を節約し、データ転送速度を向上できますが、圧縮と解凍のプロセスには追
加リソースが必要となります。

重複除外 重複除外を有効にして共有における重複データの保存を防止するときは、[ 重複除外 ]
チェックボックスを選択します。データは共有で一度だけ保存され、同一データのインス
タンスは削除されて、同一データへのポインタで置換されます。この保存方法はストレー
ジ領域を節約し、データ転送速度を向上できます。

サイズ ユーザーに影響を与えたり、接続を切断することなく、既存の共有のクォータまたは予約
を増加することができます。データサイズに関わらず、拡張は即時に行われます。

クォータ [ サイズ ] チェックボックスを選択し、 
共有が利用可能なストレージ領域の
サイズを入力します。

ドロップダウンリストから単位を選
択します。

• MB 

• GB 

• TB  
予約 ボリューム上で共有向けのストレー

ジ領域を確保しておくときは、[ 予約 ] 
チェックボックスを選択します。

保護

Continuous スナップショットを通したデータ保護を有効にし、スナップショットが作成される頻度を
構成するときは、[Continuous] チェックボックスを選択します。スナップショットにつ 
いての詳細は、149 ページの共有と LUN のスナップショットの管理を参照してください。

間隔 間隔ではスナップショットを作成する頻度を指定します。ドロップダウンリストから選択
してください。

• 毎時 : スナップショットが毎正時に作成されます。

• 毎日 : スナップショットが毎日午前零時に作成されます。（デフォルト）

• 毎週 : スナップショットが毎週金曜日の午前零時に作成されます。
共有と LUN の管理
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注意 : この [ プロパティ ] で行う変更はすぐに有効になります ( つまり、変   

更を確定する [ 適用 ] ボタンはありません )。

ユーザーおよびグループに対する共有クォータの設定

デフォルトでは、ユーザーおよびグループに対するクォータはありません。共有全体が利用
可能になっています。個別のユーザーまたはグループに対してクォータを設定することで、
個別のユーザーまたはグループが利用可能なストレージ領域を制限することができます。

グローバルのセキュリティアクセスモード (121 ページのグローバルセキュリティアクセス 
モードの構成  を参照 ) によって、共有の [ プロパティ ] の [Quotas] セクションにどのユー    
ザーとグループが表示されるかが決まります。

• ローカルユーザーデータベース : ローカルデータベースを使用する場合、共有クォータ
を設定する前に、まずユーザーグループとユーザーアカウントを作成します。共有の [ プ 
ロパティ ] の [Quotas] セクションにグループとユーザーが表示されます。グループと   
ユーザーアカウントの作成および管理についての詳細は、第 5 章 , ユーザーグループと   
ユーザーアカウントの管理  を参照してください。

• アクティブディレクトリ : 外部アクティブディレクトリを使用する場合、ユーザーとグ
ループの情報が ReadyDATA 5200 にダウンロードされ、共有の [ プロパティ] の [Quotas]    
セクションに表示されます。

スナップショッ
トへのアクセス
を許可する

[ スナップショットへのアクセスを許可する ] チェックボックスを選択すると、共有への 
アクセスを許可された誰もがスナップショットにアクセスできるようになります。[ ス
ナップショットフォルダー] の欄にデフォルトのスナップショットアクセスフォルダーが 
表示されます。

スナップショットへのアクセスを許可すると、snapshot という名前のサブフォルダーが 
共有に作成されユーザーは過去のスナップショットのデータにアクセスできます。それに
よってユーザーは古いバージョンのファイルにアクセスしたり、削除されたファイルを復
元できるようになります。

Quotas

ユーザーおよびグループに共有クォータを設定する方法についての詳細は、76 ページのユーザーおよびグ
ループに対する共有クォータの設定を参照してください。

アクセス

ユーザーおよびグループに共有へのアクセスを提供する方法についての詳細は、82 ページの共有に対する
アクセス権限の設定を参照してください。

アイテム 説明
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 ユーザーおよびグループに対して共有クォータを設定する :

1. [ 共有と LUN] を選択します。

2. データセットボタン (4 つのキューブのボタン ) をクリックします。

[ 共有と LUN] 画面が表示されます ( ステップ 3 の図を参照してください )。

3. クォータを設定したい共有をクリックして選択します。

選択した共有の色が紫色になります。

4. 画面右上隅にある展開ボタン ( ) をクリックします。

共有の [ プロパティ ] が表示されます。

次の図に [Quotas] セクションが「空」の状態の [ プロパティ ] を示します。その次の図    
にユーザーとグループが記載された [Quotas] セクションを示します。
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5. [ すべて ] のドロップダウンリストから、次のいずれかを選択し、画面上に表示したい情 
報を指定します。

• すべて : [ セキュリティ ] 画面で構成した、またはアクティブディレクトリサーバーか   
らダウンロードされたすべてのユーザーとグループが表示されます。デフォルトでは
これが選択されています。

• ユーザー : [ セキュリティ ] 画面で構成した、またはアクティブディレクトリサーバー   
からダウンロードされた個別のユーザーのみが表示されます。
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• グループ : [ セキュリティ ] 画面で構成した、またはアクティブディレクトリサーバー   
からダウンロードされたグループのみが表示されます。

特定のユーザーまたはグループを検索するときは、右側の検索欄を使用します。 

ユーザーおよびグループ情報を更新するときは、更新ボタン ( ) をクリックします。

6. 個別のユーザーまたはグループに対し、そのユーザーまたはグループの右側にある [ クォー 
タ、MB] の欄に MB 単位でクォータのサイズを入力します。

7. フラグボタン ( ) をクリックしてクォータを保存します。

注意 : 設定はすぐに有効になります ( つまり、変更を確定する [ 適用 ] ボタンはあ    
りません )。

8. 別のユーザーまたはグループに対してクォータを設定するときは、ステップ 6 とステッ  
プ 7 を繰り返します。

クォータを設定した個別のユーザーまたはグループ内のユーザーが共有上のストレージ領
域を使用すると、使用済み領域がそのユーザーの [ 使用済み ] 欄に表示されます。

別のボリュームへの共有の移行

共有を別のボリュームに移行することで、ボリュームを再構築したり、ボリュームを削除す
る前に共有をボリュームから除外することができます。

警告 :

共有を別のボリュームに移行すると、すべてのユーザーがその共有か

ら切断されます。

 別のボリュームに共有を移行する :

1. [ 共有と LUN] を選択します。

2. データセットボタン (4 つのキューブのボタン ) をクリックします。

[ 共有と LUN] 画面が表示されます ( ステップ 3 の図を参照してください )。

3. 共有をクリックして選択します。

選択した共有の色が紫色になります。
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4. 選択した共有を右クリックします。

ポップアップメニューが表示されます。

5. [ 移行 ] を選択します。

2 つ目のポップアップメニューにボリュームが表示されます。

デフォルトで、共有があるボリュームにはフラグが付けられます。

6. 移行先のボリューム名を選択します。

7. 移行を確定します。

進捗を示す円 ( ) が移行の進捗を表示します。
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共有の削除

警告 :

共有を完全に削除すると、共有の中に含まれるデータも一緒に削除さ

れます。

ヒント： 共有にあるデータを維持したい場合、共有のスナップショットを作

成し、そのスナップショットのクローンを新しい独立した共有に作

成します (153 ページのスナップショットの特定と管理を参照して 

ください )。

 ボリュームから共有を削除する :

1. [ 共有と LUN] を選択します。

2. データセットボタン (4 つのキューブのボタン ) をクリックします。

[ 共有と LUN] 画面が表示されます ( ステップ 3 の図を参照してください )。

3. 共有をクリックして選択します。

選択した共有の色が紫色になります。

4. 共有の右側にある [-] ボタン ( ) をクリックします。

5. 削除を確認するダイアログが表示されるので、ダイアログの指示に従って削除を確定し
ます。
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共有に対するアクセス権限の設定

• ネットワークアクセス設定の構成

• 高度なアクセス設定の構成

• ファイルとフォルダーのアクセス設定の構成

デフォルトでは、システム管理者のみが新しい共有にアクセスできます。ファイル共有プロ
トコルによって、個別の共有に対するアクセス権限を設定し、ユーザー、グループ、ホスト、
またはこれらすべてにアクセス権限を付与または制限します。例えば、ある共有に対しては
リード / ライト許可を、別の共有に対してはリードオンリーの許可をユーザーに付与し、そ
してさらに別の共有にはアクセス権限を一切付与しない、という設定ができます。

次のアクセス権限のオプションが利用できます。

• リードオンリー : この許可は、ユーザーまたはグループ ( あるいはホスト上のユーザーま 
たはグループ ) が共有にあるファイルを読み取ることを許可しますが、その共有にある 
ファイルおよびフォルダーの編集、作成、削除はできません。

• リード / ライト : この許可は、ユーザーまたはグループ ( あるいはホスト上のユーザーま 
たはグループ ) が共有にあるファイルおよびフォルダーの読み取り、編集、作成、削除 
を行うことを許可します。デフォルトでは、すべてのユーザーおよびグループにリード /
ライトアクセス権限があります。

グローバルのセキュリティアクセスモードによって、ユーザーが ReadyDATA 5200 のロー   
カルデータベースを通して認証されるか、または外部アクティブディレクトリを通して認
証されるかが決まります (121 ページのグローバルセキュリティアクセスモードの構成を 
参照してください )。

• ローカルユーザーデータベース : ローカルデータベースを使用する場合、共有アクセス
権限を設定する前に、まずユーザーグループとユーザーアカウントを作成します。グルー
プとユーザーは共有の [ プロパティ ] の [ アクセス ] セクションに表示されます。グルー    
プとユーザーアカウントの作成および管理についての詳細は、第 5 章 , ユーザーグルー   
プとユーザーアカウントの管理を参照してください。

• アクティブディレクトリ : 外部アクティブディレクトリを使用する場合、ユーザーとグ
ループの情報が ReadyDATA 5200 にダウンロードされ、共有の [ プロパティ ] の [ アク    
セス ] セクションに表示されます。

感嘆符が付いた赤い三角形が表示されたボタン ( 例えば、 ) は、そのファイル共有プ  
ロトコルがグローバルで無効にされていることを示します。プロトコルを有効にする方法に
ついての詳細は、38 ページのグローバルファイル共有プロトコルの設定を参照してくださ
い。ファイル共有プロトコルがグローバルで有効なっていても、個別の共有に対してそれを
無効にすることができます。

個別の共有に対して構成可能なアクセス設定は、その共有に割り当てられたファイル共有プ
ロトコルによって異なります。
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 共有に対してアクセス権限を設定する :

1. [ 共有と LUN] を選択します。

2. データセットボタン (4 つのキューブのボタン ) をクリックします。

[ 共有と LUN] 画面が表示されます ( ステップ 3 の図を参照してください )。

3. 表示したい共有をクリックして選択します。

選択した共有の色が紫色になります。

表 7. アクセス設定およびファイル共有プロトコル 

アクセス設定 プロトコル

SMB NFS AFP FTP

ネットワーク ユーザーおよびグループアクセス    

ホストアクセス    

高度 新たに作成されたファイルやフォル
ダーに対する許可

   

その他詳細設定     

ファイルとフォルダー ファイルとフォルダーのアクセス    
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4. 画面右上隅にある展開ボタン ( ) をクリックします。

共有の [ プロパティ ] が表示されます。

5. 共有の [ プロパティ ] の下半分にある [ アクセス ] セクションから、次のボタンのいずれ    
かを選択します。各ボタンはファイル共有プロトコルに対応しています。

• SMB

• NFS

• AFP

• FTP

選択されたプロトコルに対するアクセスプロパティが表示されます。

6. 次のセクションの説明に従い、選択されたプロトコルに対するアクセス設定を構成しま
す ( すべてのプロトコルにすべてのセクションが該当するとは限りません )。

• 85 ページのネットワークアクセス設定の構成

• 87 ページの高度なアクセス設定の構成

• 90 ページのファイルとフォルダーのアクセス設定の構成
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7. 選択されたプロトコルのオン / オフスイッチを設定する :

• アクセス設定を適用するには、オン / オフスイッチをクリックして、スイッチをオン
の位置にします。

• 構成したアクセス設定を保存する一方で、構成を有効にしないようにするには、オン / 
オフスイッチをクリックして、スイッチをオフの位置にします。

注意 : 設定はすぐに有効になります ( つまり、変更を確定する [ 適用 ] ボタンはあ    
りません )。

ネットワークアクセス設定の構成

ユーザーおよびグループアクセス設定では、グループおよびユーザーに個々の共有に対する
アクセス権限を設定できます。ホストアクセス設定では、ホスト上のユーザーに個々の共有
に対するアクセス権限を設定できます。

[ ネットワーク ] セクションに表示されたテーブルには、ローカルデータベースで定義され 
た、またはアクティブディレクトリサーバーからダウンロードされたグループおよびユー
ザーが表示されます。ローカルデータベースとアクティブディレクトリについての詳細は、
第 5 章 ユーザーグループとユーザーアカウントの管理を参照してください。

次の図に共有の [ プロパティ ] の [ ネットワーク ] セクションを示します ( この例では、SMB    
プロトコルが表示されています )。
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ユーザーおよびグループの設定

SMB、AFP、FTP には、グループおよび個別のユーザーに対してアクセス権限を設定できま 
す。ユーザーおよびグループの設定は NFS には適用されません。

 ユーザーおよびグループのアクセス設定を構成する :

1. [ すべて ] のドロップダウンリストから、次のいずれかを選択し、画面上に表示したい情 
報を指定します。

• すべて : デフォルトのグループ [users] と [ セキュリティ ] 画面で構成した、またはア   
クティブディレクトリサーバーからダウンロードされたすべてのユーザーとグルー
プが表示されます。デフォルトではこれが選択されています。

• ユーザー :[ セキュリティ ] 画面で構成した、またはアクティブディレクトリサーバー 
からダウンロードされた個別のユーザーのみが表示されます。

• グループ :[ セキュリティ ] 画面で構成した、またはアクティブディレクトリサーバー 
からダウンロードされたグループのみが表示されます。

特定のユーザーまたはグループを検索するときは、右側の検索欄を使用します。 

ユーザーおよびグループ情報を更新するときは、更新ボタン ( ) をクリックします。

2. 共有へのアクセスを許可したい各グループおよび個別のユーザーに対して、次のチェッ
クボックスのいずれかを選択します。

• リードオンリー : 選択されたユーザーまたはグループは、共有にあるファイルを読み
取ることのみ許可されます。

• リード / ライト : 選択されたユーザーまたはグループは、共有にあるファイルの読み
取り、編集、作成、削除を行うことが許可されます。

注意 : ReadyDATA 5200 がローカルデータベースを使用する場合、デフォル   
トのグループ [users] を選択し、リードオンリーまたはリード / ライトアクセ  
スを設定することができます。

3. (SMB および AFP のオプション )  共有への匿名のアクセスを許可します。

ReadyDATA 5200 がローカルデータベースを使用しており、デフォルトのグループ  
[users] にアクセスを許可した場合、[ 匿名のアクセスを許可 ] チェックボックスを選択し  
て共有に対する匿名のアクセスを許可することができます。この状況で、ユーザーはア
クセスの認証情報を提供する必要はありません。

ホストの設定

SMB、NFS、FTP では、ホストのユーザーに対してアクセス権限を設定できます。ホストに 
対して設定したアクセス権限は、そのホスト上のすべてのユーザーに適用されます。NFS に 
は任意のホスト (Any ホスト ) に適用するアクセス権限も構成でき、個別のホストに root ア   
クセスを許可するかどうかを構成できます。ホストの設定は AFP には適用されません。

テーブルにたくさんのホストが含まれる場合、右側の検索欄を使用して特定のホストを検索
します。
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 ホストを追加してホストのアクセス設定を構成する :

1. アクセスを許可するホストの IP アドレスを追加するときは、[+] ボタン ( ) をクリッ    

クします。

[ ホストの追加 ] ポップアップ画面が開きます。

2. [IP アドレス ] の欄にホストの IP アドレスを入力します。

3. [ 追加 ] をクリックします。

そのホストがテーブルに追加されます。

注意 : NFS のみについて、アクセス権限を [Any ホスト ] に設定することがで     
き、ホストテーブルではこれがデフォルトのエントリとなっています。[Any
ホスト ] に root アクセスを許可することはできません。

4. 共有へのアクセスを許可したい各ホストに対して、次のチェックボックスのいずれかを
選択します。

• リードオンリー : 選択されたホスト上のユーザーは、共有にあるファイルを読み取る
ことのみ許可されます。

• リード / ライト : 選択されたホスト上のユーザーは、共有にあるファイルの読み取り、
編集、作成、削除を行うことが許可されます。

5. (NFS のオプション ) ユーザーに root アクセスを許可したい各ホストには、[root アクセ    
ス ] チェックボックスを選択します。

 ホストを削除する :

1. テーブルでホストをクリックして選択します。

2. [-] ボタン ( ) をクリックします。

3. 削除を確定します。

高度なアクセス設定の構成

これらの設定は NFS には適用されません。

SMB、AFP、FTP 向けの高度なアクセス設定

デフォルトでは、リード/ライトアクセス権限を持つユーザーは共有上でファイルまたはフォ
ルダーを作成することができます。リード / ライトアクセス権限を持つユーザーは誰でも新
しく作成されたファイルやフォルダーを変更または削除することができ、リードオンリーア
クセス権限を持つユーザーは誰でも新たに作成されたファイルまたはフォルダーを参照で
きます。個別の共有上の新しいファイルやフォルダーに対するこれらのデフォルト設定を高
度な設定で変更できます。

次の図に共有の [ プロパティ ] の [ 高度 ] セクションを示します。
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 高度なアクセス設定を指定する :

1. [ 自動許可 ] チェックボックスを選択します。

[ 高度 ] セクションのドロップダウンリストが有効になります。

デフォルトではこのチェックボックスは選択されておらず、デフォルトのアクセス権限
が新たに作成されたフォルダーおよびファイルに自動的に割り当てられます。自動許可
チェックボックスを選択することで、個別の共有に対するこれらデフォルトのアクセス
権限を変更できます。

2. 次の表で説明するように、ドロップダウンリストから選択を行います。

アイテム 設定

フォルダー作成グループ権限 ドロップダウンリストから選択してください。

• 無効 : グループのメンバーはフォルダーを作成または削除することが
できません。

• リードオンリー : グループのメンバーはそのグループのメンバーに
よって作成されたフォルダーに対しリードオンリーアクセス権限を有
します。

• リード / ライト : グループのメンバーはそのグループのメンバーに
よって作成されたフォルダーに対しリード / ライトアクセス権限を有
します。デフォルトではこれが選択されています。

フォルダー作成権限（全員） ドロップダウンリストから選択してください。

• 無効 : グループ以外の誰もフォルダーを作成または削除することはで
きません。

• リードオンリー:フォルダーを作成したメンバーが所属するグループ以
外の誰もが新しいフォルダーに対しリードオンリーアクセス権限を有
します。

• リード / ライト : フォルダーを作成したメンバーが所属するグループ
以外の誰もが新しいフォルダーに対しリード / ライトアクセス権限を
有します。デフォルトではこれが選択されています。
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その他の高度なアクセス設定（SMB のみ）

次の図は共有の [ プロパティ ] の [ 高度 ] セクションの一番上にある SMB 専用部分です。

次の表に SMB 向けのその他の高度な設定を示します。

ファイル作成グループ権限 ドロップダウンリストから選択してください。

• 無効 : グループのメンバーはファイルを作成または削除することがで
きません。

• リードオンリー : グループのメンバーはそのグループのメンバーに
よって作成されたファイルに対しリードオンリーアクセス権限を有し
ます。

• リード / ライト : グループのメンバーはそのグループのメンバーに
よって作成されたファイルに対しリード / ライトアクセス権限を有し
ます。デフォルトではこれが選択されています。

ファイル作成権限（全員） ドロップダウンリストから選択してください。

• 無効 : グループ以外の誰もファイルを作成または削除することはでき
ません。

• リードオンリー : ファイルを作成したメンバーが所属するグループ以
外の誰もが新しいファイルに対しリードオンリーアクセス権限を有し
ます。

• リード / ライト : ファイルを作成したメンバーが所属するグループ以
外の誰もが新しいファイルに対しリードライトアクセス権限を有しま
す。デフォルトではこれが選択されています。

アイテム 設定

この共有を表示しない ユーザーが参照パスで共有名を明示的に指定しない限り、その共有を見つけられない
ようにするときは、このチェックボックスを選択します。デフォルトで、このチェッ
クボックスは選択されていません。

ごみ箱を有効にする リード / ライトアクセス権限を持つユーザーがファイルおよびフォルダーをごみ箱に
移動することを許可するときは、このチェックボックスを選択します。デフォルト
で、このチェックボックスは選択されていません。

アイテム 設定
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ファイルとフォルダーのアクセス設定の構成

ファイルとフォルダーのアクセス設定では、個々の SMB、AFP、NFS、FTP 共有にあるフォ  
ルダーおよびファイルへのアクセスに対するデフォルトの権限を変更することができます。
次の図に共有の [ プロパティ ] の [ ファイルとフォルダー ] セクションを示します。

oplock を有効にする 共有にあるファイルをクライアントにローカルでキャッシュさせることができ、ユー
ザーのトラフィックのパフォーマンスを向上する opportunistic lock (oplock) を有効    
にするときは、このチェックボックスを選択します。デフォルトで、このチェック
ボックスは選択されています。

注意 :  重要なデータの転送や共有ファイルの操作が発生する共有について、
NETGEAR は oplock を無効にすることを推奨します。

自動許可 [ 高度 ] のセクションのドロップダウンリストを有効にするときは、このチェックボッ 
クスを選択します。デフォルトで、このチェックボックスは選択されておらず、新し
く作成されたファイルやフォルダーにはデフォルトのアクセス権限が自動的に割り
当てられます。自動許可を設定することで、個別の共有に対するこれらデフォルトの
アクセス権限を変更できます。ドロップダウンリストについての詳細は、前のセク
ション (87 ページの SMB、AFP、FTP 向けの高度なアクセス設定 ) を参照してくだ   
さい。

ACL の変更を制限する リード / ライトアクセス権限を持つユーザーが、ファイル属性やファイル所有権など
のファイル許可を変更できないようにするときは、このチェックボックスを選択しま
す。デフォルトで、このチェックボックスは選択されていません。

アイテム 設定
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次の表にファイルとフォルダーのアクセス設定を示します。

個別の共有内のファイルとフォルダーに対するすべてのアクセス権限をデフォルトの設定
に戻すときは、[ 許可をリセットする ] をクリックします。アクセス権限をリセットした後、 
所有者、グループ、その共有に対してアクセス権限を持つ他の誰もがその共有上のすべての
ファイルとフォルダーに対してリード / ライトアクセス権限を有します。

アイテム 設定

フォルダー所有者 フォルダー所有者として単一のユーザーまたは管理者を割り当てることができま
す。デフォルトで、フォルダー所有者は [guest] に設定されています。

フォルダーグループ フォルダーグループとして、単一のグループ、単一のユーザーまたは管理者を割り
当てることができます。デフォルトで、フォルダーグループは [guest] に設定され  
ています。

フォルダー所有者権限 ドロップダウンリストから選択してください。

• 無効 : フォルダー所有者はフォルダーに対しアクセス権限を持っていません。

• リードオンリー : フォルダー所有者はフォルダーに対しリードオンリーのアクセ
ス権限を有します。

• リード / ライト : フォルダー所有者はフォルダーに対しリード / ライトのアクセ
ス権限を有します。デフォルトではこれが選択されています。

フォルダーグループ権限 ドロップダウンリストから選択してください。

• 無効 : グループのメンバーはそのグループのメンバーによって所有されるフォル
ダーに対しアクセス権限を持っていません。

• リードオンリー : グループのメンバーはそのグループのメンバーによって所有さ
れるフォルダーに対しリードオンリーアクセス権限を有します。

• リード / ライト : グループのメンバーはそのグループのメンバーによって所有さ
れるフォルダーに対しリード / ライトアクセス権限を有します。デフォルトでは
これが選択されています。

フォルダー権限（全員） ドロップダウンリストから選択してください。

• 無効 : フォルダーを所有するメンバーが所属するグループ以外の誰もそのフォル
ダーに対してアクセス権限を持っていません。

• リードオンリー : フォルダーを所有するメンバーが所属するグループ以外の誰も
がそのフォルダーに対してリードオンリーアクセス権限を有します。

• リード / ライト : フォルダーを所有するメンバーが所属するグループ以外の誰も
がそのフォルダーに対してリード / ライトアクセス権限を有します。デフォルト
ではこれが選択されています。
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LUN の管理

• LUN とは

• LUN の作成

• サイズ拡張を含む LUN のプロパティの表示と変更

• 別のボリュームへの LUN の移行

• LUN の削除

LUN とは

各 LUN の構成は同じボリュームに存在する他の LUN から独立しています。LUN の構成に   
は、logbias、圧縮、重複除外、保護、ファイル共有プロトコル、プロビジョニング、LUN サ 
イズ、アクセス権限などの設定が含まれます。これらの設定については以下のセクションで
説明します。

LUN の設定は、その LUN が配置されたボリューム ( プール内 ) に格納されます。このため、   
ディスクがあるアレイから別のアレイに移動されたとき、LUN が移動可能になります。ただ 
し、あるボリュームから別のボリュームに LUN を移行させるとき、または LUN があるボ   
リューム上のディスクを別のアレイに移動させるとき、iSCSI 設定は移動されません。(iSCSI 
設定の構成方法についての詳細は、106 ページの LUN グループのアクセス権限の管理を参 
照してください。)

共有にスナップショットを作成したり、スナップショットの作成頻度を指定することができ
ます。

LUN のサイズは次のように指定ができます。

• Thin: thin LUN の作成時にそのサイズを指定しますが、ストレージ領域は前もってでは   
なく、要求に応じて割り当てられます。この方法は、LUN にデータが書き込まれたとき 
のみストレージ領域が割り当てられるため、LUN の利用率が大幅に向上します。ただし、 
LUN のサイズはその LUN の作成時に指定された合計ストレージ領域としてレポートさ   
れます。LUN にデータが書き込まれると、ボリュームのアイコン上に使用済み領域が紫 
色で表示されます。

thin LUN はサイズの超過割り当て、つまりボリュームのサイズよりも大きい LUN サイズ    
を割り当てることができます。そして必要に応じて LUN のサイズを拡張せずに、つまり 
ユーザーが LUN から接続を切断することなく、ボリュームを拡張できます ( 必要であれ   
ば、処理中にディスクを追加します )。超過割り当てされた LUN があるボリュームのボ  
リューム容量を監視し、予期しないストレージスペース不足が発生しないようにしてく
ださい。

注意: NETGEAR は重要データの格納に超過割り当てされた LUN を使用しな    
いことを推奨します。その代わりに、thick LUN を使用します。
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• Thick: thick LUN を作成するときに指定したストレージスペースはすべて前もって割り   
当てられ、そのストレージスペースがボリュームで予約されます。ボリューム上のスナッ
プショット、他の LUN、共有は、予約済みのストレージスペースを使用することができ 
ません。予約済みのストレージスペースはボリュームのアイコン上にオレンジ色で表示
されます。LUN のサイズはその LUN の作成時に指定された合計ストレージスペースと   
してレポートされます。ボリューム上の利用可能な予約済みでないストレージスペース
を超えるストレージスペースを割り当てることはできません。共有にデータが書き込ま
れると、ボリュームのアイコン上に使用済みスペースが紫色で表示されます。

次の表に LUN の初期設定を示します。LUN の作成または変更時にこれらの設定を変更するこ   
とができます。

LUN の作成

ボリュームの作成後 (49 ページのボリュームの作成と RAID レベルの選択を参照 )、そのボ   
リューム上に LUN を作成することができます。

 LUN を作成する :

1. [ 共有と LUN] を選択します。

2. データセットボタン (4 つのキューブのボタン ) をクリックします。

[ 共有と LUN] の画面が表示され、左側に構成済みのボリュームが表示されます。

表 8. LUN の初期設定 

アイテム 初期状態

Logbias※

※ 共有のプロパティを変更するときのみ logbias を変更することができます。

レイテンシ

圧縮 無効

重複除外 無効

保護 Continuous

間隔 毎日

プロビジョニング Thick

サイズ 無制限

アクセス 権限が設定されるまで拒否
共有と LUN の管理

93



ReadyDATA OS 1.x 
3. LUN を追加したいボリュームの右側にある [+] ボタン ( ) をクリックします。

[ 新しい LUN] ポップアップ画面が開きます。

4. 次の表に従って設定します。

アイテム 説明

名前 LUN を識別する一意の名前です。名前にスペースを含むことはできません。

説明 LUN を識別するための追加の説明を記載できます。

圧縮 データ圧縮を有効にするときは [ 圧縮 ] のチェックボックスを選択します。圧縮によりス  
トレージ領域を節約し、データ転送速度を向上できますが、圧縮と解凍のプロセスには追
加リソースが必要となります。デフォルトで [ 圧縮 ] のチェックボックスは選択されてい  
ません。
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5. [ 作成 ] をクリックします。

「データセットが作成されました」というメッセージが表示され、新しい LUN が [ 共有   
と LUN] 画面に追加されます。LUN の右側に基本情報が表示されます。

重複除外 重複除外を有効にして共有における冗長なデータの保存を防止するときは、[ 重複除外 ]
チェックボックスを選択します。データは共有で一度だけ保存され、同一データのインス
タンスは削除されて、同一のデータへのポインタで置換されます。この保存方法はストレー
ジ領域を節約し、データ転送速度を向上できます。デフォルトで [ 重複除外 ] のチェック  
ボックスは選択されていません。

保護 スナップショット ( バックアップ ) を利用したデータ保護を有効にし、スナップショット  
が作成される頻度を設定するときは、[Continuous] チェックボックスを選択します。デ 
フォルトで [Continuous] のチェックボックスは選択されていません。スナップショット  
についての詳細は、149 ページの共有と LUN のスナップショットの管理を参照してくだ  
さい。

間隔 間隔ではスナップショットを作成する頻度を指定します。ドロップダウンリス
トから選択してください。

• 毎時 : スナップショットが毎正時に作成されます。

• 毎日 : スナップショットが毎日午前零時に作成されます。デフォルトではこ
れが選択されています。

• 毎週 : スナップショットが毎週金曜日の午前零時に作成されます。

LUN (SAN) [LUN (SAN)] ボタンをを選択すると、LUN（SAN）が作成されます。([ 共有 (NAS)] ボタン    
をクリックすると共有が作成されます。71 ページの共有の作成を参照してください。)

プロビジョニ
ング

ストレージ領域がどのようにプロビジョニングされるかを選択します。ドロップダウンリ
ストから選択してください。

• Thin:LUN の作成時にそのサイズを指定しますが、ストレージ領域は前もってではなく、
要求に応じて割り当てられます。LUN のサイズはその LUN の作成時に指定された合計
ストレージスペースとしてレポートされます。

• Thick:LUN の作成時に指定されたストレージ領域すべてが前もって割り当てられます。
LUN のサイズはその LUN の作成時に指定された合計ストレージスペースとしてレポー
トされます。デフォルトではこれが選択されています。

注意 :  超過割り当てされた LUN があるボリュームのボリューム容量を監視し、予期しな
いストレージスペース不足が発生しないようにしてください。

注意 :  NETGEAR は重要データの格納に超過割り当てされた thin LUN を使用しないこと
を推奨します。その代わりに、thick LUN を使用します。

サイズ LUN のサイズを指定します。LUN に割り当てられる最大サイズは画面の下に表示されてい  
ます。

単位 ドロップダウンリストから単位を選択します。

• MB  

• GB （デフォルト）

• TB  

アイテム 説明
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サイズ拡張を含む LUN のプロパティの表示と変更

 LUN のプロパティを表示・変更する :

1. [ 共有と LUN] を選択します。

2. データセットボタン (4 つのキューブのボタン ) をクリックします。

[ 共有と LUN] 画面が表示されます ( ステップ 4 の図を参照してください )。

3. 表示したい LUN をクリックして選択します。

選択した LUN の色が紫色になります。

4. 選択した LUN を右クリックします。

ポップアップメニューが表示されます。

5. [ プロパティ ] を選択します。

選択された LUN の [ プロパティ ] が画面右側に表示されます ( 次ページの図を参照 )。

注意 : ショートカットを使用して LUN の [ プロパティ ] を表示することも    

できます。画面右上隅にある展開ボタン ( ) をクリックすると、[ プ   

ロパティ ] が表示されます ( 前図の右上隅の赤い円を参照してくだ  

さい )。[ プロパティ ] を閉じるときは、同じボタン ( 逆向きの矢印  

) を再度クリックします。
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6. 次の表に従って設定します。フラグボタン ( ) をクリックして変更を保存します。

アイテム 説明

サマリー

サイズ サイズは情報提供のためのみに表示されています。既存の LUN のサイズを拡張する方法に  
ついての詳細は、98 ページの LUN のサイズの拡張を参照してください。

パス パスは情報提供のためのみに表示されています。

プロパティ

名前 LUN を識別する一意の名前です。名前にスペースを含むことはできません。

説明 LUN を識別するための追加の説明を記載できます。

Logbias logbias の設定は [Logbias] ドロップダウンリストから選択して変更します。

• レイテンシ : データ要求は最小限の遅延で最高優先度で処理されますが、データスルー
プットが最適でないことがあります。これは共有を作成すると自動的に割り当てられる
デフォルトです。

• スループット : データ要求は高データスループットで処理されますが、要求に対する応
答に遅延があることがあります。

圧縮 データ圧縮を有効にするときは [ 圧縮 ] のチェックボックスを選択します。圧縮によりス  
トレージ領域を節約し、データ転送速度を向上できますが、圧縮と解凍のプロセスには追
加リソースが必要となります。

重複除外 重複除外を有効にして共有における重複データの保存を防止するときは、[ 重複除外 ]
チェックボックスを選択します。データは共有で一度だけ保存され、同一データのインス
タンスは削除されて、同一データへのポインタで置換されます。この保存方法はストレー
ジ領域を節約し、データ転送速度を向上できます。
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注意 : この [ プロパティ ] で行う変更はすぐに有効になります ( つまり、変   

更を確定する [ 適用 ] ボタンはありません )。

LUN に対してアクセス権限を設定する方法についての詳細は、103ページの LUN の LUN   
グループへの割り当てとアクセス権限の管理を参照してください。

LUN のサイズの拡張

LUN を作成した後、プロビジョニング設定（thin または thick）を変更することはできませ   
んが、LUN のサイズを拡張することはできます。

拡張はデータサイズに関わらずすぐに実行されますが、その LUN に接続されているすべて  
のユーザーを切断する必要があります。これはユーザーがアクセス権限を持つ LUN グルー  
プ から拡張する LUN を除外することで行います (103 ページの LUN の LUN グループへの    
割り当てを参照してください )。

 LUN のサイズを拡張する :

1. [ 共有と LUN] を選択します。

2. データセットボタン (4 つのキューブのボタン ) をクリックします。

[ 共有と LUN] 画面が表示されます ( ステップ 3 の図を参照してください )。

プロビジョニ
ング

プロビジョニング設定は情報提供のためのみに表示されています。既存の LUN のプロビ  
ジョニング設定を変更することはできません。

サイズ 既存の LUN のサイズを拡張する方法についての詳細は、98 ページの LUN のサイズの拡張   
を参照してください。

保護

Continuous スナップショット ( バックアップ ) を通したデータ保護を有効にし、スナップショットが  
作成される頻度を構成するときは、[Continuous] チェックボックスを選択します。スナッ 
プショットについての詳細は、149 ページの共有と LUN のスナップショットの管理を参照  
してください。

間隔 間隔ではスナップショットを作成する頻度を指定します。ドロップダウンリストから選択
してください。

• 毎時 : スナップショットが毎正時に作成されます。

• 毎日 : スナップショットが毎日午前零時に作成されます。デフォルトではこれが選択さ
れています。

• 毎週 : スナップショットが毎週金曜日の午前零時に作成されます。

アイテム 説明
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3. サイズを拡張したい LUN を選択します。

選択した LUN の色が紫色になります。

4. 選択した LUN を右クリックします。

ポップアップメニューが表示されます。

5. [ 拡張 ] を選択します。

[LUN 拡張 ] ポップアップ画面が開きます。
共有と LUN の管理
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6. 次の設定を入力します。

• 新しいサイズ : LUN の新しいサイズを指定します。LUN に割り当てられる最大サイ   
ズは [ 新しいサイズ ] 欄の上に表示されています。

• 単位 : ドロップダウンリストから単位を選択します (MB、GB、TB)。

7. [ 拡張 ] をクリックします。

新しい LUN のサイズが有効になります。

8. 拡張する前に属していた LUN グループにその LUN を追加します。

103 ページの LUN の LUN グループへの割り当てを参照してください。

その LUN へのユーザーアクセスが復元されます。

注意 : LUN の [ プロパティ ] から LUN を拡張することもできます。[ プロ    

パティ ] の [ サイズの拡張 ] リンクをクリックします。

別のボリュームへの LUN の移行

LUN を別のボリュームに移行することで、ボリュームを再構築したり、ボリュームを削除す 
る前に LUN をボリュームから除外することができます。

警告 :

LUN を別のボリュームに移行すると、すべてのユーザーがその LUN か   

ら切断されます。

 別のボリュームに LUN を移行する :

1. [ 共有と LUN] を選択します。

2. データセットボタン (4 つのキューブのボタン ) をクリックします。

[ 共有と LUN] 画面が表示されます ( ステップ 3 の図を参照してください )。
共有と LUN の管理
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3. LUN をクリックして選択します。

選択した LUN の色が紫色になります。

4. 選択した共有を右クリックします。

ポップアップメニューが表示されます ( ステップ 5 の図を参照してください )。

5. [ 移行 ] を選択します。

2 つ目のポップアップ画面にボリュームが表示されます。

デフォルトで、共有があるボリュームにはフラグが付けられます。

6. 移行先のボリューム名を選択します。

7. 移行を確定します。

進捗を示す円 ( ) が移行の進捗を表示します。
共有と LUN の管理
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LUN の削除

警告 :

LUN を完全に削除すると、LUN に含まれるデータも一緒に削除され  

ます。

ヒント： LUN にあるデータを維持したい場合、LUN のスナップショットを作  

成し、そのスナップショットのクローンを新しい独立した LUN に作  

成します (153 ページのスナップショットの特定と管理を参照して 

ください )。

 ボリュームから LUN を削除する :

1. [ 共有と LUN] を選択します。

2. データセットボタン (4 つのキューブのボタン ) をクリックします。

[ 共有と LUN] 画面が表示されます ( ステップ 3 の図を参照してください )。

3. LUN をクリックして選択します。

選択した LUN の色が紫色になります。

4. LUN の右側にある [-] ボタン ( ) をクリックします。
共有と LUN の管理

102



 ReadyDATA OS 1.x

 

  

  

 

5. 削除を確認するダイアログが表示されるので、ダイアログの指示に従って削除を確定し
ます。

LUN の LUN グループへの割り当てとアクセス権限の管理

• LUN の LUN グループへの割り当て

• LUN グループのアクセス権限の管理

LUN グループは LUN を整理して LUN グループへのアクセス権限を管理することができま    
す。アクセス権限はオープンまたは内部の CHAP 認証を通して付与され、個々の LUN では    
なく LUN グループに適用されます。ただし、簡単に LUN を LUN グループに割り当てたり、    
LUN をある LUN グループから別の LUN グループに移動させたりすることができます。

各 LUN グループは iSCSI ターゲットアドレス ( 例えば、iqn.1994-11.com.netgear:f2f2fdd4) を    
有し、iSCSI クライアントがその LUN グループにアクセスすることを可能にしています。詳   
しくは 109 ページのネットワーク接続デバイスから共有へのアクセス を参照してください。

LUN の LUN グループへの割り当て

 LUN グループを作成してそれに LUN を割り当てる :

1. [SAN] を選択します。

[SAN] 画面に作成済みの LUN が表示されます (93 ページの LUN の作成を参照してくだ    
さい )。

LUN の作成時、LUN は割り当てられていません。LUN グループを作成して 1 つ以上の     
LUN をその LUN グループに割り当てる必要があります。

2. LUN グループを作成するには、画面右上にある [+] ボタン ( ) をクリックします。

[ 新しい LUN グループ ] ポップアップ画面が開きます。
共有と LUN の管理
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3. [ 名前 ] の欄に LUN グループの名前を入力します。

デフォルトの名前は [groupX] で、「X」は順次昇順で付与される番号です。

[ ターゲット ] 欄は自動的に値が作成されます。ターゲットは iSCSI クライアントがその   
LUN に接続するために必要な文字列です。

4. [ 作成 ] をクリックします。

[SAN] 画面に新しい LUN グループが追加されます ( ステップ 6 の図を参照してくださ    
い )。デフォルトで、CHAP は無効にされており、その LUN グループにアクセスが許可    
されているクライアントはありません (詳しくは 106ページの LUN グループのアクセス  
権限の管理を参照してください )。

5. 新たに作成された LUN グループに LUN を割り当てるときは、割り当てられていない    

LUN の右側にある [+] ボタン ( ) をクリックします。

[ 次に割り当て ] ポップアップメニューが開きます。

6. [ 次に割り当て ] を選択して ( またはカーソルを [ 次に割り当て ] の上に移動させて ) サ    
ブメニューから LUN グループを選択します。

これで LUN が LUN グループに割り当てられます。
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 LUN グループから LUN を除外する :

1. [SAN] を選択します。

[SAN] 画面が表示されます。

2. LUN の右側にある [-] ボタン ( ) をクリックします。

3. グループからのLUN 除外を確認するダイアログが表示されるので、[はい] を選択します。

LUN が割り当てられていない状態に戻ります。

 LUN グループを削除する :

注意 : LUN が割り当てられている LUN グループを削除することはできま   

せん。先に LUN をその LUN グループから除外する必要があります。

1. [SAN] を選択します。

[SAN] 画面が表示されます。
共有と LUN の管理
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2. LUN グループの右側にある歯車のアイコンをクリックします。

ポップアップメニューが表示されます。

3. [ 削除 ] を選択します。

4. 削除を確認するダイアログが表示されるので、[ はい ] を選択して削除を確定します。

LUN グループのアクセス権限の管理

 LUN グループへのクライアントのアクセスを設定する :

1. [SAN] を選択します。

[SAN] 画面が表示されます。

2. LUN グループの右側にある歯車のアイコンをクリックします。

ポップアップメニューが表示されます。
共有と LUN の管理
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3. [ プロパティ ] を選択します。

[LUN グループ プロパティ ] ポップアップ画面が開きます。

4. 次の表に従ってプロパティを設定します。

アイテム 説明

名前 名前は情報提供のためのみに表示されており、変更することはできません。

ターゲット ターゲットは、iSCSI クライアント ( すなわち、イニシエーター ) が LUN グループに     
アクセスするために必要なアドレスです。[ ターゲット ] の欄は自動的に値が作成され 
ますが、欄の右側にある × 印をクリックして内容を削除し、カスタムのターゲットア
ドレスに書き換えることができます。

イニシエーターに CHAP 
使用の識別が必要

デフォルトで、LUN グループへのアクセスは画面上のテー 
ブルに追加されたイニシエーターに対してオープンになっ
ています。CHAP 認証を有効にして、認証済みのイニシエー 
ターのみ LUN グループにアクセスできるようにするとき  
は、このチェックボックスを選択します。

許可されたイニシ
エーター

次のラジオボタンのいずれかを選択します。

• Any: LUN グループへのアクセスがターゲットアドレスに関する情報を有するすべ
てのイニシエーターに許可されます。(CHAP 認証が有効にされている場合、アク
セスは CHAP 認証に基づきます。)

• 選択された :LUN グループへのアクセスは IQN (iSCSI qualified names) のみに許可
されます。(CHAP 認証が有効にされている場合、アクセスは CHAP 認証に基づき
ます。)

IQN をテーブルに追加して LUN グループへのアクセスを許可する :

1.空のテーブル右側にある [+] ボタンをクリックします。 
 

[ イニシエーター作成 ] ポップアップ画面が開きます。
共有と LUN の管理
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5. [ 適用 ] をクリックします。

新しい LUN グループのプロパティがすぐに有効になります。

クライアントデバイスから LUN を設定してアクセスする方法についての詳細は、113  
ページの iSCSI イニシエーターを使用した iSCSI 接続デバイスのアクセス設定を参照し   
てください。

許可されたイニシ
エーター 
( 続き )

2. [ 名前 ] の欄に RFC3720 によって定義された形式で IQN を入力します。 
 

例 : iqn.2012-04.com.netgear:sj-tst-5200:a123b456

3.12 文字以上の長さの CHAP パスワードを入力します。

4.CHAP パスワード確認のためにもう一度入力します。

5.[ 作成 ] をクリックします。 
 

IQN が [LUN グループ プロパティ ] ポップアップ画面上のテーブルに追加され     
ます。

6.テーブルの [Allowed] ( 許可 ) の列で、チェックボックスを選択して、LUN グルー    
プへのイニシエーターのアクセスを許可します。

テーブルから IQN を削除する :

1.テーブルで IQN をクリックして選択します。

2. [-] ボタンをクリックします。

3.削除を確認するダイアログが表示されるので、[ はい ] を選択して削除を確定し
ます。

テーブルで IQN の CHAP パスワードを編集する :

1.テーブルで IQN をクリックして選択します。

2.歯車のアイコンをクリックします。

3.パスワードを変更します。

4. [ 適用 ] をクリックします。

双方向 CHAP 認証  
のパスワード

デフォルトで、LUN グループ内の LUN によるイニシエーターへのアクセスはオープ   
ンになっています。イニシエーターにアクセスする前に LUN グループ内の LUN に認    
証を行うときは、双方向 CHAP 認証のパスワードを設定します。

パスワード 12 文字以上の長さの CHAP パスワードを入力します。

パスワードを確認 CHAP パスワードを確認します。

アイテム 説明
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ネットワーク接続デバイスから共有へのアクセス

• Windows デバイスの使用

• Mac OS X デバイスの使用

• Linux または Unix デバイスの使用

ユーザーは、ReadyDATA 5200 の共有およびスナップショットに SMB、AFP、NFS または   
FTP ファイル共有プロトコルを使用してネットワーク接続デバイスからアクセスします。使 
用するファイル共有プロトコルは、デバイスや共有アクセスに対してどのプロトコルを有効
にしたか (71 ページの共有の作成を参照 ) や、設定したアクセス権限 (82 ページの共有に対  
するアクセス権限の設定を参照 ) によって異なります。

ユーザーは任意のバックアップアプリケーションを使用して、ネットワーク接続デバイスか
ら ReadyDATA 5200 上の共有にローカルデータをバックアップすることができます。

注意 : ユーザーのネットワーク接続デバイスからユーザーがスナップ

ショットにアクセスできるようにするには、共有の [ プロパティ] の  

[ 保護 ] セクションにある [ スナップショットへのアクセスを許可す  

る ] チェックボックスを選択する必要があります。詳しくは 73 ペー 

ジの共有のプロパティの表示と変更 を参照してください。

Windows デバイスの使用

ユーザーは ReadyDATA 5200 上の共有にネットワークに接続された Windows ベースのデ    
バイスを使用してアクセスすることができます。

 ネットワークに接続された Windows デバイスで SMB 共有にアクセスする :

1. Windows エクスプローラのアドレスバーに、ReadyDATA 5200 の IP アドレスまたはホ    
スト名を入力します。

ReadyDATA 5200 にログインするようにメッセージが表示されます。
共有と LUN の管理
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2. ユーザー名とパスワードを入力します。

Windows エクスプローラが ReadyDATA 5200 上で利用可能なすべての共有の内容を表    
示します。
共有と LUN の管理
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Mac OS X デバイスの使用

ユーザーは ReadyDATA 5200 上の共有にネットワークに接続された OS X デバイスを使用    
してアクセスすることができます。

 ネットワークに接続された OS X デバイスで AFP または SMB 共有にアクセスする :

1. Finder で、[ 移動 ] > [ サーバーへ接続 ] を選択します。

[ サーバーへ接続 ] のダイアログ画面が表示されます。

2. AFP または SMB を使用して ReadyDATA 5200 に接続する :

• AFP: 次のコマンドのいずれかを [ サーバーアドレス ] の欄に入力してください。

afp://<ip address> 

または

afp://<host name> 

• SMB: 次のコマンドのいずれかを [ サーバーアドレス ] の欄に入力してください。

smb://<ip address> 

または

smb://<host name> 

<ip address> は ReadyDATA 5200 の IP アドレスです。

<host_name> は ReadyDATA 5200 のホスト名です。

3. [ 接続 ] ボタンをクリックします。

ReadyDATA 5200 にログインするようにメッセージが表示されます。

4. ユーザー名とパスワードを入力します。

ボリュームを選択するようにメッセージが表示されます。

注意 : Mac OS X は ReadyDATA 5200 共有をボリュームと呼びます。
共有と LUN の管理
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5. 1 つまたは複数のボリューム ( つまり ReadyDATA 5200 上の 1 つ以上の共有 ) を選択し    
ます。

6. [OK] ボタンをクリックします。

Finder がウィンドウにその共有の内容を表示します。

Linux または Unix デバイスの使用

ネットワークに接続された、SMB または NFS ファイル共有プロトコル対応の Linux または    
Unix デバイスを使い、ReadyDATA 5200 上の共有にアクセスすることができます。

 ネットワークに接続された Linux または Unix デバイスで SMB 共有にアクセスする :

ターミナルプログラムを使い、次のコマンドを入力します。

mount [-t smb -o username=<user name>,password=<password>] 
//<ReadyDATA IP address>/<share name> <mount point>

• <user name> と <password> は、ReadyDATA 5200 上のユーザー名およびパスワード    
と同じです。

• <ReadyDATA IP address> は ReadyDATA 5200 の IP アドレスです。

• <share name> はアクセスしようとしている共有の名前です。

• <mount point> は Linux または Unix デバイス上の空のフォルダ名です。

 ネットワークに接続された Linux または Unix デバイスで NFS 共有にアクセスする :

ターミナルプログラムを使い、次のコマンドを入力します。

mount [-t nfs -o username=<user name>,password=<password>] 
//<ReadyDATA IP address>/<volume name>/<share name> <mount point>

• <user name> と <password> は、ReadyDATA 5200 上のユーザー名およびパスワード    
と同じです。

• <ReadyDATA IP address> は ReadyDATA 5200 の IP アドレスです。

• <volume name> は共有があるボリュームの名前です。

• <share name> はアクセスしようとしている共有の名前です。

• <mount point> は Linux または Unix デバイス上の空のフォルダ名です。
共有と LUN の管理
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iSCSI イニシエーターを使用した iSCSI 接続デバイスのア
クセス設定

iSCSI イニシエーターアプリケーションを使い、サーバーから LUN グループ ( そして個別の    
LUN) への接続を設定できます。通常、ユーザーはそのような LUN 接続を行いません。ネッ   
トワーク管理者がサーバー経由で LUN グループへのアクセスを提供します。

iSCSI ターゲット ( つまり、ReadyDATA 5200 上の LUN グループ内の LUN) はクライアン    
トシステム上でそれ自体が仮想ブロックデバイスとなり、直接接続されたローカルディス
クのように扱われます。例えば、Windows は iSCSI ターゲットデバイス上で、直接接続し   
ているディスクドライブと同じように FAT32 または NTFS ファイルシステムを利用でき    
ます。

LUN グループにアクセスできるとき、ユーザーは任意のバックアップアプリケーションを 
使用して、iSCSI 接続デバイスから LUN にローカルデータをバックアップすることができ   
ます。

注意 : 共有上にあるスナップショットと異なり、LUN にあるスナップショッ 

トはユーザーに表示されません。LUN のスナップショットを使用し 

たデータ復元方法についての詳細は、160 ページのスナップショッ
トから iSCSI 接続デバイスへのデータ復元を参照してください。

次の手順では、オンラインで無償提供されており、Windows 7 に組み込まれている Microsoft  
iSCSI イニシエーターを使用します。
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 iSCSI イニシエーターを通して LUN アクセスを構成する :

1. iSCSI イニシエーターを開き、[ 構成 ] タブをクリックします。

2. イニシエーター名の欄からデフォルトの名前をコピーします。

3. ReadyDATA 5200 ダッシュボードで、[SAN] をクリックします。

[SAN] 画面が表示されます。
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4. サーバーを接続したい LUN グループの右側にある歯車のアイコンをクリックします。

ポップアップメニューが表示されます。

5. [ プロパティ ] を選択します。

[LUN グループ プロパティ ] ポップアップ画面が開きます。

6. [ 許可されたイニシエーター ] の横の [ 選択された ] ラジオボタンを選択します。

7. 空のテーブル右側にある [+] ボタンをクリックします。

[ イニシエーター作成 ] ポップアップ画面が開きます。

8. [ 名前 ] の欄にステップ 2 でコピーしたデフォルトの iSCSI イニシエーター名を貼り付     
けます。

9. [ 作成 ] をクリックします。

10. [LUN グループ プロパティ ] 画面で、iSCSI イニシエーター名の横の [Allowed] チェッ      
クボックスを選択します。
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11. [ 適用 ] をクリックします。

12. [iSCSI イニシエーターのプロパティ ] 画面で、[ ターゲット ] タブをクリックします。

13. [ ターゲット ] の欄に、ReadyDATA 5200 の IP アドレスを入力します。
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14. [ クイック接続 ] をクリックします。

サーバーが ReadyDATA 5200 上の LUN グループに接続しますが、LUN グループ内の    
LUN はまだ Windows エクスプローラに表示されません。

15. Windows の [ コンピューターの管理 ] アプリケーションを開きます。

LUN グループ内の各 LUN が、初期化とフォーマットが必要な未割り当てディスクとし   
て表示されます。ディスクが表示されない場合、[ コンピューターの管理 ] メニューから 
[ 操作 ] > [ 最新の情報に更新 ] を選択します。

16. 新しい各ディスクを初期化します。

[ ディスクの初期化 ] ポップアップ画面が自動的に表示されない場合、ディスクをハイラ 
イトし、[ コンピューターの管理 ] メニューから [ 操作 ] > [ すべてのタスク ] > [ ディスク       
の初期化 ] を選択します。
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17. 新しい各ディスクを次のようにフォーマットします。

a. ディスク自体をハイライトし、[ コンピューターの管理 ] メニューから [ 操作 ] > [ す    
べてのタスク ] > [ 新しいシンプル ボリューム ] を選択します。

[ 新しいシンプル ボリューム ウィザード ] ポップアップ画面が表示されます。

b. デフォルトのウィザードフォーマットステップに従ってください。

または、ボリュームに LUN を表す LUN と同じ名前の新しいディスク用のラベルを付    
けることもできます。

これで LUN は Windows エクスプローラからハードディスクドライブとしてアクセスす    
ることができます ( デフォルトのボリュームラベルを維持した場合、ボリュームとして 
表示されます )。次の図では、ボリューム (E:)、ボリューム (F:) の 2 つの LUN が表示さ    
れています。
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注意 : Windows 以外の別のオペレーティングシステムを使用している場 

合、ステップは異なりますが、基本的なタスクは同じです。
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5
5   ユーザーグループとユーザーアカウ
ントの管理
この章では、グローバルセキュリティアクセスモードの構成方法と、ユーザーアカウントの管
理方法について説明します。次の内容が含まれます。

• セキュリティ、ユーザーグループ、ユーザーについて

• グローバルセキュリティアクセスモードの構成

• ローカルデータベースのユーザーグループの管理

• ローカルデータベースのユーザーアカウントの管理
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セキュリティ、ユーザーグループ、ユーザーについて

セキュリティ設定は、どのユーザーが共有にアクセスできるか、そしてユーザーが共有に対
してリードのみまたはリード / ライトアクセス権限を有するかを決定します。ただし、共有
レベルでセキュリティ設定を行う前に、ReadyDATA 5200 がローカルユーザーデータベース  
またはアクティブディレクトリのどちらを使用するかを決定する、グローバルセキュリティ
設定を構成する必要があります。

注意 : LUN へのアクセスは、ローカルユーザーデータベースまたはアク 

ティブディレクトリによって規制されません。LUN へのアクセスの 

オプションについての詳細は、103 ページの LUN の LUN グループ   
への割り当てとアクセス権限の管理を参照してください。

ローカルデータベースでは、最大 6 万の ユーザーと最大 6 万のグループを管理できます。    
ReadyDATA 5200 でユーザーグループとアカウントを作成し、維持する必要があります。ア  
クティブディレクトリ環境の ReadyDATA 5200 は、最大 65,535 ユーザーに対応できます。    
これらユーザーのアカウントはアクティブディレクトリで作成かつ維持され、ReadyDATA
5200 に取り込まれます。

グローバルセキュリティアクセスモードの構成

ReadyDATA 5200 では、共有にアクセスするユーザー およびグループの認証にそのローカ   
ルユーザーデータベースまたはアクティブディレクトリを使用することができます。いずれ
かを構成する必要があります。

• ローカルユーザーデータベース : 
ローカルユーザーデータベースを使い、ReadyDATA 5200 にユーザーグループとアカウ  
ントを作成できます。共有レベルで共有へのアクセス権限を設定します (82 ページの共 
有に対するアクセス権限の設定を参照 )。NETGEAR は、先にユーザーグループを作成し 
てから、ユーザーアカウントを作成することを推奨します。これによりユーザーをグルー
プに割り当てることができます。

• アクティブディレクトリ : 
ネットワークに中央集中型の Windows ベースのアクティブディレクトリサーバーが含  
まれる場合、このオプションを利用できます。ReadyDATA 5200 がアクティブディレク  
トリサーバーと信頼関係を構築し、すべてのユーザー認証をそこで行うようにすること
ができます。ユーザーとグループは [ 共有と LUN] 画面の [ プロパティ ] の [ アクセス ]    
セクションに表示されます。共有レベルで共有へのアクセス権限を設定します (82 ペー 
ジの共有に対するアクセス権限の設定を参照 )。
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 ローカルユーザーデータベース設定を構成する :

1. [ システム ] > [ 設定 ] > [ 認証 ] を選択します。

2. [ アクセスタイプ ] ドロップダウンリストから、[ ローカルユーザー ] を選択します。

[ ワークグループ名 ] 欄以外のすべての欄は選択できないようになっています。

3. ( オプション ) ワークグループ名を入力します。

デフォルトの [VOLUME] のままにしておくことができます。

4. [ 適用 ] をクリックします。

 アクティブディレクトリ設定を構成する :

1. [ システム ] > [ 設定 ] > [ 認証 ] を選択します。

2. [ アクセスタイプ ] ドロップダウンリストから、[Active Directory] を選択します。

[ ワークグループ名 ] 欄の名前が [NetBIOS ドメイン名 ] に変わり、すべての欄が選択可    
能になります。
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3. 次の表に従って設定します。

4. [ 適用 ] をクリックします。

アクティブディレクトリサーバーからのユーザーアカウントを更新するには、[ADS アカ 
ウントの更新 ] をクリックします。

ローカルデータベースのユーザーグループの管理

• ユーザーグループの作成

• ユーザーグループの削除

• ユーザーグループの編集

ユーザーグループの管理はローカルユーザーデータベースのみに適用されます。アクティブ
ディレクトリを選択した場合、グループはアクティブディレクトリサーバーから
ReadyDATA 5200 に取り込まれます。

アイテム 説明

NetBIOS ドメイン名 例えば、「会社」など NetBIOS ドメインの名前を入力します。通常、NetBIOS ド   
メイン名は DNS レルム名のプレフィックスと同じです。

注意 :  NetBIOS ドメイン名が組織構造を適切に表していない、またはプレ
フィックスの命名ルールに合わない場合、名前は DNS レルム名のプレフィク
スと異なる場合があります。

DNS レルム名 DNS レルム名を入力します。通常は DNS のドメイン名またはアクティブディレ   
クトリのドメイン名で、例えば company.community.com などです。この例では、  
company が名前のプレフィックスで、community がサフィックスです。

Include trusted domains  
( 信頼できるドメインを
含める ) ※ReadyDATA 
OS のバージョンによ
り、このオプションは表
示されない場合がござ
います。

ReadyDATA 5200 がプライマリドメインと信頼関係にあるドメインのユーザー  
を自動的に含めることができるようにする場合、このチェックボックスを選択し
ます。

注意 :  ユーザーの合計数が 65,535 を超えない場合であれば、信頼されたドメ
インを含めてもダッシュボードの応答性に影響はありません。

組織単位 アクティブディレクトリ内の 1 つ以上の組織単位 (OU) を入力します。OU エン     
トリをコンマで区切り、複数の OU を指定できます。OU の最低レベルを最初に   
指定します。

管理者名 アクティブディレクトリの管理者名を入力します。

管理者パスワード アクティブディレクトリの管理者のパスワードを入力します。

ディレクトリサーバー
アドレス

アクティブディレクトリサーバーの IP アドレスを入力します。
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ユーザーグループの作成

 ユーザーグループを作成する :

1. [ セキュリティ ] を選択します。

[ セキュリティ ] 画面が表示されます ( ステップ 2 の図を参照してください )。

2. [ グループ ] ボタンをクリックします。

次の図にいくつかの例を示します。まだグループを作成していない場合、users という名 
前でグループ ID (GID) が 100 のデフォルトのグループのみ表示されます。

3. 画面右上の新しいグループボタン ( ) をクリックします。

[ 新しいグループ ] ポップアップ画面が表示されます。

4. 次の設定を構成します。

• 名前 : グループを識別する名前を入力します。

• GID: グループ ID (GID) の割り当てを [ 自動 ] のままにしておくか、カスタム GID を    
入力します。自動割り当てのままにしておく場合、GID は 102 から 2 ずつ増分して    
割り当てられます。つまり、GID は 102、104、106、というように割り当てられます。

5. [ 作成 ] をクリックします。

[ セキュリティ ] 画面のテーブルにグループが追加されます。
ユーザーグループとユーザーアカウントの管理
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注意 : [ セキュリティ ] 画面で、グループはグループ名の順に並べられてい 

ます。並べ替えはできません。

ユーザーグループの削除

ユーザーのプライマリグループであるユーザーグループを削除すると、そのユーザーはどの
グループにも割り当てられていない状態になります。ユーザーアカウントを編集し、その
ユーザーを別のプライマリグループに割り当てる必要があります。

 ユーザーグループを削除する :

1. [ セキュリティ ] を選択します。

[ セキュリティ ] 画面が表示されます ( ステップ 2 の図を参照してください )。

2. [ グループ ] ボタンをクリックします。

グループが表示されます。

3. 削除したいグループの行をハイライトするか、グループのチェックボックスを選択し
ます。

たくさんのグループがある場合、テーブル左上の検索欄を使用できます。

4. 画面右上のグループ削除ボタン ( ) をクリックします。

5. 削除を確認するダイアログが表示されるので、[ はい ] を選択して確定します。
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ユーザーグループの編集

 ユーザーグループを編集する :

1. [ セキュリティ ] を選択します。

[ セキュリティ ] 画面が表示されます ( ステップ 2 の図を参照してください )。

2. [ グループ ] ボタンをクリックします。

グループが表示されます。

3. 編集したいグループの行をハイライトするか、グループのチェックボックスを選択し
ます。

たくさんのグループがある場合、テーブル左上の検索欄を使用できます。

4. 画面右上の展開ボタン ( ) をクリックします。（ステップ 2 の図の赤い円を参照してく    

ださい）

[ グループの詳細 ] が表示されます。( 次の図にはグループとユーザーの例が表示されて
います。)
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5. 次のガイドラインを使用し、必要に応じて変更を行います。

• [ 名前 ] の欄のグループ名を変更することができます。

• [GID] は変更できません。

• 各メンバーの横のチェックボックスを選択して 1 人以上のメンバーをグループに追  
加することができます。グループがプライマリグループであるメンバーのチェック
ボックスは選択できないようになっています ( 詳しくは、128 ページのユーザーアカ 
ウントの作成を参照 )。

6. [ 適用 ] をクリックします。

7. 展開ボタン ( 逆向きの矢印 ) を再度クリックします。

[ グループの詳細 ] が閉じます。

注意 : ステップ 4 の画面のメンバーのセクションには、ステップ 5 で説明   

したように、グループに手動で追加されたユーザーのみが表示され

ます。

ローカルデータベースのユーザーアカウントの管理

• ユーザーアカウントの作成

• ユーザーアカウントの削除

• ユーザーアカウントの編集

管理者アカウントを除き、ユーザーアカウントの管理はローカルユーザーデータベースのみ
に適用されます。アクティブディレクトリを選択した場合、ユーザーアカウントはアクティ
ブディレクトリサーバーから ReadyDATA 5200 に取り込まれます。

ヒント： NETGEAR は、先にグループを作成して、新しいユーザーアカウン 

トの環境設定を設定してから、ユーザーアカウントを作成すること

を推奨します。これによりユーザーをグループに割り当てることが

できます。
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ユーザーアカウントの作成

最大 65,535 のユーザーアカウントを ReadyDATA 5200 で作成することができます。

 ユーザーアカウントを作成する :

1. [ セキュリティ ] を選択します。

[ ユーザー ] ボタンが選択されていることを確認します ([ グループ ] ボタンが選択されて  
いる場合は [ ユーザー ] ボタンをクリックしてください )。まだユーザーアカウントを作  
成していない場合、何も表示されません。

2. 新しいユーザーボタン ( ) をクリックします。

[ 新しいユーザー ] ポップアップ画面が表示されます。
ユーザーグループとユーザーアカウントの管理

128



 ReadyDATA OS 1.x
3. 次の表に従って設定します。

[ メールアドレス ] 欄以外のすべての欄に入力する必要があります。

4. [ 作成 ] をクリックします。

[ セキュリティ ] 画面のテーブルにユーザーが追加されます。

注意 : [ セキュリティ ] 画面で、ユーザーはユーザー名の順に並べられてい 

ます。並べ替えはできません。

ユーザーアカウントの削除

警告 :

ユーザーアカウントを削除したユーザーが所有していた ReadyDATA 
5200 上のファイルはアクセス不能になることがあります。ユーザーア 

カウントを削除すると、ユーザーに関連付けられたホームの共有およ

びその内容は削除されます。

アイテム 説明

名前 ユーザーを識別する名前を入力します。ユーザー名は、半角で最大 31 文 
字となっています。漢字やひらがなをご利用の場合、使用可能な文字数は
少なくなります。ほとんどのアルファベット、数字、記号などをユーザー
名として使用することができます。

UID ユーザー ID (UID) の割り当てを [ 自動 ] のままにしておくか、カスタム     
UID を入力します。自動割り当てのままにしておく場合、UID は 100 から    
 1 ずつ増分して割り当てられます。つまり、UID は 100、101、102、と   
いうように割り当てられます。

プライマリグループ ドロップダウンリストから、ユーザーが割り当てられるプライマリグルー
プを選択します。デフォルトのグループは users という名前です。グルー  
プの作成についての詳細は、124 ページのユーザーグループの作成を参照
してください。

注意 :  1 つのプライマリグループに所属していることに加え、ユーザー
は複数の他のグループにも所属できます。[ グループの詳細 ] で追加のグ
ループを割り当てることができます (126 ページのユーザーグループの
編集を参照 )。

メールアドレス オプションとして、ユーザーのメールアドレスを入力します。

パスワード パスワードを入力します。各ユーザーパスワードは最大 255 文字です。

パスワードをもう一度入力 ユーザーパスワードをもう一度入力します。
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 ユーザーアカウントを削除する :

1. [ セキュリティ ] を選択します。

[ セキュリティ ] 画面が表示されます。[ ユーザー ] ボタンが選択されていることを確認し  
ます ([ グループ ] ボタンが選択されている場合は [ ユーザー] ボタンをクリックしてくだ    
さい )。

2. 削除したいユーザーアカウントの行をハイライトするか、ユーザーアカウントのチェッ
クボックスを選択します。

たくさんのユーザーアカウントがある場合、テーブル左上の検索欄を使用できます。

3. 画面右上のユーザーアカウント削除ボタン ( ) をクリックします。

4. 削除を確認するダイアログが表示されるので、[ はい ] をクリックして削除を確定します。

ユーザーアカウントの編集

 ユーザーアカウントを編集する :

1. [ セキュリティ ] を選択します。

[ セキュリティ ] 画面が表示されます。[ ユーザー ] ボタンが選択されていることを確認し  
ます ([ グループ ] ボタンが選択されている場合は [ ユーザー] ボタンをクリックしてくだ   
さい )。
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2. 編集したいユーザーアカウントの行をハイライトするか、ユーザーアカウントのチェッ
クボックスを選択します。

たくさんのユーザーアカウントがある場合、テーブル左上の検索欄を使用できます。

3. 画面右上の展開ボタン ( )  をクリックします。

[ ユーザーアカウントの詳細 ] が表示されます。

4. [ ユーザーアカウントの詳細 ] で、次の表で説明するように設定を変更します。

注意 : [UID] は変更できません。

5. [ 適用 ] をクリックします。

6. 画面展開ボタン ( 逆向きの矢印 ) を再度クリックします。

[ ユーザーアカウントの詳細 ] が閉じます。

アイテム 説明

名前 ユーザーを識別する名前を入力します。ユーザー名は、半角で最大 31 文 
字となっています。漢字やひらがなをご利用の場合、使用可能な文字数は
少なくなります。ほとんどのアルファベット、数字、記号などをユーザー
名として使用することができます。

プライマリグループ ドロップダウンリストから、ユーザーが割り当てられるプライマリグルー
プを選択します。グループの作成についての詳細は、124 ページのユー
ザーグループの作成を参照してください。

注意 :  1 つのプライマリグループに所属していることに加え、ユーザー
は複数の他のグループにも所属できます。[ グループの詳細 ] で追加のグ
ループを割り当てることができます (126 ページのユーザーグループの
編集を参照 )。

メールアドレス オプションとして、ユーザーのメールアドレスを入力します。

パスワード パスワードを入力します。各ユーザーパスワードは最大 255 文字です。

パスワードをもう一度入力 ユーザーパスワードをもう一度入力します。
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6
6   システムのメンテナンスと
モニタリング
この章では、ReadyDATA 5200 ストレージシステムの設定、ネットワーク設定、アドオン、USB  
ストレージデバイスの管理方法について説明しています。次の内容が含まれます。

• システムのメンテナンス

• システムモニタリング

注意 : システム警告の設定方法についての詳細は、20 ページのシステム警
告の設定  を参照してください。
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システムのメンテナンス

• ファームウェアのアップデート

• ファームウェアの工場出荷時の状態への初期化

• システムのシャットダウンまたは再起動

• 管理者パスワードの復元

ファームウェアのアップデート

NETGEAR は定期的にファームウェアを更新し、ReadyDATA 5200 の機能向上に努めていま   
す。ReadyDATA 5200 のファームウェアは ReadyDATA OS と呼ばれます。NETGEAR の    
Web サイトから ReadyDATA 5200 のファームウェアをリモートアップデートすることもで    
きますが、ローカルドライブで手動アップデートを行うこともできます。

ファームウェアをアップデートするとき、ReadyDATA 5200 に格納されたデータは影響を受  
けません。ただし、セキュリティ対策として、NETGEAR はファームウェアのアップデート 
を実行する前に、特に重要なデータなどはバックアップを取っておくことを推奨します。

ファームウェアのリモートアップデート

ReadyDATA 5200 がインターネットに接続されている場合、最も簡単な方法はファームウェ  
アのリモートアップデートです。

 ファームウェアのリモートアップデート :

1. [ システム ] > [ 設定 ] > [ アップデート ] を選択します。

次の図に [ 設定 ] 画面のファームウェアオプションを示します。

2. [ アップデートの確認 ] をクリックします。
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ReadyDATA 5200 が NETGEAR アップデートサーバーに接続します。

ファームウェアのアップデートがない場合、現在のファームウェアが最新版であるとい
うメッセージが表示されます。

ファームウェアのアップデートがある場合、システムファームウェアをアップデートす
るよう指示されます。

3. ファームウェアのアップデートがある場合は、[ ファームウェアのインストール ] をク 
リックします。

左下図のようにステータスバーにファームウェアダウンロードの進捗が表示されます。
ファームウェアのダウンロードが完了すると、システムを再起動するようメッセージが
表示されます。

4. 右上図に表示されているように、[ 再起動 ] をクリックします。

警告メールを有効にしている場合、ファームウェアのアップデート終了後、ReadyDATA
5200 がメッセージを送信します。

5. ( オプション ) ReadyDATA 5200 で新しいファームウェアがインストールされたことを   
確認します。

[ システム ] > [ 概要 ] > [ ハードウェア ] を選択します。ダッシュボードのホーム画面が    
表示されます。

[ ファームウェア ] の欄に記載されたファームウェアのバージョンを確認します。
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ファームウェアのローカルアップデート

インターネットアクセスのない場所に ReadyDATA 5200 がインストールされている場合、   
ファームウェアをローカルでアップデートできます。

 ファームウェアのローカルアップデート :

1. インターネットに接続されているコンピューターを使い、 
http://www.readynas.com/ja/?cat=41 から ReadyDATA 5200 用の最新の ファームウェア
を USB ドライブまたはコンピューターにダウンロードします。

2. ダウンロードしたファームウェアファイルが保存された USB ドライブを ReadyDATA   
5200 に接続します。

ReadyDATA 5200 の USB ポートに関する詳細は、 ReadyDATA 5200 ハードウェアマ    
ニュアルを参照してください。

3. [ システム ] > [ 設定 ] > [ アップデート ] を選択します。

次の図に [ 設定 ] 画面のファームウェアオプションを示します。
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4. [ ファームウェアのインストール ] ボタンをクリックします。

[ ファームウェアのアップデート ] ポップアップ画面が表示されます。

5. [ 参照 ] をクリックして、アップデートされたファームウェアが含まれるファイルを選択 
します。

6. [ アップロード ] をクリックします。

進捗を示す円がファームウェアアップロードの進捗を表示します。ファームウェアの
アップロードが完了すると、システムを再起動するようメッセージが表示されます。

7. [ アップデート ] の見出しの下の [ 再起動 ] をクリックします。

警告メールを有効にしている場合、ファームウェアのアップデート終了後、ReadyDATA
5200 がメッセージを送信します。
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8. ( オプション ) ReadyDATA 5200 で新しいファームウェアがインストールされたことを   
確認します。

[ システム ] > [ 概要 ] > [ ハードウェア ] を選択します。ダッシュボードのホーム画面が    
表示されます。

[ ファームウェア ] の欄に記載されたファームウェアのバージョンを確認します。

ファームウェアの工場出荷時の状態への初期化

警告 :

ReadyDATA 5200 を工場出荷時の状態に初期化すると、構成だけでな  

く格納されたデータもすべて削除されます。必要なデータはバック

アップをしてください。
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 ReadyDATA 5200 を工場出荷時の状態に初期化する :

1. [ システム ] > [ 設定 ] > [ アップデート ] を選択します。

次の図に [ 設定 ] 画面のファームウェアオプションを示します。

2. [ 工場出荷時の状態に初期化する ] をクリックします。

[ 工場出荷時の状態に初期化する ] ポップアップ画面が表示されます。

3. 欄に FACTORY ( すべて大文字 ) と入力します。

4. [OK] をクリックします。

警告メールを有効にしている場合、工場出荷時の状態に初期化された後、ReadyDATA
5200 がメッセージを送信します。
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システムのシャットダウンまたは再起動

すべてのダッシュボードの画面からアクセス可能な電源アイコンを使用して、ReadyDATA
5200 の正常なシャットダウンまたは再起動を行います。

 システムを正常にシャットダウンまたは再起動する :

1. ナビゲーションバーの右上隅にある電源アイコンをクリックします。

2. ドロップダウンリストから、次のオプションのいずれかを選択します。

• シャットダウン : システムを正常にシャットダウンします。

• 再起動 : システムを正常にシャットダウンしてから再起動します。

3. 選択を確定します。

警告メールを有効にしている場合、ReadyDATA 5200 の再起動後にメッセージが送信さ  
れます。

管理者パスワードの復元

管理者パスワードを忘れてしまった場合は、次の 2 つの方法で復元することができます。

• NETGEAR のパスワード復元ツールを使用 : この Web ベースのツールは、使用する前   
に、ReadyDATA 5200 管理者パスワードの復元を有効にしておく必要があります。詳し 
くは 19 ページの管理者パスワードの設定 を参照してください。

• OS 再インストールと再起動を実行 : このプロセスでは、ReadyDATA 5200 のファーム   
ウェアを再インストールし、管理者のユーザー名とパスワードを工場出荷時の状態に初
期化します。

NETGEAR のパスワード復元ツールを使用した管理者パスワードの復元

この方法は、19 ページの管理者パスワードの設定 で説明するように、パスワード復元を有 
効にし、パスワード復元の質問、回答、およびメールアドレスが設定されている場合にのみ
使用できます。管理者パスワードの復元を有効に設定しておらず、パスワードを忘れてし
まった場合は、140 ページの OS の再インストールと再起動での管理者パスワードの復元 を  
参照してください。

 NETGEAR のパスワード復元ツールを使用して管理者パスワードを復元する :

1. https://<ReadyDATA_IP_address>/password_recovery を開きます。

<ReadyDATA_IP_address> は ReadyDATA 5200 の IP アドレスです。

ReadyDATA パスワード復元画面が表示されます。
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2. ReadyDATA 5200 で有効にしたパスワード復元のメールアドレスと質問への回答を入力  
します。

19 ページの管理者パスワードの設定  を参照してください。

3. [Recover] ( 復元 ) をクリックします。

管理者パスワードがリセットされ、新しいパスワードがパスワード復元用のメールアド
レスに送信されます

OS の再インストールと再起動での管理者パスワードの復元

このプロセスでは、システムからデータが消去されることはありませんが、管理者のユー
ザーとパスワードを工場出荷時の admin と password にリセットします。

ReadyDATA 5200 で OS の再インストールと再起動を実行する方法については、
ReadyDATA 5200 ハードウェアマニュアルを参照してください。

システムモニタリング

• システムのリアルタイムおよび履歴のモニタリング

• システム動作状況

• ディスクステータスと動作状況

• システムログ

• SNMP モニタリング

• オプション UPS のモニタリング
システムのメンテナンスとモニタリング

140



 ReadyDATA OS 1.x
システムのリアルタイムおよび履歴のモニタリング

ReadyDATA 5200 では、ボリュームスループット、ネットワークスループット、ボリューム  
利用、システム温度のステータスをグラフィック表示で確認できます。

 システムステータスグラフィックを表示・設定する :

[ システム ] > [ 概要 ] を選択します。

ダッシュボードのホーム画面が表示されます。次のステータスグラフィックは [ ハードウェ 
ア ] セクションの下にあります ( グラフィックが表示されていない場合、画面左側の見出し  
をクリックして展開します )。

• ボリューム :

ボリュームスループットグラフィックは毎秒のリードおよびライト操作の数または毎秒
の帯域幅消費量のいずれかを表示します。

- 操作 :表示するボリュームや期間はグラフィック上方のドロップダウンリストから選
択できます。グラフィックの上半分はリード ( 正の数値で表示 )、下半分はライトの 
操作 ( 負の数値で表示 ) を示します。

- 帯域幅 :表示するボリュームや期間はグラフィック上方のドロップダウンリストから
選択できます。グラフィックの上半分はリード操作によって消費された帯域幅 ( 正の 
数値で表示 )、下半分はライト操作によって消費された帯域幅 ( 負の数値で表示 ) を   
示します。

グラフィック上方のドロップダウンリストから、次の設定を調整することができます。

- ボリューム : すべてのボリュームまたは個別のボリュームを選択します。

- 操作 : 毎秒の操作の数または毎秒の帯域幅消費量のいずれかを選択します。
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- 期間 : 操作または帯域幅を測定する期間を選択します。5 分から 1 年までを選択でき   
ます。

- アップデート : グラフィックの情報を更新する頻度を選択します。5 ～ 50 秒を選択   
できます。

• ネットワーク :

ネットワークスループットのテーブルには、Tx および Rx トラフィックのネットワーク   
利用が 1 秒当たりのバイト数で表示されます。表示するネットワークやプロトコルはグ  
ラフィック上方のドロップダウンリストから選択できます。グラフィックの上半分は Rx 
トラフィック、下半分は Tx トラフィックを示します。

グラフィック上方のドロップダウンリストから、次の設定を調整することができます。

- ネットワーク : すべてのネットワークインターフェイス、個別のインターフェイス、
個別の VNIC、または個別のアグリゲーションリンクを選択します。

- プロトコル : すべてのプロトコル、または個別のプロトコル (SMB、NFS、AFP、 
HTTP、SSH、iSCSI、SNMP) を選択します。

- 期間 : ネットワーク利用を測定する期間を選択します。5 分から 1 年までを選択でき   
ます。

- アップデート : テーブルの情報を更新する頻度を選択します。5 ～ 50 秒を選択でき   
ます。

• 利用 :
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ボリューム利用グラフィックは個別のボリュームまたはすべてのボリュームが使用され
た割合を表示します。範囲は 0 ～ 100 ％です。

グラフィック上方のドロップダウンリストから、次の設定を調整することができます。

- ボリューム : すべてのボリュームまたは個別のボリュームを選択します。

- 期間 : 利用を測定する期間を選択します。5  分から 1 年までを選択できます。

- アップデート : テーブルの情報を更新する頻度を選択します。5 ～ 50 秒を選択でき   
ます。

• 温度 :

温度のグラフィックはシステム温度を摂氏で表示します。

グラフィック上方のドロップダウンリストから、次の設定を調整することができます。

- Temperature ( 温度 ) : すべての温度、システム (SYS) 温度、CPU 温度、または補助     
(AUX) 温度を選択します。

- Period (期間) :温度を測定する期間を選択します。5 分から 1 年までを選択できます。

- Update ( アップデート ) : テーブルの情報を更新する頻度を選択します。5 ～ 50 秒     
を選択できます。

システム動作状況

ReadyDATA 5200 は、ファン、温度、電源、内部エンクロージャのオプション UPS、オプ   
ション拡張ディスクアレイについての基本的なシステム動作状況の情報を提供します。

  システム動作状況を確認する :

[ システム ] > [ 情報 ] > [ 動作状況 ] を選択します。 

次の図には [ 情報 ] 画面の [ 動作状況 ] セクションのみを示します。
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ディスクステータスと動作状況

ReadyDATA 5200 は、本体および拡張ユニットにインストールされた各ディスクに関する  
ディスクステータスと動作状況の情報を提供します。

 個別のディスクに関するディスクステータスと動作状況の情報を表示する :

1. [ システム ] > [ ストレージ ] を選択します。

[ ストレージ ] 画面が表示されます。
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2. グラフィカルエンクロージャ内のディスク上にカーソルを移動させます。

ディスクステータスと動作状況がポップアップ画面に表示されます。

ほとんどの欄は一目瞭然ですが、一部は以下に説明を記載しています。

• ボリュームの状態 :NEW、ACTIVE、EXPORTED、または DESTROYED。

• ディスクの状態:AVAIL (利用可能)、ONLINE、OFFLINE、UNKNOWN または FAULTED。

• チャンネル : ディスクがインストールされているスロットです。(ReadyDATA 5200 
で、スロットは順次昇順にエンクロージャ内の下から上に、左下の 1 から右上の 12   
まで番号が付与されています。)

注意 : ディスクが故障した場合、グラフィカルエンクロージャ内に X のア  

イコンで表示されます。

システムログ

システムログメッセージをダッシュボード画面上で確認したり、ローカルコンピューターや
USB ドライブに完全なシステムログをダウンロードしたり、システム警告メールを受信した 
りすることができます。システムログでは、タイムスタンプを始め、様々なシステム管理タ
スクの状況を確認することができます。これらログは、問題が起きた場合のトラブルシュー
ティングに使われます。NETGEAR のテクニカルサポートにお問い合わせになると、担当者 
からシステムログの提示を求められることがあります。

設定に基づいて、システムログは次のようなイベントを記録します。

• 共有、LUN、スナップショットの作成または削除、クォータ超過、ディスク領域不足な
どのシステムイベント。

• ホットスワップ対応ディスクの追加および取り外し

• ディスクタイプの検出およびハードウェア統計

• 拡張ユニットの取り外しおよび追加
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• SSD の取り外しおよび追加

• 電源の取り外しおよび追加

• UPS の取り外しおよび追加

• 外付け USB デバイスの接続および取り外し

システムログでの記録に加え、次のイベントは警告 (20ページのシステム警告の設定  を参照 )    
と SNMP トラップ (147 ページの SNMP モニタリング  を参照 ) を生成します。

• ディスクエラーおよび障害

• ネットワーク接続の変更

• 電源障害

• UPS 障害

• ファン速度異常およびファン故障

• CPU および内部温度異常

 システムログを表示・管理する :

[ システム ] > [ 情報 ] > [ ログ ] を選択します。

次の図には [ 情報 ] 画面の [ ログ ] セクションのみを示します。

ログのダウンロード、画面上のログの消去、ログの設定ができます。

• ログのダウンロード : [Download Logs] (ログをダウンロードする ) ボタンをクリックし    
てすべてのログファイルを圧縮ファイル (.zip) でブラウザーの既定のダウンロード先に  
ダウンロードします。圧縮ファイルのデフォルトの名前は System_log_<host name>.zip  
で、<host name> は ReadyDATA 5200 のホスト名です (23 ページのホスト名の設定を参    
照 )。

• ログの消去 : [Clear Logs] ( ログを消去する ) ボタンをクリックします。画面上のログの    
エントリが消去されますが、ログファイルはそのまま残ります。
システムのメンテナンスとモニタリング
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• ログの設定 : [ 記録 ] の下で、どのメッセージレベルとカテゴリを記録するかを選択しま  
す。これらの選択はシステムログ、警告、SNMP トラップ、ダッシュボード画面上のメッ 
セージに影響します。

- メッセージレベル : デフォルトでは、[ エラー ]、[ 警告 ]、[ 情報 ] のチェックボック 
スが選択されており、エラー、警告、情報のメッセージが記録されます。任意のチェッ
クボックスの選択を解除できます。

- メッセージカテゴリ : デフォルトでは、すべてのカテゴリが記録されます。ドロップ
ダウンリストから、[ システム ]、[ ディスク ]、[ ボリューム ]、[ 共有 ]、[ アカウン
ト ]、[ その他 ] の個別のカテゴリのみを選択できます。

画面の左下にあるナビゲーションボックスを使用して画面上にほかのメッセージを表示し
ます。

SNMP モニタリング

ReadyDATA 5200 のリモートモニタリングには、HP 社の OpenView や CA 社の Unicenter    
等の SNMP 管理システムを使用します。(SNMP による管理はサポートされていません。)   
SNMP ホストに送信可能なメッセージのタイプについての情報は、ReadyDATA 5200 前のセ  
クションを参照してください。

SNMP および SNMP ホストの構成方法についての詳細は、41 ページの SNMP の設定を参    
照してください。

NETGEAR SNMP MIB をご利用の SNMP クライアントアプリケーションにインポートする    
ことができます。この MIB は、お買い上げの本体に付属のインストール CD に含まれていま    
す。また、MIB は http://support.netgear.com （英語）からダウンロードすることもできます。

オプション UPS のモニタリング

NETGEAR は、ReadyDATA 5200 を UPS ( 無停電電源装置 ) に接続し、電源が故障した際に    
データロスから保護することを推奨します。

警告メールを有効にしている場合、UPS のステータスに変更があると、ReadyDATA 5200  
がメッセージを送信します。例えば、電源の不具合で UPS がバッテリーモードになったり、  
バッテリー残量が少ない時などは、メールでメッセージを受信します。バッテリー残量が少
なくなった場合、ReadyDATA 5200 システムは自動的に終了し、電源を切ります。
システムのメンテナンスとモニタリング
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7
7   バックアップ、複製、リカバリ
この章では、バックアップおよびリカバリ用のスナップショットの構成方法、および 2 つの  
ReadyDATA 5200 ストレージシステム間の複製の構成方法を説明します。次の内容が含まれま  
す。

• 共有と LUN のスナップショットの管理

• ReadyDATA 5200 から接続デバイスへのデータ復元

• 2 つ以上のシステム間における複製とリカバリの管理
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共有と LUN のスナップショットの管理

• 自動および手動スナップショット

• スナップショットの特定と管理

• スナップショットのスケジュール変更

ReadyDATA 5200 は、ロールバック ( 共有や LUN を古いバージョンで置換 ) またはクロー    
ン ( 新しい独立した共有または LUN の作成 ) が可能なスナップショットを通して共有と    
LUN に保護を提供することができます。

厳密には、スナップショットはバックアップではありません。スナップショットは共有また
は LUN 上のデータへの参照を含んでいます。しかし、スナップショットからデータを復元  
することができるため、実用上スナップショットはバックアップとして機能します。

スナップショットはボリュームレベルではなく、共有および LUN レベルで作成されます。保  
護したい各共有および LUN について、どのくらいの間隔でスナップショットを作成するか  
を指定する必要があります。スナップショットは作成元の共有または LUN と同じボリュー  
ムに配置されます。

スナップショットと常時複製 (160 ページの 2 つ以上のシステム間における複製とリカバリ  
の管理を参照 ) の両方を構成すると、常時保護されるようになります。

スナップショットで次のことができます。

• 利用可能なストレージスペースに応じて、数の制限なくスナップショットを保持できます。

• 個々のスナップショットは簡単に削除できます。

• どのくらいの間隔で ( 毎時、毎日、毎週 ) 自動スナップショットを作成するかを構成で  
きます。

• 自動スナップショットは簡単に変更したり無効にすることができます。

• いつでも手動でスナップショットを作成できます。

重要 :

ボリューム上の利用可能なストレージスペースが減少して 200 GB 未満  

になると、最も古い自動スナップショットが自動的に削除され、利用可

能なストレージスペースを 200 GB 以上に回復します。手動スナップ   

ショットは自動的に削除されません。

保護が利用可能になると、[ 共有と LUN] 画面の共有と LUN にスナップショット数と保護日    
数が表示されます。
バックアップ、複製、リカバリ
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図 7 

注意 : ネットワーク接続デバイスからスナップショットにアクセス可能に

するには、共有の [ プロパティ ] の [ 保護 ] セクションで [ スナップ     

ショットへのアクセスを許可する ] チェックボックスを選択する必 

要があります。詳しくは 73 ページの共有のプロパティの表示と変
更 を参照してください。

自動および手動スナップショット

共有または LUN を作成するとき ( または共有または LUN のプロパティを変更するとき )、毎   
時、毎日、毎週のスナップショットで連続かつ自動的な保護を選択することができます。

• 共有の自動スナップショットの構成について詳しくは、71 ページの共有の作成を参照し
てください。

• LUN の自動スナップショットの構成について詳しくは、93 ページの LUN の作成を参照  
してください。

手動スナップショットは [ 共有と LUN] 画面または [ スナップショット ] 画面から作成でき    
ます。

 [ 共有と LUN] 画面から手動で共有または LUN のスナップショットを作成する :

1. [ 共有と LUN] を選択します。

2. データセットボタン (4 つのキューブのボタン ) をクリックします。

[ 共有と LUN] 画面が表示されます。
バックアップ、複製、リカバリ
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3. 手動スナップショットを作成したい共有または LUN をクリックして選択します。

選択した共有または LUN の色が紫色になります。

4. 共有または LUN を右クリックします。

ポップアップメニューが表示されます。下図では、共有のポップアップメニューが左側
に、LUN のポップアップメニューが右側に表示されています。

5. [ スナップショットの作成 ] を選択します。

[ 新しいスナップショット ] ポップアップ画面が表示されます。

6. スナップショットの名前を入力します。

7. [ 作成 ] をクリックします。

スナップショットが作成されます。
バックアップ、複製、リカバリ
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 [ スナップショット ] 画面から手動で共有または LUN のスナップショットを作成する :

1. [ 共有と LUN] を選択します。

2. スナップショットボタン ( 時計が付いたボタン ) をクリックします。

[ スナップショット ] 画面が表示されます。

3. 画面の左側で、手動スナップショットを作成したい共有または LUN をクリックして選択  
します。

選択した共有または LUN の色が紫色になります。

4. 共有または LUN を右クリックします。

5. [ スナップショットを作成する ] を選択します。

[ 新しいスナップショット ] ポップアップ画面が表示されます。

6. スナップショットの名前を入力します。

7. [ 作成 ] をクリックします。

スナップショットが作成されます。
バックアップ、複製、リカバリ
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スナップショットの特定と管理

自動または手動スナップショットを作成すると、次のオプションが利用できます。

• ロールバック : データセット（共有または LUN）をスナップショットにロールバックす 
ることで、データセットを前のバージョンに置き換えます。そのスナップショットがそ
のデータセットになります。ロールバックに使用されたスナップショットより後に作成
されたすべてのスナップショットは破棄されます。

• クローン : スナップショットをコピーして新しい独立したデータセット ( すなわち、新し 
い共有または LUN) にします。オリジナルのデータセットと新しい独立したデータセッ  
ト間の共通のデータが共有されるため、ストレージが効率的に扱われます。

 特定のスナップショットを見つけて管理する :

1. [ 共有と LUN] を選択します。

2. スナップショットボタン ( 時計が付いたボタン ) をクリックします。

[ スナップショット ] 画面が表示されます。

画面の左側に共有と LUN が表示されます。

3. 共有または LUN をクリックして選択します。
バックアップ、複製、リカバリ
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4. タイムラインでスナップショットを見つけます。

スナップショットは紫色のコンテナで表示されます。

5. 縦横のスライダーを調整します。

• タイムラインの右側にある縦方向のスライダーを必要に応じて調整し、タイムライン
を年単位で表示したり ([+] ボタンをクリック )、タイムラインを時間単位に制限した  
り ([-] ボタンをクリック ) することができます。

• タイムラインの下方にある横方向のスライダーを必要に応じて調整し、時間を先に進
めたり ( 右側に移動 ) または時間を戻したり ( 左側に移動 ) することができます。

注意 : 前の画面でスナップショットは表示されていませんが、これは 
12:00–12:50 の時間内に作成されていないためです。

ヒント： [ スナップショット ] 画面中央の共有または LUN 名の下にある時計   

のアイコンをクリックします。カレンダーのポップアップ画面が表

示され、希望の月と日付にジャンプできます。
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6. スナップショットを右クリックします。

[ スナップショット ] ポップアップメニューが開きます。

7. 次のメニューオプションのいずれかを選択します。

• ロールバック : 共有または LUN を選択されたスナップショットにロールバックする  
ことで共有または LUN を前のバージョンに置き換えます。ポップアップ画面が表示  
されます。

[ はい ] をクリックして決定を確定します。

警告 :

ロールバックは注意が必要なプロセスです。選択されたスナップショッ

トより後に作成されたすべてのスナップショットは破棄されます。

• 削除 :選択されたスナップショットを削除します。ポップアップ画面が表示されます。

[ はい ] をクリックして決定を確定します。

• クローン:選択されたスナップショットをコピーして新しい独立した共有または LUN 
にします。ポップアップ画面が表示されます。

a. [ 名 ] の欄に共有または LUN の新しい名前を入力します。

b. [ 適用 ] をクリックします。
バックアップ、複製、リカバリ
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注意 : クローンされたスナップショットが新しい共有または LUN として [ 共    
有と LUN] 画面に追加されます。新しい共有はすぐにユーザーのアクセスが可  
能になります。新しい LUN にユーザーがアクセスできるようにするには、先  
に LUN グループに追加する必要があります。

ロールバックおよびクローンについて詳しくは、153 ページのこのセクションの導入部を 
参照してください。

スナップショットのスケジュール変更

共有 (71 ページの共有の作成を参照 ) または LUN (93 ページの LUN の作成  を参照 ) を作成    
するとき、あるいは共有または LUN のプロパティを変更するとき、自動スナップショット  
を有効にできます。自動スナップショットを作成する頻度に応じて、スナップショットが毎
正時 ( 毎時のスナップショット )、午前零時 ( 毎日のスナップショット )、または金曜日の午  
前零時 ( 毎週のスナップショット ) に作成されます。

スナップショットが作成されるとき、共有または LUN は短い間ロックされます ( ロック期   
間と呼ばれます )。ロック期間は別の時間に変更することができます。

 ロック期間のスケジュールを変更する :

1. [ 共有と LUN] を選択します。

2. スナップショットボタン ( 時計が付いたボタン ) をクリックします。

[ スナップショット ] 画面が表示されます。
バックアップ、複製、リカバリ
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画面の左側に共有と LUN が表示されます。

3. 共有または LUN をクリックして選択します。

4. タイムラインからスナップショットを見つけます。

スナップショットは紫色のコンテナで表示されます。

ロック期間は舵輪で表示されます。

5. 必要に応じてスライダーを調整します。

• タイムラインの右側にある縦方向のスライダーを調整し、タイムラインを年単位で表
示したり ([+] ボタンをクリック )、時間単位で表示したり ([-] ボタンをクリック ) す     
ることができます。
バックアップ、複製、リカバリ
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• タイムラインの下方にある横方向のスライダーを調整し、時間を先に進めたり ( 右側 
に移動 ) または時間を戻したり ( 左側に移動 ) することができます。

注意 : 前の画面でスナップショットは表示されていませんが、これは 
12:00–12:50 の時間内に作成されていないためです。

6. 現在のロック期間を見つけたら、舵輪をクリックします。

現在のロック期間は 6:05 PM
バックアップ、複製、リカバリ
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7. 時間軸の下のカーソルを新しい場所に移動させます。

8. 新しい場所をクリックして新しいロック期間を設定します。

ReadyDATA 5200 から接続デバイスへのデータ復元

• スナップショットからネットワーク接続デバイスへのデータ復元

• スナップショットから iSCSI 接続デバイスへのデータ復元

ユーザーは任意のバックアップアプリケーションを使用してネットワーク接続デバイスか
ら ReadyDATA 5200 の共有に、または iSCSI 接続デバイスから LUN にデータをバックアッ    
プし、 共有または LUN 上のバックアップされたデータにアクセスすることができます。

データをバックアップしていないユーザーも、ReadyDATA 5200 のスナップショットの利用  
可能なデータへのアクセスを許可すれば、データ損失から保護されます。スナップショット
へのアクセスは、ユーザーが使用する接続デバイスのタイプによって異なります。

スナップショットからネットワーク接続デバイスへのデータ
復元

ユーザーのネットワーク接続デバイスからスナップショットにアクセス可能にするには、共
有の [ プロパティ ] の [ 保護 ] セクションで [ スナップショットへのアクセスを許可する ]   
チェックボックスを選択する必要があります。詳しくは 73 ページの共有のプロパティの表
示と変更 を参照してください。

スナップショットを有効にした後は、ネットワーク接続デバイスを使用するユーザーはそれ
ぞれのアクセス権限に従い、ReadyDATA 5200 上の共有にあるスナップショットにアクセス  
できます。

共有に対するリード / ライトアクセス権限を持つユーザーであれば、データ復元は簡単なプ
ロセスです。共有内のスナップショットのサブフォルダーをクリックすると、その共有で利
用可能なすべてのスナップショットにアクセスできます。ユーザーはスナップショット中で
利用可能なデータを探し、必要なファイルまたはフォルダーを復元することができます。

共有にアクセスする方法についての詳細は、109 ページのネットワーク接続デバイスから共
有へのアクセスを参照してください。

新しいロック期間は 6:45 PM
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スナップショットから iSCSI 接続デバイスへのデータ復元

厳密に言うと、iSCSI 接続デバイス経由で ReadyDATA 5200 にアクセスするユーザーは、ス    
ナップショットにアクセスできません。しかし、スナップショットのクローンを作成して新
しい独立した LUN にした上で、その LUN をユーザーがアクセスできるグループに追加する    
ことができます。

スナップショットのクローンを作成して LUN にする操作は、そのクローンに追加のデータ  
が書き込まれない限り、追加のストレージ領域を消費せずに即時に処理されます。追加のス
トレージ領域が消費されないため、スナップショットのクローン作成は非常に効率的です。

LUN グループ内の LUN に対するリード /ライトアクセス権限を持つユーザーであれば、デー   
タ復元は簡単なプロセスです。新しい LUN をクリックし、その LUN 中で利用可能なデータ    
を探して、必要なファイルまたはフォルダーを復元することができます。

 スナップショットのクローンを作成して新しい LUN とし、その LUN を iSCSI 接続デバイス    
に対して利用可能にする :

1. スナップショットのクローンを作成します。

153 ページのスナップショットの特定と管理を参照してください。

2. 新しい独立した LUN を LUN グループに追加します。

103 ページの LUN の LUN グループへの割り当てを参照してください。

3. 新しい LUN を初期化し、フォーマットしてそれを新しいディスクドライブとしてアクセ  
ス可能にします。

113 ページの iSCSI イニシエーターを使用した iSCSI 接続デバイスのアクセス設定の手   
順のステップ 15 からステップ 17 までを参照してください。

2 つ以上のシステム間における複製とリカバリの管理

• 複製とは

• ReadyDATA Replicate へのアクセスとシステムの登録

• 定期複製のスケジュール設定

• 常時複製の構成

• データの復元

• ネットワークの表示

• ジョブの表示

• ジョブのモニタリング

• ジョブレポートの実行

ReadyDATA 5200 は高度なスナップショット機能によってバックアップとリカバリの操作  
をサポートします。スナップショットについては、149ページの共有と LUN のスナップショッ  
トの管理を参照してください。複製は 2 台の ReadyDATA 5200 ストレージシステム間で共    
有および LUN をミラーリングすることができます。
バックアップ、複製、リカバリ
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複製とは

複製機能は ReadyDATA 5200 に組み込まれており、別途複製アドオンをインストールする   
必要はありません。ボタンをクリックするだけで複製を有効にすることができます。ただし、
NETGEAR ReadyDATA Replicate™ ソフトウェアアプリケーションにアクセスして、その管   
理コンソールを使用し、複製の設定を構成する必要があります (162 ページの ReadyDATA 
Replicate へのアクセスとシステムの登録を参照 )。

ReadyDATA Replicate は 2 種類の複製をサポートします。

• 定期複製 
このタイプの複製は時計に基づいて行われます。データは 1 時間に 1 回～月に 1 回まで、    
ユーザーのスケジュール設定に基づいて定期的に複製されます。この構成は選択された
期間中に行われた変更を収集し、複製スケジュールに従ってそれらを複製します。

• 常時複製 
このタイプの複製はソースシステムで行われるアクティビティに基づいて行われます。
データは複製先のデバイスに常時複製されます。ソースシステム上で新しいブロックが
書き込まれると、それらがすぐに複製先のシステムに送信されます。災害の発生時も、
可能な限り最新のデータがもう 1 つの場所に複製されています。最適な保護を実現する  
には、定期複製より常時複製を使用します。

複製は個別の共有または LUN に対してのみ構成できます。つまり、システムレベルで複製  
を構成することはできません。複製のソースとして共有または LUN を選択し、そしてリモー  
トシステム上のボリュームを複製先として選択します。

複製プロセスは、特殊な非表示のスナップショットに含まれる情報を利用し、どのブロック
ベースのデータをシステム間で移動させる必要があるかを判断する時間を最短にします。こ
れら非表示のスナップショットは、通常の手動で作成する、または自動作成の設定により作
成されるスナップショットとは異なります。

不完全な非表示のスナップショットの複製は、障害が発生したところから再開されます。つ
まり、200MB のスナップショットの 90 ％の複製が完了したところで障害が発生した場合、   
複製は 90 ％完了したところから再開され、残りの 20 MB が複製されます。

指定の複製先 IP アドレスを使用しない場合、インターネット経由で複製されるデータは安  
全性向上のため自動的に暗号化されます。

複製関係にあるソースと複製先の両方のシステムで複製のステータスがレポートされ、レ
ポートには転送されるスナップショットの保持期間と転送されるデータのサイズが含まれ
ます。例えば、50 MB のスナップショットが複製の一部としてリモートシステムに転送され  
る 20 秒前に作成された場合、レポートされるステータスは、ターゲットが 50 MB / ソース    
から 20 秒遅れ、のようなステータスメッセージとなります。

詳しくは、ReadyDATA ウェブサイト (www.netgear.com/readydata) からご利用いただける   
ホワイトペーパー Building Backup-to-Disk and Disaster Recovery Solutions with the    
ReadyDATA 5200 ( 英語 ) を参照してください。
バックアップ、複製、リカバリ
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ReadyDATA Replicate へのアクセスとシステムの登録

NETGEARReadyDATA Replicate は、シンプルで信頼性の高い複製ソリューションを提供す  
るオンラインアプリケーションで、ビジネスデータをダウンタイムや災害から保護します。

ReadyDATA Replicate を使用して、ある ReadyDATA 5200 から別の ReadyDATA 5200 に    
データを複製し、復元することができます。集中化されたウェブポータルを使用して、複数
の場所にある ReadyDATA 5200 システムを操作する複製および復元のタスクを作成、管理、   
モニタリングすることができます。

ReadyDATA 5200 は複製機能を提供します。複製機能のために ReadyDATA 5200 に何もイ    
ンストールする必要はありません。ただし、ReadyDATA Replicate にアクセスする前に  
ReadyDATA リモート ID を作成する必要があります。

注意 : ReadyDATA Replicate にアクセスするためにライセンスは不要です。

 ReadyDATA Replicate にアクセスしてシステムを登録する :

1. https://readydata.netgear.com を開きます。

アクセス画面が表示されます。

2. ( オプション ) リモート ID とパスワードをまだお持ちでない場合は、[Join Now] ( 今す     
ぐ参加 ) リンクをクリックして作成します。

3. リモート ID とパスワードを使用してサインインします。

ReadyDATA Replicate の [Network] 画面が表示されます。
バックアップ、複製、リカバリ
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4. 複製用に登録しようとしている ReadyDATA 5200 で、ダッシュボードを開きます。

5. [ システム ] > [ 設定 ] > [ サービス ] を選択して [ サービス ] セクションを開きます。ファ    
イル共有プロトコルが [ 設定 ] 画面に表示されています。

次の図に [ 設定 ] 画面の上部のみを示します。

6. [Replicate] をクリックします。

[ 設定の複製 ] ポップアップ画面が表示されます。

7. [ 複製を有効にする ] チェックボックスを選択します。
バックアップ、複製、リカバリ
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8. 次の設定を入力します。

• [ ユーザー名 ] の欄に、ステップ 3 で使用した ReadyDATA Replicate アプリケーショ    
ンにアクセスするために使用するリモート ID を入力します。

• [ パスワード ] の欄に、ステップ 3 で使用した ReadyDATA Replicate アプリケーショ    
ンにアクセスするために使用するパスワードを入力します。

9. [ 適用 ] をクリックします。

10. 別の ReadyDATA 5200 を登録するには、ステップ 4 からステップ 9 を繰り返します。

ReadyDATA 5200 システムを登録後、そのシステムが ReadyDATA Replicate の [Network]    
画面に表示されます。

[Network] 画面を表示するには、左側の [Views] ( ビュー ) メニューから [Network] ( ネッ    
トワーク ) を選択します。

注意 : ReadyDATA 5200 を表示させるために、Replicate Network 画面右上隅     
にある [Refresh] ( 更新 ) をクリックする必要がある場合があります。
バックアップ、複製、リカバリ
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定期複製のスケジュール設定

少なくとも 2 台の ReadyDATA 5200 システムを ReadyDATA Replicate に登録した後、一方    
の ReadyDATA 5200 から他方への共有または LUN 複製のスケジュールを設定できます。

警告 :

登録済みの ReadyDATA 5200 で複製を無効にすると、そのシステムは   

ReadyDATA Replicate から登録が抹消され、複製ジョブは削除されま  

す。複製ジョブを登録済みの ReadyDATA 5200 で複製が有効にされて   

いることを確認してください。

 共有または LUN の定期複製のスケジュールを設定する :

1. https://readydata.netgear.com を開きます。

アクセス画面が表示されます。
バックアップ、複製、リカバリ
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2. リモート ID とパスワードを使用してサインインします。

ReadyDATA Replicate の [Network] 画面が表示されます。

3. 左側の [Tools] (ツール) メニューから、[Scheduled Replicate] (定期複製) を選択します。

[Scheduled Replicate] の最初の画面が表示されます。
バックアップ、複製、リカバリ
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4. 次の表に従って設定します。

5. 画面右下で、[Next] ( 次へ ) をクリックします。

[Scheduled Replicate] の 2 つ目の画面が表示されます。

アイテム 説明

Name ( 名前 ) 複製のデフォルトの名前をそのまま使用するか、別の名前に書き換えます。

Replicate From ( 複製元 ) [Replicate From] ( 複製元 ) ドロップダウンリストから、共有または LUN の複     
製元、つまりソースシステムとする ReadyDATA 5200 を選択します。

その後次の選択を行います。

1. その共有または LUN があるボリュームを選択します。

2. そのボリュームをダブルクリックします。

3. 共有または LUN を選択します。

Save To ( 保存先 ) [Save To] ( 保存先 ) ドロップダウンリストから、共有または LUN の保存先、つ     
まり複製先のシステムとする ReadyDATA 5200 を選択します。

その後、共有または LUN の複製先とするボリュームを選択します。
バックアップ、複製、リカバリ
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6. 2 つ目の画面で、次の表に従って設定します。

アイテム 説明

New data set name  
( 新規データセット名 )

複製先の共有または LUN の名前を入力します。

Advanced Settings for Data Transmission ( データ転送に関する詳細設定 )

Compression ( 圧縮 ) データ転送中にデータ圧縮を有効にするときはこのチェックボックスを選択し
ます。その後圧縮率を構成します。デフォルトで圧縮は無効になっています。

注意 :  データが転送された後、データはソースの共有または LUN ですでに圧
縮されていた場合を除き、圧縮された状態で保存されません。

Compression Ratio  
( 圧縮率 )

ドロップダウンリストから選択して圧縮率を選択します。
1 ～ 10、無制限を選択できます。例えば、5 はデータが 5    
倍に圧縮されます。

Encryption ( 暗号化 ) 暗号化を有効にするときはこのチェックボックスを選択します。デフォルトで
は暗号化は無効になっています。

注意 :  NETGEAR は機密性の高いデータの暗号化を推奨します。

注意 :  指定の複製先 IP アドレスを使用しない場合、インターネット経由で複
製されるデータは安全性向上のため自動的に暗号化されます。[Encryption] 
( 暗号化 ) チェックボックスを選択すると、インターネット経由で複製される
データは 2 回暗号化されることになります。

Deduplication (重複除外 ) データ転送中に重複除外を有効にするときはこのチェックボックスを選択しま
す。重複除外は、冗長なデータの転送を防止し、データ転送の速度を向上します。

注意 :  データが転送された後、データはソースの共有または LUN ですでに重
複除外されていた場合を除き、重複除外された形式で保存されません。

Explicit Destination IP 
Address ( 指定の複製先 
IP アドレス )

ReadyDATA Replicate は、ソースと複製先システム間の通信用の物理イーサ  
ネットインターフェイスと VNIC を自動的に選択します。複製先システムで特  
定のインターフェイスを使用したい場合、その IP アドレスを指定する必要があ  
ります。

特定のインターフェイスを指定するには、このチェックボックスを選択して指
定の複製先 IP アドレスを有効にします。その後 IP アドレスを構成します。

注意 :  ソースと複製先がファイアウォールで保護されている場合、ポート転
送を設定する必要があります。

注意 :  指定の複製先 IP アドレスを使用する場合、インターネット経由で複製
されるデータは自動的に暗号化されません。暗号化を有効にするときは 
[Encryption] ( 暗号化 ) チェックボックスを選択する必要があります。

IP Address  
(IP アドレス )

複製先システムのインターフェイスの IP アドレスを入力  
します。アドレスには自動的にポート番号 6819 が付され  
ます。
バックアップ、複製、リカバリ
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7. 画面右下で、[Next] ( 次へ ) をクリックします。

[Scheduled Replicate] の 3 つ目の画面が表示されます。

8. 3 つ目の画面で、次の表に従って設定します。

アイテム 説明

Effective from ( 発効日 ) この欄は情報提供のためのみに表示されています。複製スケジュールが有効に
なる日付を示します。

Repeat ( 繰り返し ) [Repeat] ( 繰り返し ) のドロップダウンリストから、複製をどのように繰り返す  
かを選択します。

• Hourly ( 毎時 ):[Starting at] ( このときから開始 ) メニューから、分を選択し
ます。

• Daily ( 毎日 ):[Starting at] ( このときから開始 ) メニューから、時間と分を選
択します。

• Every weekday ( 毎平日 ): このオプションは土日が除外されます。[Starting 
at] ( このときから開始 ) メニューから、時間と分を選択します。

• Monthly ( 毎月 ):[Starting at] ( このときから開始 ) メニューから、時間と分を
選択し、月の日付を選択します。

• Custom ( カスタム ): 毎時、毎日、毎週、毎月のオプションで複製パターン
をカスタマイズします。画面は選択されたオプションに従って変わります。
バックアップ、複製、リカバリ
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9. 画面右下で、[Next] ( 次へ ) をクリックします。

[Scheduled Replicate] の 4 つ目の画面が表示されます。

この画面には、設定された複製スケジュールの概要が表示されます。スケジュールを変
更する必要があるときは、[Back] ( 戻る ) をクリックします。

Starting at  
( このときから開始 )

[Starting at] ( このときから開始 ) メニューから、複製を開始する時間を選択しま   
す。オプションは [Repeat] ( 繰り返し ) ドロップダウンリストからの選択によっ   
て異なります。

• [Hourly] ( 毎時 ) のオプションでは、15 分、30 分または 45 分を選択します。

• [Daily] ( 毎日 )、[Every Weekday] ( 毎平日 )、[Monthly] ( 毎月 ) のオプション
には、1 ～ 23 時の 15 分、30 分または 45 分を選択します。

on ( 日付 ) [Repeat] ( 繰り返し ) ドロップダウンリストの [Monthly] ( 毎月 ) のオプションの     
み、1 ～ 30 から複製を開始する日付を選択します。

アイテム 説明
バックアップ、複製、リカバリ

170



 ReadyDATA OS 1.x

    
10. [Apply] ( 適用 ) をクリックします。

[Jobs] ( ジョブ ) 画面が表示され、作成された複製が表示されます。

常時複製の構成

注意 : 完全な災害復旧のためには、各個別の共有および LUN に常時複製  

を構成します。

警告 :

登録済みの ReadyDATA 5200 で複製を無効にすると、そのシステムは   

ReadyDATA Replicate から登録が抹消され、複製ジョブは削除されま  

す。複製ジョブを登録済みの ReadyDATA 5200 で複製が有効にされて   

いることを確認してください。

少なくとも 2 台の ReadyDATA 5200 システムを ReadyDATA Replicate に登録した後、一方    
の ReadyDATA 5200 から他方への共有または LUN 複製のスケジュールを設定できます。
バックアップ、複製、リカバリ
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 共有または LUN の常時複製のスケジュールを設定する :

1. https://readydata.netgear.com を開きます。

アクセス画面が表示されます。

2. リモート ID とパスワードを使用してサインインします。

ReadyDATA Replicate の [Network] 画面が表示されます。
バックアップ、複製、リカバリ
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3. 左側の [Tools] (ツール) メニューから、[Continuous Replicate] (常時複製) を選択します。

[Continuous Replicate] の最初の画面が表示されます。

4. 次の表に従って設定します。

アイテム 説明

Name ( 名前 ) 複製スケジュールのデフォルトの名前をそのまま使用するか、別の名前に書き
換えます。

Replicate From ( 複製元 ) [Replicate From] ( 複製元 ) ドロップダウンリストから、共有または LUN の複製     
元、つまりソースシステムとする ReadyDATA 5200 を選択します。

その後次の選択を行います。

1. その共有または LUN があるボリュームを選択します。

2. そのボリュームをダブルクリックします。

3. 共有または LUN を選択します。

Save To ( 保存先 ) [Save To] ( 保存先 ) ドロップダウンリストから、共有または LUN の保存先、つ     
まり複製先のシステムとする ReadyDATA 5200 を選択します。

その後、共有または LUN の複製先とするボリュームを選択します。
バックアップ、複製、リカバリ
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5. 画面右下で、[Next] ( 次へ ) をクリックします。

[Continuous Replicate] の 2 つ目の画面が表示されます。

6. 2 つ目の画面で、次の表に従って設定します。

アイテム 説明

New data set name  
( 新規データセット名 )

複製先の共有または LUN の名前を入力します。

Advanced Settings for Data Transmission ( データ転送に関する詳細設定 )

Compression ( 圧縮 ) データ転送中にデータ圧縮を有効にするときはこのチェックボックスを選択し
ます。その後圧縮率を構成します。デフォルトで圧縮は無効になっています。

注意 :  データが転送された後、データはソースの共有または LUN ですでに圧
縮されていた場合を除き、圧縮された状態で保存されません。

Compression Ratio 
( 圧縮率 )

ドロップダウンリストから選択して圧縮率を選択します。
1 ～ 10、無制限を選択できます。例えば、5 はデータが 5    
倍に圧縮されます。

Encryption ( 暗号化 ) 暗号化を有効にするときはこのチェックボックスを選択します。デフォルトで
暗号化は無効になっています。

注意 :  NETGEAR は機密性の高いデータの暗号化を推奨します。

注意 :  指定の複製先 IP アドレスを使用しない場合、インターネット経由で複
製されるデータは安全性向上のため自動的に暗号化されます。[Encryption] (
暗号化 ) チェックボックスを選択すると、インターネット経由で複製される
データは 2 回暗号化されることになります。
バックアップ、複製、リカバリ
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7. 画面右下で、[Next] ( 次へ ) をクリックします。

[Continuous Replicate] の 3 つ目の画面が表示されます。

この画面には、複製構成の概要が表示されます。スケジュールを変更する必要があると
きは、[Back] ( 戻る ) をクリックします。

Deduplication (重複除外 ) データ転送中に重複除外を有効にするときはこのチェックボックスを選択しま
す。重複除外は、冗長なデータの転送を防止し、データ転送の速度を向上します。

注意 :  データが転送された後、データはソースの共有または LUN ですでに重
複除外されていた場合を除き、重複除外された形式で保存されません。

Explicit Destination IP 
Address ( 指定の複製先 
IP アドレス )

ReadyDATA Replicate は、ソースと複製先システム間の通信用の物理イーサ  
ネットインターフェイスと VNIC を自動的に選択します。複製先システムで特  
定のインターフェイスを使用したい場合、その IP アドレスを指定する必要があ  
ります。

特定のインターフェイスを指定するには、このチェックボックスを選択して指
定の複製先 IP アドレスを有効にします。その後 IP アドレスを構成します。

注意 :  ソースと複製先がファイアウォールで保護されている場合、ポート転
送を設定する必要があります。

注意 :  指定の複製先 IP アドレスを使用する場合、インターネット経由で複製
されるデータは自動的に暗号化されません。暗号化を有効にするときは 
[Encryption] ( 暗号化 ) チェックボックスを選択する必要があります。

IP Address  
(IP アドレス )

複製先システムのインターフェイスの IP アドレスを入力  
します。アドレスには自動的にポート番号 6819 が付され  
ます。

アイテム 説明
バックアップ、複製、リカバリ
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8. [Apply] ( 適用 ) をクリックします。

[Jobs] ( ジョブ ) 画面が表示され、作成した複製が表示されます。

データの復元

常時複製構成で、ソースシステムでデータが失われた、またはソースシステムが改ざんされ
た後、データの復元に特別な手順は必要ありません。

ソースシステム上の各個別の共有と LUN に対して常時複製を構成すると、複製先にあるす  
べてのデータが利用可能になります。複製先の共有または LUN へのアクセスをユーザーに  
提供するだけです。

ソースシステムが修復され、再びオンラインになると、複製先のシステムからソースシステ
ムにデータを複製する逆複製を構成するオプションを利用できます。
バックアップ、複製、リカバリ
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ネットワークの表示

[Network] ( ネットワーク ) 画面には複製に登録されているすべてのシステムとそのステータ  
スがグラフィック表示されます。

システムをダブルクリックすると、ホスト名とシステム上のボリュームが表示されます。ボ
リュームをダブルクリックすると、そのボリューム上の共有と LUN が表示されます。

[Network] ( ネットワーク ) 画面の下のパネルには次の情報が表示されます。

• ホスト名

• システムがオンラインの場合、ReadyDATA ファームウェアバージョン システムがオフ  
ラインの場合、[Offline] ( オフライン ) と表示されます。

• デバイスのモデル

• デバイス上の空き領域

• デバイス上の全ボリュームの合計サイズ

• デバイス上の全ボリュームの合計使用領域

画面の情報を更新するときは、右上の [Refresh] ( 更新 ) をクリックします。
バックアップ、複製、リカバリ
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ジョブの表示

[Jobs] ( ジョブ ) 画面には構成済みの複製ジョブが表示され、ジョブの無効化と削除ができ  
ます。

 ジョブを無効にする、または再度有効にする :

ジョブの左側にある赤いアイコン ( 停止のマーク ) をクリックします。ジョブを再度有効に  
するには、この赤いアイコンを再度クリックします。

 ジョブを削除する :

ジョブの左側にある青いアイコン (X) をクリックします。

 ジョブのテーブルを整理してジョブをグループ分けする :

テーブルの列見出しの右側のドロップダウンリストをクリックします。次のことができます。

• ジョブを昇順で並べ替える

• ジョブを降順で並べ替える

• テーブルの列見出しの項目の表示 / 非表示を変更する

テーブルの情報を更新するときは、右上の [Refresh] ( 更新 ) をクリックします。
バックアップ、複製、リカバリ
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ジョブのモニタリング

[Monitor] ( モニタリング ) 画面には、[Pending] ( 待機中 ) ジョブと [Active] ( アクティブ ) ジョ   
ブのステータスが表示されます。[Active] ( アクティブ ) ジョブは現在実行中のジョブです。  
[Pending] ( 待機中 ) ジョブは次に実行されるスケジュール設定された複製ジョブです。スケ  
ジュール設定された複製ジョブをすぐに実行したり、アクティブなジョブをキャンセルした
りすることもできます。常時複製ジョブは常にアクティブなジョブです。

 ジョブをすぐに実行する :

ジョブの左側にある青いアイコン ( 矢印 ) をクリックします。
バックアップ、複製、リカバリ
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 実行中のジョブの詳細を表示する :

ジョブの右側のステータスバーで [>] アイコンをクリックします。ステータスバーが展開さ  
れ、ジョブについての詳細情報が表示されます。

 実行中のジョブをキャンセルする :

ステータスバーの右側にある [Cancel] ( キャンセル ) をクリックします。

 ジョブのテーブルを整理してジョブをグループ分けする :

テーブルの列見出しの右側のドロップダウンリストをクリックします。次のことができます。

• ジョブを昇順で並べ替える

• ジョブを降順で並べ替える

• テーブルの列見出しの項目の表示 / 非表示を変更する

テーブルの情報を更新するときは、右上の [Refresh] ( 更新 ) をクリックします。
バックアップ、複製、リカバリ
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ジョブレポートの実行

[Report] 画面では、スケジュール設定された複製ジョブの結果を示すレポートを生成するこ
とができます。

 レポートを実行する :

1. [Report] ( レポート ) ドロップダウンリストからジョブを選択します。

レポートが自動的に実行され、詳細な進捗レポートが生成されます ( ステップ 2 の図を   
参照 )。

2. ジョブの左側にある [+] アイコンをクリックすると、そのジョブの詳細が表示されます。  
ジョブに障害が発生した場合、どこに問題が発生したかがレポートに記載されます。

 レポートのテーブルを整理してレポートをグループ分けする :

テーブルの列見出しの右側のドロップダウンリストをクリックします。次のことができます。

• レポートを昇順で並べ替える

• レポートを降順で並べ替える

• テーブルの列見出しの項目の表示 / 非表示を変更する

• 欄別にレポートをグループ分けする

• グループでレポートを表示する (テーブルの上の [Grouping] (グループ分け ) ボタンをク    
リックすることもできます )

テーブルの情報を更新するときは、右上の [Refresh] ( 更新 ) をクリックします。
バックアップ、複製、リカバリ
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A   工場出荷時の初期設定
 

この付録には、ReadyDATA 5200 の工場出荷時の初期設定が記載されています。

すべての設定を工場出荷時の初期設定にリセットするときは、137 ページのファームウェアの
工場出荷時の状態への初期化で説明する手順を使用するか、 ReadyDATA 5200 ハードウェアマ   
ニュアルの説明に従い ReadyDATA 5200 の前面にある [ リセット ] ボタンを押します。    
ReadyDATA 5200 が下表に記載された工場出荷時の初期設定に戻ります。

表 9. ReadyDATA 5200 初期設定 

アイテム 初期設定

システム設定

デバイス時刻 GMT -08:00 アメリカ太平洋標準時 ( 米国 および カナダ ); ティファナ

サービス SMB グローバルで有効

AFP グローバルで有効

NFS グローバルで無効

FTP グローバルで無効 ポート番号 21

認証モード 匿名

アップロード再開を 
許可

無効

パッシブポート 32768–65535

マスカレードアドレス 無効

SNMP グローバルで無効 コミュニティ 公開

トラップ宛先 空白

ホスト許可アクセス 空白

SSH グローバルで無効

iSCSI グローバルで有効 ( 構成不可 )

複製 グローバルで無効 ユーザー名 空白

パスワード 空白
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言語 English

ホスト名 RES- の後にシステムのプライマリ MAC アドレスの下位 6 バイトが続く

ネットワーク設定

イーサネットインター
フェース設定

MTU 1500

スピード (Mbps) 1000

デュプレックス 全

チーミング なし

VNIC 各インターフェイスに 1 つ ( 例えば、eth0 に vnic0、eth1 に      
vnic1)

VNIC 設定 MTU 1500

VLAN ID 0

帯域 なし

TCP/IP DHCP 有効 IPv4、IPv6 無効

DNS サーバーなし

ストレージ設定

ボリューム デフォルトの 
ボリュームなし

圧縮 有効 ( 構成不可 )

重複除外 有効 ( 構成不可 )

共有 デフォルトの 
共有なし

Logbias レイテンシ

圧縮 無効 ( 構成可 )

重複除外 無効 ( 構成可 )

保護 Continuous

保護間隔 毎日

サイズ ボリューム上のストレージ領域への 
アクセス無制限、オンデマンドで割り
当て

アクセス 権限が設定されるまで拒否

表 9. ReadyDATA 5200 初期設定 ( 続き )

アイテム 初期設定
工場出荷時の初期設定
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LUN デフォルトの  
LUN なし

Logbias レイテンシ

圧縮 無効 ( 構成可 )

重複除外 無効 ( 構成可 )

保護 Continuous

保護間隔 毎日

プロビジョニング Thick

アクセス 権限が設定されるまで拒否

スナップショット 毎時 毎正時

毎日 午前零時

毎週 金曜日午前零時

セキュリティ設定

管理設定 ユーザー名 admin

パスワード password

パスワード復元 質問 空白

回答 空白

メールアドレス 空白

認証 アクセスタイプ ローカルユーザー

ワークグループ名 VOLUME

デフォルトの 
グループ

GUID 100 の users

デフォルトの 
ユーザー

なし

SAN 設定

LUN グループ デフォルトの 
グループなし

ターゲット 自動生成

CHAP 認証 無効

イニシエーター なし

双方向 CHAP 認証 無効

システムモニタリング

警告 無効 ( メール、ユーザー、サーバー情報は空白 )

イベントタイプ すべてのイベントタイプが有効

表 9. ReadyDATA 5200 初期設定 ( 続き )

アイテム 初期設定
工場出荷時の初期設定

184



ReadyDATA OS 1.x
ログ 記録 エラー有効

警告有効

情報有効

カテゴリ すべて ( システム、ディスク、ボリューム、共有、アカウン 
ト、その他 )

ステータスグラフィック ボリューム ボリューム すべてのボリューム

タイプ 操作

期間 5 分

アップデート 5 秒

ネットワーク ネットワーク すべてのイーサネットインターフェー
スおよび VNIC

プロトコル すべて (SMB、NFS、AFP、HTTP、SSH、 
iSCSI、SNMP)

期間 5 分

アップデート 5 秒

利用 ボリューム すべてのボリューム

期間 5 分

アップデート 5 秒

温度 温度 すべて (SYS、CPU、AUX)

期間 5 分

アップデート 5 秒

表 9. ReadyDATA 5200 初期設定 ( 続き )

アイテム 初期設定
工場出荷時の初期設定
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B
B   適合性に関する情報

NETGEAR 有線製品
 

      
各種規定との適合に関する情報

このセクションでは、電波スペクトルの使用および無線装置の操作方法に関する国内の規定に
基づき本機を操作するための条件を記載しています。適合法に準拠できない場合、ユーザは行
政当局により定められた規定に対し、非合法的な操作や行動を招く結果となります。

本製品のファームウェアは、特定の地域や国家で許可されたチャンネルでのみ操作可能となっ
ています。このため、本ユーザガイドに記載されている一部の説明は、ご利用の製品バージョ
ンに適応されない場合もあります。

米国における FCC 要件 

ユーザへの FCC 情報

本機にはユーザ自らが修理できる部品は含まれておらず、承認されたアンテナのみご利用に
なれます。本機に何らかの変更や修正を加えた場合、関連法に基づく認証や承認は無効とな
ります。

本機は FCC 規定第 15 項に準拠しています。本機の操作は次の対象となります。(1) 本機は    
有害な干渉を引き起こしてはなりません。(2) 本機は、予期せぬ動作を引き起こす可能性の 
あるものを含め、すべての干渉を受信しなければなりません。

人体暴露に関する FCC ガイドライン

本機は、規制のない環境下に対し設定された FCC 放射線暴露制限を満たしています。本機  
は放熱体や人体から 20cm 以上離れた場所に設置してください。

本機は他のアンテナや転送装置と一緒に設置したり、操作したりしないでください。

FCC 適合宣言

我々 NETGEAR (350 East Plumeria Drive, Santa Clara, CA 95134) は、弊社の義務として    
ReadyDATA OS 1.x が FCC 規定第 15 項に準拠することを証明します。
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本機の操作は次の対象となります。

• 本機は有害な干渉を引き起こしてはなりません。

• 本機は、予期せぬ動作を引き起こす可能性のあるものを含め、すべての干渉を受信しな
ければなりません。

FCC ラジオ周波数干渉警告および指示

本機は FCC 規定第 15 章の Class B デジタル装置としてテスト済みです。これらの規制は、    
住宅地区における使用に際し、有害な干渉を防ぐために設定されています。本機は電磁波を
発生し、外部に放射することがあります。指示どおりインストールまたは使用されない場合、
無線通信に対し有害な干渉を招く可能性があります。ただし、特定のインストールを行うこ
とで干渉防止を保証するものではありません。

本装置がラジオやテレビの受信に有害な干渉を招いており、本機の電源をオン / オフにする
ことでその干渉が確実な場合は、以下のいずれかの方法で干渉を回避してください。

• 受信アンテナの方向を変える、または設置しなおす。

• 本機とテレビ受信機との間隔を離す。

• 本機をテレビ受信機とは別のコンセントに差し込む。

• ラジオまたはテレビの販売店または技師に相談する。

本機に対し NETGEAR が承認していない変更などを加えた場合、ユーザの本装置使用権限  
が無効になる場合があります。

カナダ通信省の無線障害規制

このデジタル装置 (NETGEAR ReadyDATA は、カナダ通信省（Canadian Department of    
Communications）の無線障害規制（Radio Interference Regulations）に規定された、デジタル  
装置から放出される電波雑音のクラス B 規制に適合しています。

欧州連合

NETGEAR ReadyDATA は EU EMC 指令 2004/108/EC および低電圧指令 2006/95/EC の基本条    
件を満たしており、以下の試験方法および標準に申請し、準拠しています。

• EN55022: 2006 / A1: 2007

• EN55024: 1998 / A1: 2001 / A2: 2003

• EN60950-1: 2005 第二版

• EN 61000-3-2:2006

• EN 61000-3-3:1995 /A1: 2001+A2: 2005
適合性に関する情報
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日本

GPL 使用許諾書

GPL が本製品に含まれている場合があります。GPL 使用許諾書は、ftp://downloads.netgear.com/files/GPLnotice.pdf 
（英語）からご確認いただけます。

GNU General Public License (GPL) に関する情報は、こちら http://support.netgear.com/app/answers/detail/a_id/2649 
（英語）をご覧ください。
適合性に関する情報

188

http://support.netgear.com/app/answers/detail/a_id/2649


索引
A
ACL の変更 , 制限 90

AFP (Apple Filing Protocol) の設定 38–39, 84

Apple OS X Leopard オペレーティングシステム 8

C
CHAP 認証 , LUN 107

Citrix オペレーティングシステム 8
CPU ステータス 143

D
DHCPv6 クライアントとサーバー 31

DNS サーバー , 構成 32

DNS レルム名 , アクティブディレクトリ 123

F
FCC 186

Fedora オペレーティングシステム 8
FTP の設定 38–40, 84

G
GUI 13

H
HP-UX オペレーティングシステム 8

I
I/O 統計 55

I/O パフォーマンス向上 58

IP アドレス
AD サーバー 123
DNS サーバー 32
FTP のマスキング 40
ReadyDATA 5200 (IPv4 と IPv6) 31
指定の複製先 , 複製 168, 175
ネットワークルーター 31

IQN (iSCSI qualified names) 107

iSCSI イニシエーター 113
18
L
LACP および LAG, 構成 34–37
LED 47

Linux オペレーティングシステム 8
Linux デバイス , 共有へのアクセス 112
LUN

管理 92–103
リモートアクセス 113

M
MAC OS X デバイス , 共有へのアクセス 111
MIB, NETGEAR SNMP 147

Microsoft Windows Server オペレーティングシステム 
8

MTU, 構成
VNIC 29
アグリゲーションチャネル 37
イーサネットインターフェイス 27

N
NetBIOS ドメイン名 , アクティブディレクトリ 123
NETGEAR SNMP MIB 147

NFS (Network File System) の設定 38–39, 84

NTP サーバー 17

O
oplock 90

OS X Leopard オペレーティングシステム 8
OS X デバイス , 共有へのアクセス 111

OU ( 組織単位 ), アクティブディレクトリ 123

R
RAIDar ユーティリティ 10

RAID レベル 43

ReadyDATA Replicate, システム登録 162

ReadyDATA ウェブサイト 8
RedHat オペレーティングシステム 8
9



ReadyDATA OS 1.x
S
SATA および SAS ディスク 45

SMB (Server Message Block) の設定 38–39, 84
SNMP

設定 38–41
モニタリング 147

SSD 45

SSH の設定 38–39

SUSE Linux Server オペレーティングシステム 8

U
Unix デバイス , 共有へのアクセス 112

UPS, ステータス 143, 147

V
VMware ESX オペレーティングシステム 8
VNIC

構成 27–33

W
Windows Server オペレーティングシステム 8
Windows デバイス , 共有へのアクセス 109

あ
アクセス権限

LUN 106
共有 82–91

アクセスモード 121

アクティブディレクトリ (AD)
許可の設定 82–86
有効 122

アグリゲーションリンク 34

圧縮 , 構成
LUN 94, 97
共有 72, 75
複製 168, 174

アドレスマスク , FTP 40

暗号化 , 複製の構成 174

い
イーサネットインターフェイス 24

移行
LUN 100
共有 79

イニシエーター , LUN 向けの構成 107

イベント , モニタリング 145

インターフェイス速度 , 構成 27

お
温度 , システムモニタリング 143

か
書き込み動作 , 高速化 58

拡張
LUN 98
共有 75
ボリューム 56

拡張ディスクアレイ 46

仮想ディスク LED 47

管理者パスワード
設定 19
復元 139

管理者パスワードの紛失 , 復元 139

き
逆複製 176

キャッシュ動作 58

共有
構成 68–91
リモートアクセス 109

共有の非表示 89

許可
LUN 106
共有 82–91

く
クイックスタートガイド 7
クォータ , 共有向けの構成 73, 75

グループ , LUN 103

グループ ID (GID) 124

グループ設定 , 共有アクセス権限 86

グローバルスペアディスク 65

け
警告 20

言語設定 18

こ
工場出荷時の初期設定

設定 182
リセット 137

ごみ箱 , 共有 89

コミュニティ , SNMP 41
190



ReadyDATA OS 1.x
さ
サーバーメッセージブロック (SMB) の設定 38–39, 84

サイズ , 構成
LUN 95
共有 73, 75

し
時間軸 , スナップショット 154–160

時刻の設定 17

システム
シャットダウン 139
モニタリング 140–147

システム警告 20

システム構成
警告イベントの設定 22
時計 17
日付と時刻 17

システム構成バー , ダッシュボード 13

システムの再起動 139

システムのシャットダウン 139

システムログの消去 146

自動スナップショット
LUN 95, 98
共有 72, 75

自動スナップショットのスケジュール再設定 156

手動スナップショット , 共有と LUN 150–152

障害 , モニタリング 146

常時複製 161

常時保護 , 構成
LUN 95, 98
共有 72, 75

初期設定 182

ジョブ , 複製 178–180

シンおよびシックプロビジョニング , LUN 95

信頼できるドメイン , アクティブディレクトリ 123

す
ストライプディスク 43

ストレージ領域 , 予約済み
LUN 95
共有 73, 75

ストレージ領域のプロビジョニング , LUN 95

ストレージ領域の予約
LUN 95
共有 73, 75

ストレージ領域の割り当て
LUN 95
共有 73, 75

スナップショット , 管理 149–160

スナップショット , 構成
LUN 95, 98
共有 72, 75

スナップショットのクローン 153–155

スナップショットのロールバック 153–155

スペアディスク 65

せ
性能 , 向上 58–60

製品登録 13

セキュリティアクセスモード 121

そ
操作 , ボリュームのモニタリング 141

双方向 CHAP 認証 , LUN 108

速度 , インターフェイスに対して構成 27

た
ターゲット

iSCSI イニシエーター 114
LUN グループ 104, 107

帯域幅制限 , 構成 29

帯域モニタリング , ボリューム 141

対応オペレーティングシステム 8
対応ブラウザー 8
ダウンロード

システムログ 146
ファームウェア 135

ダッシュボード 13

ち
チーミング 34

重複除外 , 構成
LUN 95, 97
共有 72, 75
複製 168, 175

て
データの復元 176

定期常時 171

定期複製 161, 165

ディスク
色分け 47
グローバルスペア 65
ステータスと動作状況 55, 144
対応している数とタイプ 43
タイプの混合 45, 65
ミラーリング 44
191



ReadyDATA OS 1.x
適合性 186

適合宣言 186

テクニカルサポート 2
電源 , ステータス 143

電源障害 , UPS 147

と
動作状況情報 , システム 143

登録手順 13

ドキュメンテーション 8
匿名共有アクセス 86

時計の設定 17

トラップ宛先アドレス , SNMP 41

トラブルシューティング
IP アドレスを失った後再接続する 32
RAIDar が ReadyDATA 5200 を検出しない 11
管理者パスワードの紛失 139

な
ナビゲーションバー , ダッシュボード 13

に
二重設定 , 構成 27

認証モード , FTP 40

ね
ネットワーク設定

DHCP サーバー 31
ホスト名 23

ネットワークファイルサービス (NFS) の設定 38–39, 
84

は
パスワード

管理者 19
復元、管理者の 139
ユーザーアカウント 129, 131

パッシブポート , FTP 40

ハッシュタイプ , LACP の構成 34–37

ひ
日付の設定 17

ふ
ファームウェア , アップデート 133–137

ファイルおよびフォルダー , 共有アクセス権限 90

ファイル共有プロトコル , 構成
共有向け 70–72
グローバル 38–41

ファン , ステータス 143

フォルダー作成 , 共有アクセス権限 87

複製
常時 171
説明 161
定期 165

プライマリグループ , ユーザーアカウント 129, 131

プレフィックス長 , IPv6 31

プロトコル , 構成
共有向け 70–72
グローバル 38–41

ほ
ポート番号 , FTP 40

保護 , 構成
LUN 95, 98
共有 72, 75

補助温度 143

ホスト , SNMP 41

ホスト設定 , 共有アクセス権限 86

ホスト名 , 構成 23

ボリューム
管理 48–66
モニタリング 141–143

ボリュームのインポート 60

ボリュームのエクスポート 60

ま
マスクアドレス , FTP 40

み
ミラーディスク 44

め
メール通知 , 警告 21

メッセージレベルおよびカテゴリ , ログ 147
192



ReadyDATA OS 1.x
ゆ
ユーザー ID (UID) 129

ユーザーアカウント
管理 127–131
作成 128

ユーザーインターフェイス 13

ユーザーグループ , 管理 123–127

ユーザー設定 , 共有アクセス権限 86

よ
読み取り動作 58

り
リードオンリーおよびリード / ライトの共有 82–86

リカバリ , パスワード 20

リセット
共有の許可 91
工場出荷時の初期設定 137

リモート共有アクセス 109

リモートファームウェアアップデート 133

利用 , ボリュームのモニタリング 142

リンクアグリゲーション 34

れ
レイヤー 2、3、4 ハッシュタイプ 34–37

レベル , RAID 43

レポート , 複製ジョブ 181

ろ
ローカルデータベース

管理 123–131
許可の設定 82–86
有効 122

ローカルファームウェアアップデート 135

ログ , システム , 構成 145–147

ログ動作 , 高速化 58

論理ボリューム 45
193


	ReadyDATA OS 1.x
	目次
	1 はじめに
	クイックスタートガイド
	追加ドキュメント
	対応オペレーティングシステム
	対応ブラウザー
	ReadyDATA 5200 のネットワーク接続
	RAIDar を使用した ReadyDATA 5200 の検出
	ReadyDATA 5200 の登録

	2 初期設定
	初期スタートアップ
	基本システムコンポーネントのカスタマイズ
	時計の設定
	言語の選択
	管理者パスワードの設定
	システム警告の設定
	ホスト名の設定
	テーマの設定

	ネットワーク設定の構成
	物理イーサネットインターフェイスの構成
	仮想NICの構成
	DHCP サーバーがないときの自動プライベート IP アドレス指定
	チーミングの構成

	グローバルファイル共有プロトコルの設定
	対応ファイル共有プロトコル
	ファイル共有プロトコルの設定


	3 ディスクとボリュームの管理
	対応ディスク
	RAID レベル、ボリューム、ディスクの表示方法について
	RAID レベル
	ボリューム
	オプションの拡張ディスクアレイおよびボリューム
	ダッシュボード画面上のディスク表示
	RAID およびボリュームの導入

	ボリュームの管理
	ボリュームの作成と RAID レベルの選択
	ボリュームのプロパティの表示
	ボリュームの検索
	ボリュームの拡張
	性能向上のための Write Boost および Read Boost ディスクの 構 成
	ボリュームのエクスポートとインポート
	ボリュームの削除
	ボリュームのスクラブ
	グローバルスペアディスクの構成


	4 共有と LUN の管理
	共有と LUN
	共有の管理
	共有について
	共有の作成
	共有のプロパティの表示と変更
	ユーザーおよびグループに対する共有クォータの設定
	別のボリュームへの共有の移行
	共有の削除

	共有に対するアクセス権限の設定
	ネットワークアクセス設定の構成
	高度なアクセス設定の構成
	ファイルとフォルダーのアクセス設定の構成

	LUN の管理
	LUN とは
	LUN の作成
	サイズ拡張を含む LUN のプロパティの表示と変更
	別のボリュームへの LUN の移行
	LUN の削除

	LUN の LUN グループへの割り当てとアクセス権限の管理
	LUN の LUN グループへの割り当て
	LUN グループのアクセス権限の管理

	ネットワーク接続デバイスから共有へのアクセス
	Windows デバイスの使用
	Mac OS X デバイスの使用
	Linux または Unix デバイスの使用

	iSCSI イニシエーターを使用した iSCSI 接続デバイスのア クセス設定

	5 ユーザーグループとユーザーアカウ ントの管理
	セキュリティ、ユーザーグループ、ユーザーについて
	グローバルセキュリティアクセスモードの構成
	ローカルデータベースのユーザーグループの管理
	ユーザーグループの作成
	ユーザーグループの削除
	ユーザーグループの編集

	ローカルデータベースのユーザーアカウントの管理
	ユーザーアカウントの作成
	ユーザーアカウントの削除
	ユーザーアカウントの編集


	6 システムのメンテナンスと モニタリング
	システムのメンテナンス
	ファームウェアのアップデート
	ファームウェアの工場出荷時の状態への初期化
	システムのシャットダウンまたは再起動
	管理者パスワードの復元

	システムモニタリング
	システムのリアルタイムおよび履歴のモニタリング
	システム動作状況
	ディスクステータスと動作状況
	システムログ
	SNMP モニタリング
	オプション UPS のモニタリング


	7 バックアップ、複製、リカバリ
	共有と LUN のスナップショットの管理
	自動および手動スナップショット
	スナップショットの特定と管理
	スナップショットのスケジュール変更

	ReadyDATA 5200 から接続デバイスへのデータ復元
	スナップショットからネットワーク接続デバイスへのデータ 復元
	スナップショットから iSCSI 接続デバイスへのデータ復元

	2 つ以上のシステム間における複製とリカバリの管理
	複製とは
	ReadyDATA Replicate へのアクセスとシステムの登録
	定期複製のスケジュール設定
	常時複製の構成
	データの復元
	ネットワークの表示
	ジョブの表示
	ジョブのモニタリング
	ジョブレポートの実行


	A 工場出荷時の初期設定
	B 適合性に関する情報
	索引


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.7
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /_Hyperion
    /_WegaCL75
    /00
    /3Of9Barcode
    /ACaslonPro-Bold
    /ACaslonPro-BoldItalic
    /ACaslonPro-Italic
    /ACaslonPro-Regular
    /ACaslonPro-Semibold
    /ACaslonPro-SemiboldItalic
    /AdobeArabic-Bold
    /AdobeArabic-BoldItalic
    /AdobeArabic-Italic
    /AdobeArabic-Regular
    /AdobeFangsongStd-Regular
    /AdobeFanHeitiStd-Bold
    /AdobeGothicStd-Bold
    /AdobeHebrew-Bold
    /AdobeHebrew-BoldItalic
    /AdobeHebrew-Italic
    /AdobeHebrew-Regular
    /AdobeHeitiStd-Regular
    /AdobeKaitiStd-Regular
    /AdobeMingStd-Light
    /AdobeMyungjoStd-Medium
    /AdobeSansMM
    /AdobeSerifMM
    /AdobeSongStd-Light
    /AGaramond-Bold
    /AGaramond-BoldItalic
    /AGaramond-Italic
    /AGaramond-ItalicOsF
    /AGaramondPro-Bold
    /AGaramondPro-BoldItalic
    /AGaramondPro-Italic
    /AGaramondPro-Regular
    /AGaramond-Regular
    /AGaramond-RegularSC
    /AGaramond-Semibold
    /AGaramond-SemiboldItalic
    /AGaramond-SemiboldItalicOsF
    /AGaramond-SemiboldSC
    /AGaramond-Titling
    /AgencyFB-Bold
    /AgencyFB-Reg
    /AharoniBold
    /AisAR
    /AisAR-Bold
    /AisER
    /AisER-Bold
    /Akakusuji
    /AlefbetNormal
    /Algerian
    /AlgerianBasD
    /AlgerianD
    /AllegroBT-Regular
    /AlternateGothicNo2BT-Regular
    /Amarusuji
    /AmazoneBT-Regular
    /AmeliaBT-Regular
    /Americana
    /Americana-Bold
    /AmericanaBT-Bold
    /AmericanaBT-ExtraBold
    /AmericanaBT-ExtraBoldCondensed
    /AmericanaBT-Italic
    /AmericanaBT-Roman
    /Americana-ExtraBold
    /Americana-Italic
    /AmericanGaramondBT-Bold
    /AmericanGaramondBT-BoldItalic
    /AmericanGaramondBT-Italic
    /AmericanGaramondBT-Roman
    /AmericanTextBT-Regular
    /AmericanTypewriter-Bold
    /AmericanTypewriter-BoldA
    /AmericanTypewriter-BoldCond
    /AmericanTypewriter-BoldCondA
    /AmericanTypewriter-Cond
    /AmericanTypewriter-CondA
    /AmericanTypewriter-Light
    /AmericanTypewriter-LightA
    /AmericanTypewriter-LightCond
    /AmericanTypewriter-LightCondA
    /AmericanTypewriter-Medium
    /AmericanTypewriter-MediumA
    /AmericanUncD
    /AmerigoBT-BoldA
    /AmerigoBT-BoldItalicA
    /AmerigoBT-ItalicA
    /AmerigoBT-MediumA
    /AmerigoBT-MediumItalicA
    /AmerigoBT-RomanA
    /AmerTypewriterITCbyBT-Bold
    /AmerTypewriterITCbyBT-Medium
    /AngsanaNew
    /AngsanaNew-Bold
    /AngsanaNew-BoldItalic
    /AngsanaNew-Italic
    /AngsanaUPC
    /AngsanaUPC-Bold
    /AngsanaUPC-BoldItalic
    /AngsanaUPC-Italic
    /Anna
    /ArchitecturePlain
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-CP1250-KT
    /Arial-CP1250-KT-Bold
    /Arial-CP1250-KT-BoldItalic
    /Arial-CP1250-KT-Italic
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialMT-CondensedBold
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialRoundedMTBold
    /ArialUnicodeMS
    /ArnoldBoeD
    /ArnoPro-Bold
    /ArnoPro-BoldCaption
    /ArnoPro-BoldDisplay
    /ArnoPro-BoldItalic
    /ArnoPro-BoldItalicCaption
    /ArnoPro-BoldItalicDisplay
    /ArnoPro-BoldItalicSmText
    /ArnoPro-BoldItalicSubhead
    /ArnoPro-BoldSmText
    /ArnoPro-BoldSubhead
    /ArnoPro-Caption
    /ArnoPro-Display
    /ArnoPro-Italic
    /ArnoPro-ItalicCaption
    /ArnoPro-ItalicDisplay
    /ArnoPro-ItalicSmText
    /ArnoPro-ItalicSubhead
    /ArnoPro-LightDisplay
    /ArnoPro-LightItalicDisplay
    /ArnoPro-Regular
    /ArnoPro-Smbd
    /ArnoPro-SmbdCaption
    /ArnoPro-SmbdDisplay
    /ArnoPro-SmbdItalic
    /ArnoPro-SmbdItalicCaption
    /ArnoPro-SmbdItalicDisplay
    /ArnoPro-SmbdItalicSmText
    /ArnoPro-SmbdItalicSubhead
    /ArnoPro-SmbdSmText
    /ArnoPro-SmbdSubhead
    /ArnoPro-SmText
    /ArnoPro-Subhead
    /ArribaArribaLetPlain
    /ARRoman1-Heavy
    /ARRoman2-Ultra
    /AvantGarde-Demi
    /AvantGardeITCbyBT-Book
    /AvantGardeITCbyBT-BookOblique
    /AvantGardeITCbyBT-Demi
    /AvantGardeITCbyBT-DemiOblique
    /AvantGardeITCbyBT-Medium
    /AvantGardeITCbyBT-MediumOblique
    /BaskOldFace
    /Batang
    /BatangChe
    /Bauhaus93
    /BellCentennialBT-Address
    /BellCentennialBT-BoldListing
    /BellCentennialBT-NameAndNumber
    /BellCentennialBT-SubCaption
    /BellGothic-Black
    /BellGothic-Bold
    /BellGothicBT-Black
    /BellGothicBT-Bold
    /BellGothicBT-Roman
    /BellGothic-Light
    /BellGothicStd-Black
    /BellGothicStd-Bold
    /BellMT
    /BellMTBold
    /BellMTItalic
    /BerlinSansFB-Bold
    /BerlinSansFBDemi-Bold
    /BerlinSansFB-Reg
    /BernardMT-Condensed
    /BickhamScriptPro-Bold
    /BickhamScriptPro-Regular
    /BickhamScriptPro-Semibold
    /BirchStd
    /BlackadderITC-Regular
    /BlackoakStd
    /BMWTypeCondensedLight-Bold
    /BMWTypeCondensedLight-Regular
    /BMWTypeCondensedRegular-Bold
    /BMWTypeCondensedRegular-Regular
    /BMWTypeLight-Bold
    /BMWTypeLight-Regular
    /BMWTypeRegular-Bold
    /BMWTypeRegular-Regular
    /BodoniBT-Bold
    /BodoniBT-BoldCondensed
    /BodoniBT-BoldItalic
    /BodoniBT-Book
    /BodoniBT-BookItalic
    /BodoniBT-Italic
    /BodoniBT-Roman
    /BodoniMT
    /BodoniMTBlack
    /BodoniMTBlack-Italic
    /BodoniMT-Bold
    /BodoniMT-BoldItalic
    /BodoniMTCondensed
    /BodoniMTCondensed-Bold
    /BodoniMTCondensed-BoldItalic
    /BodoniMTCondensed-Italic
    /BodoniMT-Italic
    /BodoniMTPosterCompressed
    /BoinkLetPlain
    /BoltBoldITCbyBT-Regular
    /BookAntiqua
    /BookAntiqua-Bold
    /BookAntiqua-BoldItalic
    /BookAntiqua-Italic
    /Bookman-Bold
    /Bookman-BoldItalic
    /Bookman-Demi
    /Bookman-DemiItalic
    /BookmanITCbyBT-Demi
    /BookmanITCbyBT-DemiItalic
    /BookmanITCbyBT-Light
    /BookmanITCbyBT-LightItalic
    /Bookman-Light
    /Bookman-LightItalic
    /Bookman-Medium
    /Bookman-MediumItalic
    /BookmanOldStyle
    /BookmanOldStyle-Bold
    /BookmanOldStyle-BoldItalic
    /BookmanOldStyle-Italic
    /BookshelfSymbolSeven
    /Botanical
    /BradleyHandITC
    /Braggadocio
    /BremenBT-Black
    /BremenBT-Bold
    /BriskPlain
    /BritannicBold
    /Broadway
    /BroadwayBT-Regular
    /BroadwayEngravedBT-Regular
    /BrochurePlain
    /BrodyD
    /BronxLetPlain
    /BrowalliaNew
    /BrowalliaNew-Bold
    /BrowalliaNew-BoldItalic
    /BrowalliaNew-Italic
    /BrowalliaUPC
    /BrowalliaUPC-Bold
    /BrowalliaUPC-BoldItalic
    /BrowalliaUPC-Italic
    /BruceOldStyleBT-Italic
    /BruceOldStyleBT-Roman
    /BrushScript
    /BrushScriptBT-Regular
    /BrushScriptMT
    /BrushScriptStd
    /Calibri
    /Calibri-Bold
    /Calibri-BoldItalic
    /Calibri-Italic
    /CalifornianFB-Bold
    /CalifornianFB-Italic
    /CalifornianFB-Reg
    /CalisMTBol
    /CalistoMT
    /CalistoMT-BoldItalic
    /CalistoMT-Italic
    /Cambria
    /Cambria-Bold
    /Cambria-BoldItalic
    /Cambria-Italic
    /CambriaMath
    /Candara
    /Candara-Bold
    /Candara-BoldItalic
    /Candara-Italic
    /Castellar
    /Centaur
    /Centaur-Italic
    /Century
    /Century725BT-Black
    /Century725BT-Bold
    /Century725BT-BoldCondensed
    /Century725BT-Italic
    /Century725BT-Roman
    /Century725BT-RomanCondensed
    /Century731BT-BoldA
    /Century731BT-BoldItalicA
    /Century731BT-ItalicA
    /Century731BT-RomanA
    /Century751BT-ItalicB
    /Century751BT-RomanB
    /CenturyExpandedBT-Bold
    /CenturyExpandedBT-BoldItalic
    /CenturyExpandedBT-Italic
    /CenturyExpandedBT-Roman
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CenturyOldStyle-Bold
    /CenturyOldstyleBT-Bold
    /CenturyOldstyleBT-Italic
    /CenturyOldstyleBT-Roman
    /CenturyOldStyle-Italic
    /CenturyOldStyle-Regular
    /CenturySchoolbook
    /CenturySchoolbook-Bold
    /CenturySchoolbook-BoldItalic
    /CenturySchoolbookBT-Bold
    /CenturySchoolbookBT-BoldCond
    /CenturySchoolbookBT-BoldItalic
    /CenturySchoolbookBT-Italic
    /CenturySchoolbookBT-Monospace
    /CenturySchoolbookBT-Roman
    /CenturySchoolbook-Italic
    /ChaparralPro-Bold
    /ChaparralPro-BoldIt
    /ChaparralPro-Italic
    /ChaparralPro-Regular
    /CharlemagneStd-Bold
    /CharlotteSansCom-Book
    /CharlotteSansStd-Bold
    /CharlotteSansStd-BookItalic
    /CharlotteSansStd-Medium
    /Chiller-Regular
    /CloisterBlackBT-Regular
    /CloisterOpenFaceBT-Regular
    /Code39TwoTextRedA
    /ColonnaMT
    /ComicSansMS
    /ComicSansMS-Bold
    /Consolas
    /Consolas-Bold
    /Consolas-BoldItalic
    /Consolas-Italic
    /Constantia
    /Constantia-Bold
    /Constantia-BoldItalic
    /Constantia-Italic
    /CooperBlack
    /CooperBlackStd
    /CooperBlackStd-Italic
    /CopperplateGothic-Bold
    /CopperplateGothic-Light
    /Corbel
    /Corbel-Bold
    /Corbel-BoldItalic
    /Corbel-Italic
    /CordiaNew
    /CordiaNew-Bold
    /CordiaNew-BoldItalic
    /CordiaNew-Italic
    /CordiaUPC
    /CordiaUPCBold
    /CordiaUPC-Bold
    /CordiaUPCBoldItalic
    /CordiaUPC-BoldItalic
    /CordiaUPCItalic
    /CordiaUPC-Italic
    /CosmicPlain
    /CosmicTwoPlain
    /CottagePlain
    /CountdownD
    /Courier
    /Courier10PitchBT-Bold
    /Courier10PitchBT-BoldItalic
    /Courier10PitchBT-Italic
    /Courier10PitchBT-Roman
    /Courier-Bold
    /Courier-BoldOblique
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Courier-Oblique
    /CRTV
    /CRtV1
    /CRTV1
    /CRtV2
    /CRTV2
    /CurlzMT
    /CzarBold
    /CzarBoldItalic
    /CzarItalic
    /CzarNormal
    /David-Bold
    /David-Reg
    /DavidTransparent
    /Decorated035BT-Regular
    /DejaVuSans
    /DejaVuSans-Bold
    /DejaVuSans-BoldOblique
    /DejaVuSansCondensed
    /DejaVuSansCondensed-Bold
    /DejaVuSansCondensed-BoldOblique
    /DejaVuSansCondensed-Oblique
    /DejaVuSans-ExtraLight
    /DejaVuSansMono
    /DejaVuSansMono-Bold
    /DejaVuSansMono-BoldOblique
    /DejaVuSansMono-Oblique
    /DejaVuSans-Oblique
    /DejaVuSerif
    /DejaVuSerif-Bold
    /DejaVuSerif-BoldItalic
    /DejaVuSerifCondensed
    /DejaVuSerifCondensed-Bold
    /DejaVuSerifCondensed-BoldItalic
    /DejaVuSerifCondensed-Italic
    /DejaVuSerif-Italic
    /DF11seg
    /DFBangShu-W8-WIN-BF
    /DFBangShu-W8-WINP-BF
    /DFBiaoKai-W5-WIN-BF
    /DFBiaoKai-W5-WINP-BF
    /DFBiaoSong-W4-WIN-BF
    /DFBiaoSong-W4-WINP-BF
    /DFCaiDai-Bd-HK-BF
    /DFCaiDai-Bd-HKP-BF
    /DFCalligraphicOrnamentsLET
    /DFDiversionsLET
    /DFDiversitiesLET
    /DFFangSong-Md-HK-BF
    /DFFangSong-W2-HK-BF
    /DFFangSong-W2-HKP-BF
    /DFFangSong-W4-HKP-BF
    /DFGirl-W3-HK-BF
    /DFGirl-W3-HKP-BF
    /DFGirl-W5-HK-BF
    /DFGirl-W5-HKP-BF
    /DFGirl-W7-HK-BF
    /DFGirl-W7-HKP-BF
    /DFGothicG-EB-WING-RKSJ-H
    /DFGothicG-EB-WINP-RKSJ-H
    /DFGothicG-EB-WIN-RKSJ-H
    /DFGothicG-SU-WING-RKSJ-H
    /DFGothicG-SU-WINP-RKSJ-H
    /DFGothicG-SU-WIN-RKSJ-H
    /DFGothicG-UB-WING-RKSJ-H
    /DFGothicG-UB-WINP-RKSJ-H
    /DFGothicG-UB-WIN-RKSJ-H
    /DFGothicPG-W2-WING-RKSJ-H
    /DFGothicPG-W2-WINP-RKSJ-H
    /DFGothicPG-W2-WIN-RKSJ-H
    /DFGothicPG-W3-WING-RKSJ-H
    /DFGothicPG-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFGothicPG-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFGothicPG-W5-WING-RKSJ-H
    /DFGothicPG-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFGothicPG-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFGuYin-Md-HK-BF
    /DFGuYin-Md-HKP-BF
    /DFGuYin-W5-WIN-BF
    /DFGuYin-W5-WINP-BF
    /DFHaiBaoW12-UB-HK-BF
    /DFHaiBaoW12-UB-HKP-BF
    /DFHei-Bd-HK-BF
    /DFHei-Bd-HKP-BF
    /DFHei-Lt-HK-BF
    /DFHei-Lt-HKP-BF
    /DFHei-Md-HK-BF
    /DFHei-Md-HKP-BF
    /DFHei-Md-WIN-GB
    /DFHei-UB-HK-BF
    /DFHei-UB-HKP-BF
    /DFHeiW12
    /DFHei-W12-WIN-BF
    /DFHei-W12-WINP-BF
    /DFHei-W14-WIN-BF
    /DFHei-W14-WINP-BF
    /DFHeiW3
    /DFHei-W3-WIN-BF
    /DFHei-W3-WINP-BF
    /DFHeiW5
    /DFHei-W5-WIN-BF
    /DFHei-W5-WINP-BF
    /DFHeiW7
    /DFHei-W7-WIN-BF
    /DFHei-W7-WINP-BF
    /DFHeiW9
    /DFHSGothicG-W3-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W5-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W7-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W9-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFHuiZong-W5-WIN-BF
    /DFHuiZong-W5-WINP-BF
    /DFJinWen-W3-WIN-BF
    /DFJinWen-W3-WINP-BF
    /DFKaiShu-Md-HK-BF
    /DFKaiShu-Md-HKP-BF
    /DFKaiShu-SB-Estd-BF
    /DFKaiShu-SB-EstdP-BF
    /DFKaiShu-W3-HK-BF
    /DFKaiShu-W3-HKP-BF
    /DFKaiShu-W3-WIN-BF
    /DFKaiShu-W3-WINP-BF
    /DFKaiShu-W5-WIN-BF
    /DFKaiShu-W5-WINP-BF
    /DFKaiShu-W7-HK-BF
    /DFKaiShu-W7-HKP-BF
    /DFKaiShu-W7-WIN-BF
    /DFKaiShu-W7-WINP-BF
    /DFKai-W14-WIN-BF
    /DFKai-W14-WINP-BF
    /DFKai-W9-WIN-BF
    /DFKai-W9-WINP-BF
    /DFKai-XB-HK-BF
    /DFKai-XB-HKP-BF
    /DFKangKai-W5-WIN-BF
    /DFKangKai-W5-WINP-BF
    /DFKanTingLiu-W9-WIN-BF
    /DFKanTingLiu-W9-WINP-BF
    /DFKanTingLiu-XB-HK-BF
    /DFKanTingLiu-XB-HKP-BF
    /DFKuoTaiBei-W4-WIN-BF
    /DFKuoTaiBei-W4-WINP-BF
    /DFLiHei-Bd-HK-BF
    /DFLiHei-Bd-WIN-BF
    /DFLiHei-Lt-HK-BF
    /DFLiHei-Lt-WIN-BF
    /DFLiHei-Md-HK-BF
    /DFLiHei-Md-WIN-BF
    /DFLiHei-W3-WIN-BF
    /DFLiHei-W3-WINP-BF
    /DFLiHei-W5-WIN-BF
    /DFLiHei-W5-WINP-BF
    /DFLiHei-W7-WIN-BF
    /DFLiHei-W7-WINP-BF
    /DFLiKaiShu-Md-HK-BF
    /DFLiKaiShu-Md-WIN-BF
    /DFLiKaiShu-W5-WIN-BF
    /DFLiKaiShu-W5-WINP-BF
    /DFLiKingHei-W8-WIN-BF
    /DFLiKingHei-W8-WINP-BF
    /DFLiKingHei-XB-HK-BF
    /DFLiKingHei-XB-WIN-BF
    /DFLiShu-W3-HK-BF
    /DFLiShu-W3-HKP-BF
    /DFLiShu-W3-WIN-BF
    /DFLiShu-W3-WINP-BF
    /DFLiShu-W5-WIN-BF
    /DFLiShu-W5-WINP-BF
    /DFLiShu-W7-HK-BF
    /DFLiShu-W7-HKP-BF
    /DFLiShu-W7-WIN-BF
    /DFLiShu-W7-WINP-BF
    /DFLiSong-Bd-HK-BF
    /DFLiSong-Bd-WIN-BF
    /DFLiSong-Lt-HK-BF
    /DFLiSong-Lt-SC-BF
    /DFLiSong-Lt-WIN-BF
    /DFLiSong-Lt-WSC-BF
    /DFLiSong-Md-HK-BF
    /DFLiSong-Md-WIN-BF
    /DFLiSong-W3-WIN-BF
    /DFLiSong-W3-WINP-BF
    /DFLiSong-W5-WIN-BF
    /DFLiSong-W5-WINP-BF
    /DFLiSong-W7-WIN-BF
    /DFLiSong-W7-WINP-BF
    /DFLiuLi-Bd-HK-BF
    /DFLiuLi-Bd-HKP-BF
    /DFLiuXian-Lt-HK-BF
    /DFLiuXian-Lt-HKP-BF
    /DFLiuYe-Lt-HK-BF
    /DFLiuYe-Lt-HKP-BF
    /DFLiYuan-Bd-HK-BF
    /DFLiYuan-Bd-WIN-BF
    /DFLiYuan-W7-WIN-BF
    /DFLiYuan-W7-WINP-BF
    /DFLiYuan-W8-WIN-BF
    /DFLiYuan-W8-WINP-BF
    /DFLiYuan-XB-HK-BF
    /DFLiYuan-XB-WIN-BF
    /DFLungMen-W9-WIN-BF
    /DFLungMen-W9-WINP-BF
    /DFLungMen-XB-HK-BF
    /DFLungMen-XB-HKP-BF
    /DFMing-Bd-HK-BF
    /DFMing-Bd-HKP-BF
    /DFMing-Lt-HK-BF
    /DFMing-Lt-HKP-BF
    /DFMing-Md-HK-BF
    /DFMing-Md-HKP-BF
    /DFMing-UB-HK-BF
    /DFMing-UB-HKP-BF
    /DFMing-W12-WIN-BF
    /DFMing-W12-WINP-BF
    /DFMing-W14-WIN-BF
    /DFMing-W14-WINP-BF
    /DFMing-W3-WIN-BF
    /DFMing-W3-WINP-BF
    /DFMing-W5-WIN-BF
    /DFMing-W5-WINP-BF
    /DFMing-W7-WIN-BF
    /DFMing-W7-WINP-BF
    /DFMo-Xb-HK-BF
    /DFMo-Xb-HKP-BF
    /DFNewChuan-Md-HK-BF
    /DFNewChuan-Md-HKP-BF
    /DFNewChuan-W5-WIN-BF
    /DFNewChuan-W5-WINP-BF
    /DFNHei-W9-WIN-BF
    /DFNHei-W9-WINP-BF
    /DFNHei-XB-HK-BF
    /DFNHei-XB-HKP-BF
    /DFNMing-W9-WIN-BF
    /DFNMing-W9-WINP-BF
    /DFNMing-XB-HK-BF
    /DFNMing-XB-HKP-BF
    /DFNYuan-MXB-HK-BF
    /DFNYuan-MXB-HKP-BF
    /DFNYuan-W9-WIN-BF
    /DFNYuan-W9-WINP-BF
    /DFNYuan-XB-HK-BF
    /DFNYuan-XB-HKP-BF
    /DFOYangXun-W5-WIN-BF
    /DFOYangXun-W5-WINP-BF
    /DFPHeiW12
    /DFPHeiW3
    /DFPHeiW5
    /DFPHeiW7
    /DFPHeiW7GB-HPinIn1NLD-BFW
    /DFPHeiW7GB-HPinIn1NUD-BFW
    /DFPHeiW7GB-HPinIn2NLD-BFW
    /DFPHeiW7GB-HPinIn2NUD-BFW
    /DFPHeiW7GB-HPinIn3NLD-BFW
    /DFPHeiW7GB-HPinIn3NUD-BFW
    /DFPHeiW9
    /DFPMingW5-PoIn1-BFW
    /DFPMingW5-PoIn2-BFW
    /DFPMingW5-ZhuIn-BFW
    /DFPOP1-W5-HK-BF
    /DFPOP1-W5-HKP-BF
    /DFPSongW5
    /DFPuDing-UB-HK-BF
    /DFPuDing-UB-HKP-BF
    /DFSong-Lt-WIN-GB
    /DFSong-SL-Estd-BF
    /DFSong-SL-EstdP-BF
    /DFSongW5
    /DFSoZing-Md-HK-BF
    /DFSoZing-Md-HKP-BF
    /DFSoZing-W3-WIN-BF
    /DFSoZing-W3-WINP-BF
    /DFSuMo-UB-HK-BF
    /DFSuMo-UB-HKP-BF
    /DFSuMo-W12-WIN-BF
    /DFSuMo-W12-WINP-BF
    /DFTanKai-W5-WIN-BF
    /DFTanKai-W5-WINP-BF
    /DFTanLi-W5-WIN-BF
    /DFTanLi-W5-WINP-BF
    /DFTanLi-W7-WIN-BF
    /DFTanLi-W7-WINP-BF
    /DFTanLi-W9-WIN-BF
    /DFTanLi-W9-WINP-BF
    /DFTanLi-XB-HK-BF
    /DFTanLi-XB-HKP-BF
    /DFTieXian-W3-WIN-BF
    /DFTieXian-W3-WINP-BF
    /DFTongTong-Lt-HK-BF
    /DFTongTong-Lt-HKP-BF
    /DFWaWa-Md-HK-BF
    /DFWaWa-Md-HKP-BF
    /DFWeiBei-W7-WIN-BF
    /DFWeiBei-W7-WINP-BF
    /DFWZMing-W4-WIN-BF
    /DFWZMing-W4-WINP-BF
    /DFXingKai-W5-WIN-BF
    /DFXingKai-W5-WINP-BF
    /DFXingShu-Bd-HK-BF
    /DFXingShu-Bd-HKP-BF
    /DFXingShu-W5-WIN-BF
    /DFXingShu-W5-WINP-BF
    /DFYanKai-W5-WIN-BF
    /DFYanKai-W5-WINP-BF
    /DFYanKai-W7-WIN-BF
    /DFYanKai-W7-WINP-BF
    /DFYanKai-W9-WIN-BF
    /DFYanKai-W9-WINP-BF
    /DFYeaSong-Bd-HK-BF
    /DFYeaSong-Bd-HKP-BF
    /DFYuan-Bd-HK-BF
    /DFYuan-Bd-HKP-BF
    /DFYuan-Lt-HK-BF
    /DFYuan-Lt-HKP-BF
    /DFYuan-Md-HK-BF
    /DFYuan-Md-HKP-BF
    /DFYuan-UB-HK-BF
    /DFYuan-UB-HKP-BF
    /DFYuan-W12-WIN-BF
    /DFYuan-W12-WINP-BF
    /DFYuan-W14-WIN-BF
    /DFYuan-W14-WINP-BF
    /DFYuan-W3-WIN-BF
    /DFYuan-W3-WINP-BF
    /DFYuan-W5-WIN-BF
    /DFYuan-W5-WINP-BF
    /DFYuan-W7-WIN-BF
    /DFYuan-W7-WINP-BF
    /DFYuan-W8-WIN-BF
    /DFYuan-W8-WINP-BF
    /DFZongKai-W7-WIN-BF
    /DFZongKai-W7-WINP-BF
    /DFZongYi-Bd-HK-BF
    /DFZongYi-Bd-HKP-BF
    /DilleniaUPC
    /DilleniaUPCBold
    /DilleniaUPCBoldItalic
    /DilleniaUPCItalic
    /Dotum
    /DotumChe
    /EccentricStd
    /EdwardianScriptITC
    /Elephant-Italic
    /Elephant-Regular
    /EngraversMT
    /ErasITC-Bold
    /ErasITC-Demi
    /ErasITC-Light
    /ErasITC-Medium
    /ER-Bukinist1251
    /ER-Bukinist1251Bold
    /ER-Bukinist1251BoldItalic
    /ER-Bukinist1251Italic
    /ER-Kurier1251
    /ER-Kurier1251Bold
    /ER-Kurier1251BoldItalic
    /ER-Kurier1251Italic
    /ER-Univers1251
    /ER-Univers1251Bold
    /ER-Univers1251BoldItalic
    /ER-Univers1251Italic
    /EstrangeloEdessa
    /EucrosiaUPC
    /EucrosiaUPCBold
    /EucrosiaUPCBoldItalic
    /EucrosiaUPCItalic
    /EurostileBold
    /FangSong_GB2312
    /FelixTitlingMT
    /FixedMiriamTransparent
    /FootlightMTLight
    /ForteMT
    /FranklinGothic-Book
    /FranklinGothic-BookItalic
    /FranklinGothic-Demi
    /FranklinGothic-DemiCond
    /FranklinGothic-DemiItalic
    /FranklinGothic-Heavy
    /FranklinGothic-HeavyItalic
    /FranklinGothic-Medium
    /FranklinGothic-MediumCond
    /FranklinGothic-MediumItalic
    /FrankRuehl
    /FreesiaUPC
    /FreesiaUPCBold
    /FreesiaUPCBoldItalic
    /FreesiaUPCItalic
    /FreestyleScript-Regular
    /FrenchScriptMT
    /FrutigerBlack
    /FrutigerBold
    /FrutigerBoldItalic
    /FrutigerItalic
    /FrutigerLight
    /FrutigerLTStd-Bold
    /FrutigerRoman
    /FrysBaskervilleBT-Roman
    /Futura
    /Futura_Poster-Light
    /Futura2-Normal
    /FuturaBk
    /FuturaBk-Bold
    /FuturaBk-Italic
    /FuturaBlackBT-Regular
    /FuturaBold
    /Futura-Bold
    /Futura-BoldOblique
    /Futura-Book
    /Futura-BookItalic
    /Futura-BookOblique
    /FuturaBT-Bold
    /FuturaBT-BoldCondensed
    /FuturaBT-BoldCondensedItalic
    /FuturaBT-BoldItalic
    /FuturaBT-Book
    /FuturaBT-BookItalic
    /FuturaBT-ExtraBlack
    /FuturaBT-ExtraBlackCondensed
    /FuturaBT-ExtraBlackCondItalic
    /FuturaBT-ExtraBlackItalic
    /FuturaBT-Heavy
    /FuturaBT-HeavyItalic
    /FuturaBT-Light
    /FuturaBT-LightCondensed
    /FuturaBT-LightItalic
    /FuturaBT-Medium
    /FuturaBT-MediumCondensed
    /FuturaBT-MediumItalic
    /Futura-Condensed
    /Futura-CondensedBold
    /Futura-Condensed-Bold
    /Futura-Condensed-BoldItalic
    /Futura-CondensedBoldOblique
    /Futura-CondensedExtraBold
    /Futura-CondensedExtraBold-Th
    /Futura-Condensed-Italic
    /Futura-CondensedLight
    /Futura-CondensedLight-Italic
    /Futura-CondensedLight-Normal
    /Futura-CondensedLightOblique
    /Futura-CondensedLight-Thin
    /Futura-CondensedMedium
    /Futura-Condensed-Normal
    /Futura-CondensedOblique
    /Futura-Condensed-Thin
    /Futura-CondExtraBoldObl
    /FuturaCondLightERegular
    /Futura-ExtraBold
    /FuturaExtraBold.fog
    /Futura-ExtraBoldOblique
    /Futura-Heavy
    /Futura-HeavyOblique
    /FuturaHv
    /Futura-Light
    /Futura-LightOblique
    /FuturaLt
    /FuturaLT-Condensed
    /FuturaMd
    /Futura-Medium
    /Futura-MediumItalic
    /Futura-Oblique
    /FuturaOriginal
    /Futura-Thin
    /Futura-ThinItalic
    /FZSTK--GBK1-0
    /FZYTK--GBK1-0
    /Garamond
    /Garamond-Bold
    /Garamond-BoldCondensed
    /Garamond-BoldCondensedItalic
    /Garamond-BoldItalic
    /Garamond-BookCondensed
    /Garamond-BookCondensedItalic
    /Garamond-Italic
    /GaramondITCbyBT-Bold
    /GaramondITCbyBT-BoldCondensed
    /GaramondITCbyBT-BoldCondItalic
    /GaramondITCbyBT-BoldItalic
    /GaramondITCbyBT-Book
    /GaramondITCbyBT-BookCondensed
    /GaramondITCbyBT-BookCondItalic
    /GaramondITCbyBT-BookItalic
    /Garamond-LightCondensed
    /Garamond-LightCondensedItalic
    /GaramondPremrPro
    /GaramondPremrPro-It
    /GaramondPremrPro-Smbd
    /GaramondPremrPro-SmbdIt
    /Gautami
    /GBInnMing-Medium
    /GBLinGothic-Medium
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /GFYRalston-Regular
    /GiddyupStd
    /Gigi-Regular
    /GillAltOneMT
    /GillAltOneMT-Bold
    /GillAltOneMT-BoldItalic
    /GillAltOneMT-Italic
    /GillSans
    /GillSans-Bold
    /GillSans-BoldCondensed
    /GillSans-BoldItalic
    /GillSans-Condensed
    /GillSans-CondensedBold
    /GillSans-ExtraBold
    /GillSans-Italic
    /GillSans-Light
    /GillSans-LightItalic
    /GillSansMT
    /GillSansMT-Bold
    /GillSansMT-BoldCondensed
    /GillSansMT-BoldItalic
    /GillSansMT-Book
    /GillSansMT-Condensed
    /GillSansMT-ExtraCondensedBold
    /GillSansMT-Italic
    /GillSans-UltraBold
    /GillSans-UltraBoldCondensed
    /Giovanni-Black
    /Giovanni-BlackItalic
    /Giovanni-Bold
    /Giovanni-BoldItalic
    /Giovanni-Book
    /Giovanni-BookItalic
    /GloucesterMT-ExtraCondensed
    /GoudyOldStyleT-Bold
    /GoudyOldStyleT-Italic
    /GoudyOldStyleT-Regular
    /GoudyStout
    /Gulim
    /GulimChe
    /Gungsuh
    /GungsuhChe
    /H2gprM
    /H2gsrB
    /H2gtrE
    /H2gtrM
    /H2hdrM
    /H2mjrE
    /H2mjsM
    /H2porL
    /H2sa1M
    /Haettenschweiler
    /HanzelBold
    /HanzelBoldItalic
    /HanzelCondensedBold
    /HanzelCondensedBoldItalic
    /HanzelNormal
    /HanzelThinBold
    /HanzelThinBoldItalic
    /HanzelThinItalic
    /HanzelThinNormal
    /HarlowD
    /HarlowSolid
    /HarpoonPlain
    /Harrington
    /HazelLetPlain
    /HehenHebT-Bold
    /HeitiCSEG-Medium-GB
    /HeitiCSEG-Medium-T-GB
    /Helvetica
    /Helvetica-Bold
    /Helvetica-BoldOblique
    /Helvetica-Condensed
    /Helvetica-Condensed-Bold
    /Helvetica-Condensed-BoldObl
    /Helvetica-Condensed-Oblique
    /Helvetica-Narrow
    /Helvetica-Narrow-Bold
    /Helvetica-Narrow-BoldOblique
    /Helvetica-Narrow-Oblique
    /HelveticaNeue-Bold
    /HelveticaNeue-BoldItalic
    /HelveticaNeue-Heavy
    /HelveticaNeue-HeavyItalic
    /HelveticaNeue-Italic
    /HelveticaNeue-Light
    /HelveticaNeue-LightItalic
    /HelveticaNeueLTPro-Bd
    /HelveticaNeueLTPro-Lt
    /HelveticaNeueLTPro-Md
    /HelveticaNeueLTPro-Roman
    /HelveticaNeue-Medium
    /HelveticaNeue-MediumItalic
    /HelveticaNeue-Roman
    /Helvetica-Oblique
    /HGGothicE
    /HGPGothicE
    /HGPSoeiKakugothicUB
    /HGPSoeiKakupoptai
    /HGSGothicE
    /HGSoeiKakugothicUB
    /HGSoeiKakupoptai
    /HGSSoeiKakugothicUB
    /HGSSoeiKakupoptai
    /HighTowerText-Italic
    /HighTowerText-Reg
    /HoboBT-Regular
    /HoboStd
    /HolidayPiBT-Regular
    /HomePlanning
    /HomePlanning2
    /HoratioD-Bold
    /HoratioD-Ligh
    /HoratioD-Medi
    /HorizonBT-Regular
    /HorndonD
    /Humanist521BT-Bold
    /Humanist521BT-BoldCondensed
    /Humanist521BT-BoldItalic
    /Humanist521BT-ExtraBold
    /Humanist521BT-Italic
    /Humanist521BT-Light
    /Humanist521BT-LightItalic
    /Humanist521BT-Roman
    /Humanist521BT-RomanCondensed
    /Humanist521BT-UltraBold
    /Humanist521BT-XtraBoldCondensed
    /Humanist531BT-BlackA
    /Humanist531BT-BoldA
    /Humanist531BT-RomanA
    /Humanist531BT-UltraBlackA
    /Humanist777BT-BlackB
    /Humanist777BT-BlackItalicB
    /Humanist777BT-BoldB
    /Humanist777BT-BoldItalicB
    /Humanist777BT-ItalicB
    /Humanist777BT-LightB
    /Humanist777BT-LightItalicB
    /Humanist777BT-RomanB
    /Humanist970BT-BoldC
    /Humanist970BT-RomanC
    /HumanistSlabserif712BT-Black
    /HumanistSlabserif712BT-Bold
    /HumanistSlabserif712BT-Italic
    /HumanistSlabserif712BT-Roman
    /HuxleyVerticalBT-Regular
    /IceAgeD
    /Impact
    /ImperialBT-Bold
    /ImperialBT-Italic
    /ImperialBT-Roman
    /ImpressBT-Regular
    /ImprintMT-Shadow
    /ImpulsBT-Regular
    /InformalRoman-Regular
    /InnMing-Heavy
    /InnMing-Medium
    /InnMing-Ultra
    /IrelandPlain
    /IrisUPC
    /IrisUPCBold
    /IrisUPCBoldItalic
    /IrisUPCItalic
    /Isabella
    /ItcEras-Bold
    /ItcEras-Book
    /ItcEras-Demi
    /ItcEras-Light
    /ItcEras-Medium
    /ItcEras-Ultra
    /ItcKabel-Bold
    /ItcKabel-Book
    /ItcKabel-Demi
    /ItcKabel-Medium
    /ItcKabel-Ultra
    /Japanese-Generic1
    /JasmineUPC
    /JasmineUPC-Bold
    /JasmineUPC-BoldItalic
    /JasmineUPC-Italic
    /JbRussianArial
    /JokermanLetPlain
    /Jokerman-Regular
    /JuiceITC-Regular
    /JupiterPlain
    /KaiTi_GB2312
    /Kartika
    /KodchiangUPC
    /KodchiangUPC-Bold
    /KodchiangUPC-BoldItalic
    /KodchiangUPC-Italic
    /KozGoPr6N-Bold
    /KozGoPr6N-ExtraLight
    /KozGoPr6N-Heavy
    /KozGoPr6N-Light
    /KozGoPr6N-Medium
    /KozGoPr6N-Regular
    /KozGoPro-Bold
    /KozGoPro-ExtraLight
    /KozGoPro-Heavy
    /KozGoPro-Light
    /KozGoPro-Medium
    /KozGoPro-Regular
    /KozMinPr6N-Bold
    /KozMinPr6N-ExtraLight
    /KozMinPr6N-Heavy
    /KozMinPr6N-Light
    /KozMinPr6N-Medium
    /KozMinPr6N-Regular
    /KozMinPro-Bold
    /KozMinPro-ExtraLight
    /KozMinPro-Heavy
    /KozMinPro-Light
    /KozMinPro-Medium
    /KozMinPro-Regular
    /KristenITC-Regular
    /KunstlerScript
    /LandscapePlanning
    /Lapidary333BT-Black
    /Lapidary333BT-Bold
    /Lapidary333BT-BoldItalic
    /Lapidary333BT-Italic
    /Lapidary333BT-Roman
    /LasVegasD
    /Latha
    /Latin725BT-Bold
    /Latin725BT-BoldItalic
    /Latin725BT-Italic
    /Latin725BT-Medium
    /Latin725BT-MediumItalic
    /Latin725BT-Roman
    /LatinExtraCondensedBT-Regular
    /LatinWidD
    /LatinWide
    /LcdD
    /LeawoodITCbyBT-Book
    /LeawoodITCbyBT-BookItalic
    /LetterGothicStd
    /LetterGothicStd-Bold
    /LetterGothicStd-BoldSlanted
    /LetterGothicStd-Slanted
    /LevenimMT
    /LevenimMTBold
    /LibertyBT-Regular
    /LibertyD
    /LibraBT-Regular
    /LifeBT-Bold
    /LifeBT-BoldItalic
    /LifeBT-Italic
    /LifeBT-Roman
    /LilyUPC
    /LilyUPCBold
    /LilyUPCBoldItalic
    /LilyUPCItalic
    /LinGothic-bold
    /LinGothic-Heavy
    /LinGothic-Medium
    /LiSu
    /Lithograph
    /Lithograph-Bold
    /LithographLight
    /LithosPro-Black
    /LithosPro-Regular
    /LotusWPBox-Roman
    /LotusWPIcon-Roman
    /LotusWPIntA-Roman
    /LotusWPIntB-Roman
    /LotusWPType-Roman
    /LubalinGraphITCbyBT-Bold
    /LubalinGraphITCbyBT-Book
    /LubalinGraphITCbyBT-Medium
    /LubalinGraphITCbyBT-XtraLight
    /LuciaBT-Regular
    /LucianBT-Bold
    /LucianBT-Roman
    /LucidaBright
    /LucidaBright-Demi
    /LucidaBright-DemiItalic
    /LucidaBright-Italic
    /LucidaCalligraphy-Italic
    /LucidaConsole
    /LucidaFax
    /LucidaFax-Demi
    /LucidaFax-DemiItalic
    /LucidaFax-Italic
    /LucidaHandwriting-Italic
    /LucidaSans
    /LucidaSans-Demi
    /LucidaSans-DemiItalic
    /LucidaSans-Italic
    /LucidaSans-Typewriter
    /LucidaSans-TypewriterBold
    /LucidaSans-TypewriterBoldOblique
    /LucidaSans-TypewriterOblique
    /LucidaSansUnicode
    /Machine
    /Machine-Bold
    /MachineITCbyBT-Regular
    /Madrone
    /Magneto-Bold
    /MaiandraGD-DemiBold
    /MaiandraGD-Italic
    /MaiandraGD-Regular
    /MandarinD
    /Mangal-Regular
    /MariageD
    /MathA
    /MathB
    /MathC
    /MatisseITC-Regular
    /MattAntiqueBT-Bold
    /MattAntiqueBT-Italic
    /MattAntiqueBT-Roman
    /MaturaMTScriptCapitals
    /MesquiteStd
    /MetropolitainesD
    /MicrogrammaD-BoldExte
    /MicrogrammaD-MediExte
    /MicrosoftJhengHeiBold
    /MicrosoftJhengHeiRegular
    /MicrosoftSansSerif
    /MicrosoftYaHei
    /MicrosoftYaHei-Bold
    /MidashiGoPro-MB31
    /MidashiMinPro-MA31
    /MilanoLet
    /MilleniumBT-BoldExtended
    /MingLiU
    /MingtiEG-Light-SJIS
    /MingtiEG-Medium-KSC
    /Minion-Bold
    /Minion-BoldItalic
    /MinionCEBold
    /MinionCE-Regular
    /Minion-DisplayItalic
    /Minion-DisplayRegular
    /Minion-Italic
    /MinionPro-Bold
    /MinionPro-BoldCn
    /MinionPro-BoldCnIt
    /MinionPro-BoldIt
    /MinionPro-Cn
    /MinionPro-CnIt
    /MinionPro-It
    /MinionPro-Medium
    /MinionPro-MediumIt
    /MinionPro-Regular
    /MinionPro-Semibold
    /MinionPro-SemiboldIt
    /Minion-Regular
    /Minion-Semibold
    /Minion-SemiboldItalic
    /Minion-Web
    /MiniPicsLilFlowers
    /MiraraeBT-Bold
    /MiraraeBT-Roman
    /Miriam
    /MiriamFixed
    /MiriamTransparent
    /MisterEarlBT-Regular
    /Mistral
    /MixageITCbyBT-Bold
    /MixageITCbyBT-BoldItalic
    /MobileInv2
    /Modern20BT-ItalicB
    /Modern20BT-RomanB
    /Modern735BT-RomanA
    /Modern880BT-Bold
    /Modern880BT-Italic
    /Modern880BT-Roman
    /Modern-Regular
    /MonaLisaRecutITC-Normal
    /Monospace821BT-Bold
    /Monospace821BT-BoldItalic
    /Monospace821BT-Italic
    /Monospace821BT-Roman
    /Monotypecom
    /MonotypeCorsiva
    /MonotypeSorts
    /MontereyBT-Regular
    /MS-Gothic
    /MSHei
    /MS-Mincho
    /MSOutlook
    /MS-PGothic
    /MS-PMincho
    /MSReferenceSansSerif
    /MSReferenceSpecialty
    /MSSong
    /MS-UIGothic
    /MT-Extra
    /MT-Symbol
    /MurrayHillBT-Bold
    /Music
    /MusicalSymbolsNormal
    /MVBoli
    /Myriad-Bold
    /Myriad-BoldItalic
    /Myriad-CnBold
    /Myriad-CnBoldItalic
    /Myriad-CnItalic
    /Myriad-CnSemibold
    /Myriad-CnSemiboldItalic
    /Myriad-Condensed
    /Myriad-Italic
    /MyriadPro-Bold
    /MyriadPro-BoldCond
    /MyriadPro-BoldCondIt
    /MyriadPro-BoldIt
    /MyriadPro-Cond
    /MyriadPro-CondIt
    /MyriadPro-It
    /MyriadPro-Regular
    /MyriadPro-Semibold
    /MyriadPro-SemiboldIt
    /Myriad-Roman
    /Narkisim
    /NevisonCasD
    /New
    /NewBaskerville-Bold
    /NewBaskerville-BoldItalic
    /NewBaskerville-Italic
    /NewBaskerville-Roman
    /NewGothic-Meduim
    /NewGulim
    /NewsGothic
    /NewsGothic-Bold
    /NewsGothicBT-Bold
    /NewsGothicBT-BoldCondensed
    /NewsGothicBT-BoldCondItalic
    /NewsGothicBT-BoldExtraCondensed
    /NewsGothicBT-BoldItalic
    /NewsGothicBT-Demi
    /NewsGothicBT-DemiItalic
    /NewsGothicBT-ExtraCondensed
    /NewsGothicBT-Italic
    /NewsGothicBT-ItalicCondensed
    /NewsGothicBT-Light
    /NewsGothicBT-LightItalic
    /NewsGothicBT-Roman
    /NewsGothicBT-RomanCondensed
    /NewsGothic-Condensed
    /NewsGothic-Italic
    /NiagaraEngraved-Reg
    /NiagaraSolid-Reg
    /NSimSun
    /NuevaStd-BoldCond
    /NuevaStd-BoldCondItalic
    /NuevaStd-Cond
    /NuevaStd-CondItalic
    /OCRAbyBT-Regular
    /OCRAExtended
    /OCRAStd
    /OCRB10PitchBT-Regular
    /OfficePlanning
    /OldEnglishTextMT
    /Onyx
    /OpenSymbol
    /OrandaBT-BoldCondensed
    /OratorStd
    /OratorStd-Slanted
    /OriginalGaramondBT-Bold
    /OriginalGaramondBT-BoldItalic
    /OriginalGaramondBT-Roman
    /P5BrowalliaUPC-Bold
    /PageNumbering
    /PalaceScriptMT
    /PalatinoLinotype-Bold
    /PalatinoLinotype-BoldItalic
    /PalatinoLinotype-Italic
    /PalatinoLinotype-Roman
    /Palatino-Roman
    /Papyrus-Regular
    /Parchment-Regular
    /Perpetua
    /Perpetua-Bold
    /Perpetua-BoldItalic
    /Perpetua-Italic
    /PerpetuaTitlingMT-Bold
    /PerpetuaTitlingMT-Light
    /Playbill
    /PMingLiU
    /PoorRichard-Regular
    /PoplarStd
    /PrestigeEliteStd-Bd
    /Pristina-Regular
    /QuicksilverITC-Normal
    /QuillScript-Normal
    /QuorumITCbyBT-Black
    /QuorumITCbyBT-Light
    /QuorumITCbyBT-Medium
    /R65ID
    /Raavi
    /RageItalic
    /Ravie
    /Rockwell
    /Rockwell-Bold
    /Rockwell-BoldItalic
    /Rockwell-Condensed
    /Rockwell-CondensedBold
    /Rockwell-ExtraBold
    /Rockwell-Italic
    /Rod
    /RodTransparent
    /RosewoodStd-Regular
    /RS_CuBiao
    /RS_CuHei
    /RubberStampLetPlain
    /ScriptMTBold
    /SegoeUI
    /SegoeUI-Bold
    /SegoeUI-BoldItalic
    /SegoeUI-Italic
    /ShinGoPro-Bold
    /ShinGoPro-Heavy
    /ShinGoPro-Light
    /ShinGoPro-Medium
    /ShinGoPro-Regular
    /ShinGoPro-Ultra
    /ShowcardGothic-Reg
    /Shruti
    /SIEMENS-Firmenmarke
    /SiemensSans-Black
    /SiemensSans-BlackItalic
    /SiemensSans-Bold
    /SiemensSans-BoldItalic
    /SiemensSans-Italic
    /SiemensSans-Roman
    /SiemensSerif-Bold
    /SiemensSerif-BoldItalic
    /SiemensSerif-Italic
    /SiemensSerif-MediumItalic
    /SiemensSerif-Roman
    /SiemensSerif-Semibold
    /SiemensSerifSemibold-Bold
    /SiemensSerifSemibold-BoldItalic
    /SiemensSerif-SemiboldItalic
    /SiemensSlab-Black
    /SiemensSlab-BlackItalic
    /SiemensSlab-Bold
    /SiemensSlab-BoldItalic
    /SiemensSlab-Italic
    /SiemensSlab-Roman
    /SignLanguage
    /Signs
    /SimHei
    /SimSun
    /SimSun-PUA
    /SlipstreamLetPlain
    /SnapITC-Regular
    /SprocketBT-Regular
    /SprocketDeluxeBT-Regular
    /Staccato222BT-Regular
    /STCaiyun
    /Stencil
    /StencilStd
    /STFangsong
    /STHupo
    /STKaiti
    /STLiti
    /STSong
    /STXihei
    /STXingkai
    /STXinwei
    /STZhongsong
    /Sylfaen
    /Symbol
    /SymbolCollectionMobile
    /SymbolITCbyBT-Bold
    /SymbolITCbyBT-BoldItalic
    /SymbolMT
    /SymbolProportionalBT-Regular
    /TagLetPlain
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TektonPro-Bold
    /TektonPro-BoldCond
    /TektonPro-BoldExt
    /TektonPro-BoldObl
    /TempusSansITC
    /TGRTFuturaBold
    /ThaiEng2
    /ThaiTTF1
    /ThunderbirdBT-Regular
    /Times-Bold
    /Times-BoldItalic
    /Times-Italic
    /TimesNewRoman-CP1250-KT
    /TimesNewRoman-CP1250-KT-Bold
    /TimesNewRoman-CP1250-KT-BoldItalic
    /TimesNewRoman-CP1250-KT-Italic
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Times-Roman
    /TLinGothic-Bold
    /TopicURWT-Bol
    /TopicURWT-Med
    /ToshibaEUSymbols
    /Trajan-Bold
    /TrajanPro-Bold
    /TrajanPro-Regular
    /Trajan-Regular
    /Transitional511BT-Bold
    /Transitional511BT-BoldItalic
    /Transitional511BT-Italic
    /Transitional511BT-Roman
    /Transitional521BT-BoldA
    /Transitional521BT-CursiveA
    /Transitional521BT-RomanA
    /Transitional551BT-MediumB
    /Transitional551BT-MediumItalicB
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /TrumpetLite-Bold
    /TrumpetLite-BoldItalic
    /TrumpetLiteItalic
    /TrumpetLite-Normal
    /Tunga-Regular
    /TwCenMT-Bold
    /TwCenMT-BoldItalic
    /TwCenMT-Condensed
    /TwCenMT-CondensedBold
    /TwCenMT-CondensedExtraBold
    /TwCenMT-Italic
    /TwCenMT-Regular
    /TypoUprightBT-Regular
    /UmbraBT-Regular
    /Univers-47CondensedLight
    /Univers-57Condensed
    /Univers-67CondensedBold
    /Univers-Black
    /Univers-Black-Italic
    /UniversityRomanAltsLetPlain
    /UniversityRomanBT-Bold
    /UniversityRomanBT-Regular
    /Univers-Light
    /Univers-Light-Bold
    /Univers-Light-BoldItalic
    /Univers-Light-Italic
    /URWWoodTypD
    /USPSBarCode
    /VAGRounded-Black
    /VAGRounded-Bold
    /VAGRoundedBT-Regular
    /VAGRounded-Light
    /VAGRoundedLtNormal
    /VAGRounded-Thin
    /Veljovic-Black
    /Veljovic-BlackItalic
    /Veljovic-Bold
    /Veljovic-BoldItalic
    /Veljovic-Book
    /Veljovic-BookItalic
    /Veljovic-Medium
    /Veljovic-MediumItalic
    /Venetian301BT-Demi
    /Venetian301BT-DemiItalic
    /Venetian301BT-Italic
    /Venetian301BT-Roman
    /VeraHumana95
    /VeraHumana95Bold
    /VeraHumana95BoldItalic
    /VeraHumana95Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
    /VictorianD
    /VikingPlain
    /VinerHandITC
    /VinetaBT-Regular
    /VivaldiD
    /Vivaldii
    /VladimirScrD
    /VladimirScript
    /VnArial
    /VnArialH
    /VNI-Helve
    /VNI-Times
    /VnTime
    /VnTimeH
    /Vrinda
    /Webdings
    /WeddingTextBT-Regular
    /WeidemannITCbyBT-Bold
    /WeidemannITCbyBT-BoldItalic
    /WeissBT-Bold
    /WeissBT-ExtraBold
    /WeissBT-Italic
    /WeissBT-Roman
    /WiesbadenSwing-Dingbats
    /Willow
    /WindsorBT-Elongated
    /WindsorBT-Light
    /WindsorBT-LightCondensed
    /WindsorBT-Outline
    /WindsorBT-Roman
    /Wingdings2
    /Wingdings3
    /Wingdings-Regular
    /winmantu2k3do3
    /WoodtypeOrnaments-One
    /WoodtypeOrnaments-Two
    /WP-CyrillicA
    /WP-CyrillicB
    /WP-GreekCentury
    /WP-GreekCourier
    /WP-GreekHelve
    /WP-Japanese
    /WP-MultinationalAHelve
    /WP-MultinationalARoman
    /WP-MultinationalBCourier
    /WP-MultinationalBHelve
    /WP-MultinationalBRoman
    /WP-MultinationalCourier
    /YouYuan
    /ZapfDingbats
    /ZapfDingbatsITCbyBT-Regular
    /ZenKai-Medium
    /ZWAdobeF
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [2040.945 522.000]
>> setpagedevice


